

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●遺伝子ひな










Prologue







　近衛トーコと初めてベッドを共にしたのは、四月二十五日のこと。

　忘れもしない。ゴールデンウィーク前の、とある夜。




　彼女はいい匂いがした。

　髪から、首筋から、それ以外のいろんなところから。

　同時に彼女は柔らかかった。春の草原に咲くたんぽぽの綿毛をたくさん集めて丸めたみたいに、温かくて、ふわふわで、ぽかぽかで──




　……と、その前に。

　別の話から始めよう。

　四月十日、私立継つぐ宮みや高校の始業式。

　近この衛えトーコが転校初日を迎え、諸もろ星ぼしヒフミと花はな見み沢ざわツバサと出会い、そして初めて俺を『兄』と呼んでくれたあの日の先のこと。




　つまりは明けて四月十一日。

　春休みの浮かれ気分が終わり、通常の授業が始まった日に時間を戻してから、順を追って思い出していく。








四月十一日







　近この衛えトーコは一躍、注目を集める存在となった。




　順当だろう。

　目の覚めるような美少女ギャルの見た目、しかし中身やしゃべり方はいたって品のいいお嬢さんというキャラ立てに加え、生徒会長の義理の妹という肩書までくっついてる転校生だ。

　新学期一発目の話題の種としては、恰かつ好こうと言っていい。

　ホームルームの後も、授業と授業の短い合間にも、彼女の周囲には人だかり、そして質問攻め。

　隣のクラスや別の学年からの見物客への応接、慣れない授業やクラスメイトたちへの対応などなど、わが妹はまことに多忙な午前の時間を過ごしたようだ。




　そして現在、昼休み。

　彼女は早くも疲弊しきっていた。





　　　　　　　＊






「……もう少し放っておいてくれたんです」

　生徒会室である。

　わが妹は長テーブルに突っ伏して、長いため息をついている。

「前の学校の人たちは。でもこっちの学校の……継つぐ宮みや高校のみなさんは、ぜんぜんそうじゃなくて。疲れました、本当に」

「張りぼてだな！」

　ぎゃっはっは、と。

　わが親友殿、諸もろ星ぼしヒフミが笑った。彼女らしく快活に。

「張りぼてギャルだ。あんた本当に見た目だけかよ。なあトーコさんよ？」

「ううう……反論できないです……」

「ギャルってやつはさ、もっとキラキラしてて堂々としてるもんだ。言ってみりゃカーストの頂点なんだから、しゃべりかけられたら好きなように振舞えばいいんだよ。お愛想を振りまいてもいいし、黙ってスマホいじっててもいい。それをあんた、あわあわして、もごもごして──それじゃ宝の持ち腐れってもんだ！」

「んまあヒフミさんったら。そんな仰おつしやりかた、トーコさんが可哀かわい想そうですわ」

　すかさず副会長、花はな見み沢ざわツバサがやんわり取りなす。

「だって彼女、まだギャルになったばかりなのでしょう？　環境も急に変わったわけですし、すぐに結果を出せというのは酷というものですわ。ねえトーコさん？」

「は、はい……ありがとうございます……」

「どういたしまして。わたくしあなたとは同級生ですけれど、この学校の生徒としては先輩にあたりますもの。なんでも遠慮なく頼ってくださいましね」

「ありがとうございます、助かります……」

「いえいえ。ところでトーコさん、頭をなでなでしてもよろしくて？」

「あ、はい……は？　え？」

「だって可愛かわいらしいんですものあなたって！　どこへ出しても恥ずかしくない見た目のギャルですのに、いともあっさりヘロヘロになってしまうなんて反則！　ギャップ萌もえ！　あーもー可愛い可愛い！　というわけで、そーれっ！　なでなでなでなで～！」

　わっしゃわっしゃわっしゃ。

　身を乗り出して、副会長はトーコの頭を撫なでた。

　まるで飼い主と愛犬みたいな絵図。

「ツバサおめー、ちゃっかりしてんな」とジト目のヒフミ。

「わたくし下心は隠さない主義でしてよ！」なぜか胸を張る副会長。

「じゃあオレもやるー！」ヒフミも満面の笑みでトーコの頭をわっしゃわっしゃし始める。

「ちょ、え、わ、なんですかなんですか！」

　顔を真っ赤にしてされるがままのトーコ。

　そして俺、松まつ原ばらタクローは黙って弁当のシュウマイを口に放り込んでいる。

　何だろこの光景。天国かな？

　というか打ち解けすぎだろう、この三人。もとより俺が根回ししたことではあるんだが……というか兄たる俺は、妹の頭なんて撫でたことないんだが……いいなあ、俺もやりたいなあ。

「あー。こほんこほん」

　咳せきばらいをして話の流れを変える。

「とりあえずだ。今日のところはこの生徒会室で羽を休めていくといい、妹よ」

「はい……そうします……」

　頭撫でから解放されて、トーコは再び吐息。

「あの。ちょっと聞いてもいいですか」

「うん。なんでも聞いてくれ」

「いつもこうやって集まってるんですか？　お昼休みに、生徒会室で」

「うん。集まってるぞ」

　諸もろ星ぼしヒフミ。

　花はな見み沢ざわツバサ。

　そして俺、松原タクロー。

　以上三名、継つぐ宮みや高校第88期生徒会のメンバーは、昼休みを昼食兼、生徒会のミーティングタイムと位置づけている。

　三人ともクラスは別々だし、いつも放課後に生徒会の活動ができるわけでもない。昼休みが会合のタイミングになるのは自然の流れだった。

「そう。そうなんですか……」

　トーコは何やら考え込んでいる様子だ。

　ふむ。

　何となくだけど、我が妹の考えてることがわかる気がするな。

「まーとりあえず」

　頭わしゃわしゃからトーコを解放して、親友殿が言う。

「メシ食おうぜメシ。時間がなくなっちまう。メシ食いながら聞けばいーだろ、妹ちゃんの話をいろいろとさ」

「ヒフミさんの意見に賛成ですわ。ねえねえトーコさん、まずは腹ごしらえをなさいな。腹が減っては戦ができぬ、これ政治の常識ですわよ？」

「そ、そうですね。いただきます……」

　またしても吐息をついて、ようやくトーコは弁当箱のふたを開けた。

　彼女と俺の本日の弁当は、中華風である。

　シュウマイに唐揚げにチャーハンという、若人向けのハイカロリー三段構え。

　制作担当は、俺の義理の母となった近この衛えマリアさんだ。仕事で多忙な中、「せめて新学期の始めぐらいはね！」と張り切って作ってくれた。

　冷凍食品が中心の編成だけど、文句のあろうはずもない。

「あら素敵！」

　副会長が目を輝かせる。

「わたくし中華料理大好きですの。よろしければおかずの交換をしませんこと？」

「えっ？　ええと、はい。あの──」

「お近づきのしるしに交換レートは奮発しますわよ！　そうですわね、ちくわの天ぷらとシュウマイのトレードでいかがかしら？　カロリー効率的には間違いなく貴女あなたの方が有利だと断言できますわ！」

「えっ？　ええと……」

　ふむふむ。

　副会長の弁当箱を覗のぞき込こみながら俺は考える。

　花はな見み沢ざわツバサの弁当は、古式ゆかしいスタイルの海の苔り弁である。

　白身魚フライ、ちくわの天ぷら、白ごはんの上に堂々と載せられた海苔の板。

　このラインナップの中でも主役級といえる、ちくわの天ぷらをトレード要員に出すとは。

　確かにこれはサービスと言っていい交換レートだ。丸ごと一本をぜいたくに使用したちくわの天ぷらと、冷凍食品のシュウマイ一個……単純に重量だけ比べても、彼我の差は数倍に達する。

「決まりですわね！　ささ、どうぞどうぞ、わたくしのちくわ天をそちらに置いて、そちらのシュウマイをこちらに置いて」

「あ、はい。どうも、ありがとうございます……」

　ちなみにこの副会長。お弁当は手作りな上に、三人いる弟の分も毎朝作っているそうだ。エネルギッシュかつ、家庭的なお嬢さまキャラなのである。

「何だよ楽しそうじゃーん」

　そんなやり取りを眺めていたヒフミがくちびるを尖とがらせて、

「じゃあオレの昼飯も分けてあげよっかな！　ほれ妹ちゃん、これ食いな！」

　そう言って、ヒフミは持参したクーラーボックスの蓋を開けた。

　ボックスの中で冷やされているのは、直方体の形状をしたリッターサイズのプラ箱。

　箱のラベルには『ハーゲンダッツ』『業務用』と記されている。

「アイスクリーム……ですよねそれ？」

「そりゃそーだ。見りゃわかんだろ」

「これがお昼ごはん？」

「オレって燃費悪りーんだよなー」

　ヒフミはプロ仕様の本格アイスディッシャーを使って、ハーゲンダッツ（ショコラミント味）を綺き麗れいな半球形に取りわける。

「ずっとアイス食ってねーと、腹減ってぶっ倒れちまう。はいどーぞ。弁当のフタに載せとけばいーか？」

「えっ、あ、ええ。はい」

「早めに食えよ、溶けちまうから。まあ溶けたアイスを舐なめるのもウマいけどな！」

「は、はあ」

「あ、そっちのおかずはトレードしなくていーから！　オレ、昼飯はアイスクリームだけって決めてるし！」

　特上の美少女顔でにっこにっこ笑いながら、我が妹を戸惑わせるヒフミだった。

「偏食なんだよ」

　横から俺は補足する。

「親友殿は食いたいものしか絶対に食わないヤツだから。トレードは本当にしなくていい。遠慮なくアイスクリームは味わってくれ」

「一応言っとくけど」とヒフミ。「アイス以外も食うからな？　ハンバーガーとかフライドチキンとか。あとはラーメンとか」

「ちなみに野菜は？」

「ポテトフライも食う！」

　ドヤ顔のヒフミだった。

　トーコは引きつり気味の顔でアイスクリームに箸をつけた。食べにくそうである。

「──で？」

　おかず交換の儀式で親睦を深めたところで、ヒフミが切り出した。

「妹ちゃん、タクローと結婚すんだって？」

　ぶふっ！　と。

　妹は口に含んだアイスを吹き出しかけた。

　いきなりぶっ込んでいくスタイルは、諸もろ星ぼしヒフミならでは。

　とりあえず俺は自分の昼飯に集中するとしよう。この局面で口を挟んでも良いことなさそうだ。

「しません結婚なんて！」

　口元をぬぐいながら、トーコは否定する。

「というかどこまで話を!?」

「だいたい聞ーてるよ。オレとタクローはマブダチだし」

「……っ！」

　俺をにらんでくる妹。

　俺は「まあ親友だからな」と返す。

「もちろんわたくしも聞いておりますわ」と副会長。「生徒会長と副会長という間柄からして当然のことですわね。政敵ではありますけど」

「だったら！　お二人からも何とか言ってあげてください！」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいから一転。

　妹のどこかでスイッチが入った模様。

「この非常識な兄とお友達なんですよね？　仲が良いんですよね？　だったらこう、もう少しコントロールをですね──」

「ペットを飼ってるわけじゃねーしなー」

　アイスクリームのスプーンをぺろぺろしながら、ヒフミ。

「タクローはタクローでやりたいようにやるしかねーだろ。オレはそーゆータクローが面白くて長い付き合いしてるわけだし、コントロールするなんてとんでもねー。そんなことしたらタクローの味が薄まっちまう」

「というか良い話ですわよね？」

　副会長が横から口を挟む。

「どんな基準で選んだのかはさておき、生徒会長が結婚を考える相手に巡り会えた、ということなのですから。その出会いはシンプルにハッピーでしてよ。それに初対面でそれだけの決断ができるのは、とっても清すが々すがしいことではなくて？　政敵を褒めるようでシャクですけれども」

「…………」

　トーコはしばし絶句した。

　それから目を閉じて、眉間を指でもみほぐし始める。

　まるで『やばい、こいつら全員話が通じない』とでも思ってそうな仕草だな。まあわからんでもないが。

「あの、前提としてですが。諸もろ星ぼしさんに花はな見み沢ざわさん」

「おうよ」

「何かしら？」

「わたしは高校二年生です。兄も同じです。何ならお二人だって同じです。だったらですよ？　この年齢で結婚の話が出るって、おかしくないですか？」

「んー……」

　親友殿と副会長は、お互いに顔を見合わせて、

「いや別に？　そうでもなくね？」

「ですわよねえ。さしておかしくもありませんわねえ」

「タクローの言ってることは理に適かなってるよーに見えるけどな。今すぐ結婚する、って言ってるわけでもねーし」

「そもそも自由恋愛は大前提ですわよね。道義的にも、政治的なトレンドとしても」

「まあ普通じゃねーことは確かだけど」

「この生徒会長に普通を求めるのもどうかと思いますわ」

「逆に聞くけどさー妹ちゃん」

　スプーンをトーコに向けて、親友殿。

「なにがそんな引っかかってんの？　タクローはあれだよな？　アンタのことを魅力的な相手だと認識してるって伝えて、なおかつ将来的に結婚できたらいーな、っていう希望を伝えただけだよな？　それ以上のことって、何かやった？」

「えっ？　ええとそれは……」

「それってただの『告白』じゃね？　いわゆるフツーの男女の恋愛でいうところの。オレ的には別に、おかしな話には聞こえねーんだけどなー」

「そんな！　だって初対面ですよ？　それもお互いの両親が再婚する流れになってて、家族の顔合わせの場面ですよ？　そこで連れ子のわたしたちが結婚するみたいな話になるって、どう考えても──」

「タイミングとか言い方の問題はあるかもしれませんわね」

　副会長も乗っかって、

「でも戦略のひとつですわよねえそういうのも。初対面の、それも繊細な立ち回りを要求されるシチュエーションで、あえて自分を開けっぴろげにしてしまう──わたくしアリだと思いましてよ、人心掌握術の一環として」

「だよなあ。オレもそー思うわ」

「政治を志す者、何事にもフェアでなければなりません。松まつ原ばらタクローをあまり贔ひい屓きにするのは本意じゃありませんが、これはちょっと攻撃の材料にはなりませんわよね」

「要するにやり方が気に食わねー、ってだけの話だろ？」

「でもこれだけトーコさんの反感を買ったなら、むしろ成功ではありませんこと？」

「だよなー。こうなったらもう絶対に無関心ではいられない、ってことだもんな」

「ある時期では犬猿の仲だった者同士が、ある時期を境に刎ふん頸けいの交わりを結ぶ。これまた政治的にはあるあるですけど、恋愛にも同じことが言えるのではなくて？」

　畳みかける親友殿と副会長。

　妹氏は反論を挟む間もない。

「まあまあふたりとも。そのへんで」

　俺は仲裁に入った。

「妹は人付き合いに疲れてここに来てる。転入して今日が実質の初日なわけだし、ナーバスになってるのは仕方のないことだ。できればもう少し優しく接してやってくれないか。俺に免じて」

「おう。そりゃまーそうだな」

「よろしくてよ。ここは生徒会長の顔を立てますわ」

　親友殿も副会長もあっさり承諾した。

　トーコはものすごく複雑そうな顔をした。

「え？　なんでわたし、この人に助け船を出されたみたいになってるんですか……？」

「実際そーじゃね？」

「会長の仲裁がなければ、わたくしもヒフミさんも手加減してませんわ」

「いやでも……ええ？　いや絶対おかしいですってこれ……というかぐる？　ひょっとしてお二人はぐるなんですか？」

「馬鹿ゆーな。むしろ敵だよ副会長は」

「政敵の親友は、すなわちわたくしの敵でしてよ？」

「いやでもお二人とも、すっごく仲が良いような、息が合ってるような……」

「まーまー。アイスのお代わり食うか？」

「ちくわのお代わりもありますわ」

　トーコの弁当に、それぞれの分け前を載っける親友殿と副会長。

　なんだろこれ。

　トリオのコントみたいなやり取りだな。確かに息は合ってるな。

　そして恐るべきは我が妹の可愛かわいげよ。親友殿と副会長、普段はこんな風に和わ気き藹あい々あいとしてないからな。トーコが間に挟まることで、一種の中和剤として働いてるというか、何かしらの化学反応を示しているというか。

　トーコは自覚ないだろうけど。けっこうこれ、レアなシーンなんだぞ？

「まー何にせよ、これから面白くなりそーだな！」

　椅子の上であぐらをかきながら、ヒフミが続ける。

「オレと副会長の役割は、妹ちゃんにタクローのことを知ってもらう手助けをする、ってことになるのか。オッケーいーぜ、任せてくれて」

「え？」

　妹が反応する。

　そういうことになるんですか？　なぜ？　とでも言いたげな顔だ。

「だってそーじゃん？　どのみちそれしかなくね？」

　アイスのスプーンを妹に向けるヒフミ。

　彼女の精神年齢は幼少時代から変わらないので、基本的にお行儀は悪いのだ。

「もう一緒に暮らし始めてるんだろ？　同じ学校にも転校してるし、困ったらこうやって生徒会まで逃げ込んでくるわけだろ？　今さら『わたしたちは他人同士だから金輪際会話もしないし近づきもしません』ってことはねーよな？」

「それは、まあ。そうかもしれませんが……」

「じゃあ関係を深めるしかないじゃん。お互いを知っていくしかないじゃん。でもって、タクローを知るためには、タクローを知ってる人間を頼るのが近道じゃん」

「ヒフミさんはもちろんですけど」

　ちくわ天をお上品に口へ運びながら副会長。

「わたくしも松まつ原ばらタクローとの付き合いは浅くありませんからね。お役に立てるかと思いましてよ」

「オレと副会長は、言ってみりゃ『タクローの取扱説明書』だ。上う手まく利用してくれよ妹ちゃん？　なんせタクローってやつは、単純だけど奥が深いからなー」

「ですわね。魚釣りで言えば、フナ釣りとかハゼ釣りみたいなものですわね」

「オレも最初はタクローの扱い方がわかんなくて困ってたしさ。もう十年も前の話だけど、妹ちゃんの気持ちはそこそこ共感できてるつもりなんだよ──あっ、そーだ！　いーこと思いついた！」

　親友殿は破顔して、

「勝負しよーぜ副会長！」

「あら面白そう。どんな勝負ですの？」

「んなの決まってんじゃん」

　身を乗り出して、

「妹ちゃんはこれからタクローのことを理解していく。オレと副会長はその手助けをする。オレと副会長、どっちが妹ちゃんの役に立てるかで勝負だ。判定は妹ちゃんがする。優勝賞品は、タクローからちゅーしてもらう、ってことでどーだ？」

「いいですわね！　乗りましたわその勝負！」

「そーだな、期間は夏休み前まで、ってことにしとくか？　あんまり短いとあっさりケリがついちまうし、妹ちゃんはタクローに馴な染じむまで時間かかりそーだし」

「妥当なラインです。トーコさんって、真面目で融通が利かなそうですものね。うふふ、なんだか楽しみになってきましたわ。腕が鳴りましてよ」

「おいおいオレに勝てるつもりか副会長？　ことタクローに関しちゃ、こっちのが先輩なんだぜ？」

「そこをひっくり返すのが政治の力ですわ。ヒフミさんこそ、油断して足元をすくわれないよう気をつけた方がよろしいのではなくて？」

　くっくっく。

　ふっふっふ。

　微笑ほほえみながらもバチバチに火花を飛ばし合う二人。

　うん、こっちが平常運転だな。俺的にはとても落ち着く。この二人があんまり和わ気き藹あい々あいとしてると、ちょっとしっくりこないもんな。

　と、その一方で我が妹といえば。

「…………」

　目を閉じて無の表情をしていた。

　それに深呼吸もしていた。

　そろそろ本気で疲れてきたのだろうか。精神統一で心の均衡を整えようとしているように見受けられる。我が国の伝統武道に共通するルーチン。腕に覚えがあるようなセリフを口にしていたような気がするし、彼女にとっては現時点で取り得る最善の選択肢なのかもしれない。
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　俺が言うのもなんだけど、俺ふくめて生徒会三人の相手をするのは大変だもんな。特にトーコみたいなタイプの人間にとっては。深呼吸でも水の呼吸でも何でも試してもらって、慣れてもらえれば幸いである。
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　ともあれ。

　三人の生徒会メンバー＋１となった愉快な仲間たちの、これが改めてのスタートライン、ということになりそうだ。

　中々に濃いめのミーティングになったけど、それもまたよし。

　近この衛えトーコと親睦を深め、お互いを理解していくために。

　そしていずれは初志貫徹、出会ったその場で俺が提案した通り、彼女とより深い意味での〝家族〟になるべく。

　これからも誠心誠意、努めていく所存である。

　もちろん、最優先にすべきはお互いの意思だ。

　ゆえに今後も継続してアピールしていかないとな。それでいてまた、俺は自分を磨いていかなければならない。

　モチベーションは相変わらず高い。

　とても良い新学年、そして新学期を迎えられたようで、前途洋々な俺なのだった。








interlude







　意味不明です。

　何なんでしょう。わたしは一体なにを体験しているのでしょうか。

　継つぐ宮みや高校生徒会……わたしには刺激が強すぎます。ついていけません。




　諸もろ星ぼしヒフミさん──おどろくほど正統派な美少女の見た目なのに、中身が小学校高学年ぐらいの男子みたいな、不思議なひと。

　花はな見み沢ざわツバサさん──見た目は美少女なのに、中身は男性で、なのに誰よりも女性らしい、やっぱり不思議なひと。




　ふたりともどうやら、わたしに良くしてくれてるみたいですけど。それはとても有り難いんですけど。

　というか、頭をものすごく撫なでられてしまいましたけど。ヒフミさんはともかく、ツバサさんは男の方ですよね……なんだか為なすがままになってしまいましたけど、男性からあんな風にされたの生まれて初めてじゃないでしょうか。いえ、あの方を男性と呼んでいいのかどうかわかりませんが。




　悪い人たちではないと思います。

　でも意味がわからない。その発想も行動も。

　ええと何でしたっけ？　『松まつ原ばらタクローを理解させるのに、どっちが役に立つか勝負』でしたっけ？　いま考えてもよくわからない……あのふたりが『松原タクローの取り扱い説明書』なのは、なるほど腑ふに落ちるんですが。なぜそれが勝負ということに？

　だめです。

　やっぱりついていけません。

　精神統一って、こんなに役に立たなかったんですね……師匠や姉弟子と立ち合う際は、けっこう重宝してたんですが。あの生徒会ではまったくの無力でした。世界って広いんだな、って理解する良い経験になりました。




　……いえ、納得しそうになりましたが。

　そういうことじゃないはずです。ヒフミさんもツバサさんも、優秀な人たちですよね？　生徒会のメンバーですし、肌で感じる雰囲気でもわかりますし。だったらついて行けないわたしの方に問題が？　いえ、それも納得いきません、だっておかしいじゃないですか常識で考えて。わたしって割と普通の反応をしてるはずですよね？

　そして、松原タクローはやはり悪なのでは？　わりと無む茶ちや苦く茶ちやな流れだった気がしますけど、何も軌道修正してくれなかったですよね？




　そもそもなぜわたしはあの場所にいたんでしたっけ……ああそうでした、新しいクラスのみなさんにぜんぜん馴な染じめないから、思わず生徒会に逃げ込んだんでした。

　無様にＳＯＳを出して──それも松原タクローに──そして生徒会を避難シェルターみたいに使って──それで結局、なおさら疲れてしまうという。

　まさに骨折り損のくたびれもうけ。

　でも、それでも。クラスメイトのみなさんから愛玩動物みたいにもみくちゃにされるよりは、いくぶんマシだったように思えます。

　ということは、うーん……先ほど思いついてしまったんですが、やはり〝非常手段〟に訴えるしかないのでしょうか。どう考えても悪い予感しかしないんですが、背に腹は代えられないと言いますし……




　閑話休題。

　何にせよ、わたしが新しい学校生活に慣れるまでには、相当な時間が掛かりそうです。

　というかたぶん、慣れるの無理だと思うんですが……転校前に在籍していた女子校の生活が、今にしてみれば懐かしいです。あの頃も決して居心地は良くありませんでしたが、それでも今みたいな、まるでミキサーを使ってスムージーにされてるみたいな状態ではありませんでした。

　最終手段として、兄に助けを求める、という手もあります。

　たとえば、

『転校生は新しい環境に慣れるために奮戦しており、結果が出るまで時間が掛かる。その時が来るまでなるべくそっとしておくように』

　みたいなお触れを出してもらうとか。

　……いえ。さすがにこれはありませんね。いくらなんでもわたしにだってプライドというものがあります。つまりは自力で何とかしなければならないと……ああ気が重い……




　……と、そういえば。

　今ふと思い出したんですが。

　先ほどの生徒会での会話において、何かとても、とてもものすごーくおかしなことを、ヒフミさんとツバサさんが口にしてた気がするんですが……基本的にあのお二人はおかしなことしか口にしていなかったので、どんな内容だったかうっかり忘れてしまいました。けっこう大事なことだった気がするんですが……うーん……

　わたしって精神統一を始めてしまうと、自分の中に入り込みすぎて、周りのことがわからなくなってしまうんですよね……

　まあ、なぜか今は思い出さない方が幸せな気がしますので、とりあえず問題を棚上げしておくことにします。それにしても前途が多難そうな……わたし、これからちゃんとやっていけるんでしょうか？　すごく、ものすごーく心配です……





好感度：２８／１００
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四月十三日







　さて話題を変える。




　いわば期待のスーパールーキーと目されて、全校中の注目を浴びている我が妹が少しばかり落ち着けるようになるのは、しばし先のことになる。ここからは別のエピソードにお付き合い頂きたい。

　何せ新しく家族となり、妹となった近この衛えトーコとは、一緒に暮らし始めたばかりなのだから。とにかくイベントには事欠かないのだ。

　まずはこの一件から。
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「ごめんねごめんね、お母さんが不ふ甲が斐いなくてホントーに！」

　と平謝りしたのは、義理の母となった近衛マリアさんである。

「もともと慣れないことだったし、お店の方も急にいそがしくなっちゃって……もう少し頑張りたかったんだけど、やっぱり難しいかもで……」

　話はこうだ。

　新学期が始まって、俺と妹のお弁当をマリアさんが担当することになった。

　生徒会で昼休みに頂いていたお弁当が、まさにそれである。

　シュウマイに唐揚げにチャーハン（すべて冷凍食品）という、良くも悪くも作り手の人柄がにじみ出ていた、あのお弁当だ。

　先にも述べたとおり、俺はマリアさんのお弁当に文句をつける気などない。

　どんな中身であれ、他ひ人と様さまに作って頂いたごはんである。アレルギーの問題とか宗教的な禁忌に触れるとかでもないかぎり、感謝をもって平らげるのが筋というものだろう。

　しかしマリアさんという人、もともと夜の仕事でお勤めな上、家事全般はお世辞にも得意ではないそうで。

「でもせっかく新しい生活も始まって、トーコも新しい学校に変わって、タクローくんっていう息子もできて、ちょっとわたしも母親としてがんばってみようかなと思って！　わたしやりますできますみたいな感じで始めたはいいけど！　ちょっと見み栄え張っちゃったかも！　ものすごく手抜きならいけるかと思ったけど、思った以上に難しかったです！　家事なめてましたすいません！」

「まあまあマリアさん」

「タローさんごめんなさい！　わたし母親失格かしら!?　こんな女、アリかナシかで言ったらナシかしら!?」

「まさか。食べるものぐらい何とでもなるさ。お金に困ってるというわけでもないんだし、息子も高校生だ。むしろ良い勉強になるだろうし、気にも留とめてないはずだよ」

「ありがとうタローさん！　好き！」

　とまあ、うちのお父さんが間に入って取りなしたり、マリアさんがラブラブになったりしたところで、さて本題である。
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「ぶっちゃけた話、うちのお父さんはどうとでもなる」

　この問題は俺と妹が担当する運びとなった。

「仕事で外食するパターンの方が遥はるかに多いしな。むしろ取引先のお付き合いなんかを考えると、弁当じゃない方がいいまである」

「うちの母もそうですね。コンビニで済ますことも多いみたいですし」

　トーコは難しい顔で考えている。

「それ以外にもお付き合いだったりとか接待だったりとか。お客さんがお土産に持ってきてくれるお鮨すしとか。何かと食べる機会は多いそうなので」

「つまり昼飯問題は、俺と君の問題だ」

「学食を使うのは？」

「悪くないアイデアだが、君は大丈夫なのか？　学食を利用するとなると、今以上に目立って仕方なくなると思うが」

「うっ……そ、それは……」

「ちなみに割としつこいからな、うちの学校の連中。放っておいたら関心が薄れてくれる、なんてのはあまり期待しない方がいい」

「…………」

「その顔はあれだな、ちょっと期待してた顔だな」

「う、うるさいですねっ」

「ちなみに俺も学食はちょっと困る。たまにはいいんだが、昼休みはできるだけ生徒会の時間に充てたい」

「コンビニで何か買ってくる、というのはどうでしょう？」

「現実的なラインだ。でもできるなら、もうちょっと人の手が掛かったものが食べたいな。好きなんだよ、近しい誰かの作ってくれた弁当、ってやつが」

「そ、そうですか……いえそうですよね……」

　というか、我が家の栄養事情を本格的に考えるべき時期である。

　ここ最近は店屋物とか冷凍食品ばかりに頼っていたけど、そろそろ生活を落ち着けなきゃならない。食事において〝日常〟の空気を醸成していく必要があると思うのだ。

　引っ越しが済んで同居が始まり、ハレの日ばかりは続かない。

　平凡が続く日々こそが、人生のあるべき姿、ってもんだろう。

「あの、つかぬことを聞きますが」

　妹がもじもじしながら聞いてきた。

「あなたって料理、できます？」

「できる」

「あ、そうなんですね……できるんだ……」

「君は？」

「でででできますとも！」

「そうか。できないのか」

「インスタントとレトルトならできます！　あと冷凍食品とか！」

「ふむ。なるほど」

「ちょっと何ですか!?　その『戦力にならないか……』みたいな顔は！」

「いや問題ない。自分で自分の腹を満たせるなら、人間の能力としては十分だろう。むしろ味見役としては向いてるかもしれん」

「やっぱり戦力外のあつかい！　腹立ちますね！」

　顔を真っ赤にする妹だった。

「じゃあ戦力に数えていいか？　たとえば一日の食事を当番制で交替交替でやることはできる？　もちろんその方が助かるんだが」

「えっ。ええとまあ、インスタントとレトルトと冷凍食品でよければ……」

「それはそれでいいものなんだが、手作り的な料理も俺は大事だと思う。まして新しく家族になったばかりの俺たちなんだ。可能な範囲でいいから手料理にこだわっていきたい。そして俺は、俺の技術と労働力を提供する用意がある」

「……自信ありそうですね？」

「自信があるというか、まあできるからな。できることをできる、と言ってるだけだよ」

「そこまで言うなら料理、作ってみてもらえます？　今すぐここで」

「いいとも。じゃあチャーハンでいいか？　中華の基本中の基本だし、一目で腕前が判断できるからな」

　妹にいいところを見せるチャンスである。

　俺は張り切って腕まくりした。

　冷蔵庫から冷やごはんと卵をチョイス。

　ネギをさっと刻み、中華鍋にラードを注入してしっかり加熱。

　その間に塩、しょうゆ、ＸＯ醤エツクスオージヤン、うま味調味料を、すぐに投入できる順に並べておく。

「え……なんか本当に手際がいい……？」

「こんなの手際のうちに入らんよ」

　本番はここからだ。

　卵を割り入れて中華鍋に投入。

　じゅわり！　と脂が弾はじける音を立てているうちに、おたまの尻で素早く卵を叩たたき混ぜ、さらに冷やごはんと刻みネギと各種調味料を放り込む。

　間髪入れず、これまたおたまの尻でごはんと卵をほぐしていく。

「ええ……普通に美お味いしそう……というか上手……」

　思わず漏れた、という雰囲気の称賛。

　ちらりと横目で見ると、驚きやら悔しさやら尊敬やらがない交ぜになった顔で、トーコが調理の過程を見つめている。

　ふふ。完璧だな。

　あとは強めに鍋を振り、空中で躍る米粒を華麗におたまで受け止めつつ、半球形に中華皿に盛りつければミッション完了だ。

　俺は気合を入れた。

　さあ最後のひと仕上げ。

　じゃっ！　じゃっ！　じゃっ！

　黄金色の粒が美しい軌道を描いて宙を舞い、妹のまなざしはもはや羨望のそれに変わり、そしていよいよフィニッシュ！

　じゃじゃっ！

　完成目前のチャーハンが、ひときわ高く宙を舞った。

　ひときわというか、通常の三倍とか四倍ぐらいの高さまで到達した。してしまった。

　その結果。

　ばらばらばらばらばらっ！

　黄金色の粒は、降り注ぐ雨となって我が家のキッチンにばら撒まかれた。

「…………」

「…………」

　しばし、俺も妹も固まった。

　それから俺は、散らかりまくったチャーハンを集めて皿に盛りつけた。

　そして言った。

「ひっくり返したチャーハンは後でスタッフが美お味いしく頂きました、という方向でどうだろうか？」

「…………」

　妹は黙ったまま眉間を指でもみほぐした。

　そして言った。

「判断に困ります」

「まあな。そうだよな」

「腕はいい……んだと思います。素人目のわたしでもそれはわかりました。味もきっとおいしいんでしょう。とてもよい香りがしますし」

「うん。その点は保証する。得意料理のひとつだしな」

「ですが最後が……あまりにも……不安になるというか、これ以上やらせていいのかどうか、というか……」

「俺、おっちょこちょいなんだ」

「開き直らないでください」

「作り直していいかな？」

「今この流れで？　ポジティブと蛮勇を取り違えない方がいいのでは？」

　素で辛辣に返された。

　まあ無理もないか。

　納得して俺は次のステップに進む。

「名めい誉よ挽ばん回かいの機会をください」

「いいでしょう。次は何を？」

「オムレツでいく」

　ここは気分を一新。目先を変えよう。

　チャーハンが中華の基本なら、オムレツは洋食の基本である。

　これひとつでシェフの腕前が判断できる、というのが通説。『HUNTER×HUNTER』で言うところの〝練を見せる〟ってやつだな。

「しかも俺にはアイデアがある」

「アイデアとは？」

「チャーハンを再利用する」

　シンプルな発想だ。

　チャーハンの上にオムレツを載せるんだ。

　たまにあるだろう？　人気の洋食レストランとかで、ケチャップライスの上に熱々の半熟オムレツを載せて、真ん中にナイフを入れると『とろ～り』みたいな感じで左右に卵が割れて超おいしそう、ＳＮＳ映えします、みたいなの。

　あれの中華版である。

　中華版というか、中洋折衷？

　もしくは天津飯のオムレツバージョン？

　失敗料理の隠蔽工作と言えなくもないが……まあ自分で食べるので問題ない。さすがに失敗作を妹に食わせたくはないしな。

「料理はシンプルな発想から生まれるほど美う味まい。失敗は成功の元、という格言もある」

「まあやってみてください。見てみないことには判断ができません」

　卵と牛乳にバター。

　そして少々の塩とコショウ。

　用意した材料を手早くボウルでかき混ぜる。

　ちゃっちゃっちゃっちゃっちゃっ

　菜箸とボウルが立てる音はあくまでもリズミカル。我ながら美しい所作だ。

「やっぱり手際、いいですね……なんだかプロっぽい……」

　妹も目を瞬かせて、俺の作業を称賛する。

　名めい誉よ挽ばん回かいは好スタートを切ったようだ。俺は気をよくした。

　フライパンにバターを投入してよく火を入れる。ほんのりバターが焦げる程度まで加熱するのが俺の流儀。

　漂ってくる熱々バターの中に、オムレツ液を投入。

　じゅわっ！

　見る間に卵が固形化していく、この先はもうノンストップだ。

　ちゃかちゃかと混ぜては、手元をとんとんして形を整え、フライパンの空いた隙間にさらなるオムレツ液を流し込み、菜箸で少しばかり固形化した卵を巻き取りつつ、さらに手元をとんとんとん。

　見る間にオムレツのシルエットが整形されていくその様。自慢じゃないが、定食屋の店長が務まる腕前だ。

「うわあ……」

　隣で見守っている妹が、思わずといった態ていで感嘆する。

　俺はますます気をよくした。

　最後の仕上げである。

　菜箸でフォローしつつ、手首のスナップでフライパンを跳ね上げながら、オムレツをひと息にひっくり返す！

　ふわり。

　舞い上がる黄色の楕だ円えん形けい。

　高々と舞い上がったオムレツはまるで曲芸師の空中舞踊みたいな弧を描き、妹の熱視線も注がれる中、一回転、二回転しながら落下して──

　べちゃり

　フライパンの横を通り過ぎ、ガスコンロの横に着地した。

「…………」

「…………」

　とろ～り、と。

　青い炎の横でスライムのように広がっていく、オムレツになるはずだった物体。

「だいじょうぶだ」

　俺は自分をフォローした。

「まだ食える。捨てると決めるまではゴミじゃない」

「いえそういう問題じゃないでしょう」

　普通に突っ込まれた。

　まあ失敗だよな、はい。すいません。

「というか今の、さっきと完全に同じパターンでしたよね？」

「お笑い業界の用語では天丼、って呼ぶらしいな」

「なんでドヤ顔なんですか」

「すいません」

「もしかしてあれですか？　最後の仕上げが苦手な人なんですか？　ほとんどデジャブでしたけど、今の二回とも」

「いや。特に苦手意識はないな。いつもは普通にできてる。今日は特別な日なんだよ、俺と君との」

「何かの記念日みたいにいいこと風な言い方するのやめてください」

　トーコは「うーん……」と考え込む。

　それから何かを思いついた顔をして、恐る恐る、

「というかですね。わたし気づいてしまったんですけど」

「ほう。何を？」

「あなたってもしかして、張り切れば張り切るほどミスをするタイプなのでは？」

「妹よ」

「な、なんです？　真剣な顔をして」

　トーコが少し身を引く。

　俺は心から言う。

「初めてだ。俺のことをこんな短い時間でわかってくれる相手は。さすがだな。すばらしいよ本当に。やっぱり俺の見込みは正しかった」

「ちょっ……なんですかいきなり。褒め殺しですか？」

　トーコはあたふたした。

　それからハッと気付いて、

「いえそういう話ではなく！　今はあなたのことを話してるんです！」

「すいません」

「話をまとめると、あなたは張り切るとミスをする」

「基本的にはそんな感じです」

「張り切る理由は？　わたしがそばにいるから……ですか？」

「まあな。つい良いところ見せようと思ってしまうよな。君がキラキラした目で見てくれてたしな」

「そっ、それは……仕方ないじゃないですか。手際が良かったんだから、そこを称賛するのは当然でしょう」

「だな。俺が相手だったとしても、良いものは良いと素直に受け取る。そこが君のいいところだ」

「からかわないでくださいっ。──ええとじゃあ、わたしがそばにいなければどうです？　それだったら張り切らなくても済むのでは？　もしくは料理を作ること自体が日常になってしまえば、気にならなくなるとか」

「それはどうかな」

　俺はちょっと考えてみた。

　それから首を横に振った。

「いや、やっぱり無理だな。想像がつかないよ、君がそばにいる生活が当たり前になるなんて。君が近くにいたら俺は張り切るだろうし、君のために料理を作ると思ったらやっぱり張り切ると思う。それはたぶん、この先もずっと変わらない」

「…………」

　トーコは黙った。

　顔が赤くなってきた。

　それからコホンコホンとせき払いして、

「ええと、とにかく。さらにまとめるとですね。あなたって人は料理は作れるけど、今のこの状況ではあまり役に立たない？」

「そうなるかな」

「詰んでませんか？　割と」

「さすがに毎日失敗、ってことはないはずだけどな。たぶん」

「二回に一回の失敗だったとしても、十分にやっかいですよ」

「だよなー」

　俺と妹は頭を抱えた。

　そして俺は提案する。

「目先を変えよう」

「と言いますと？」

「もう一回ヒアリングしたい。あらためて聞くんだが、君は本当にインスタントとレトルトと冷凍食品しか作れないのか？　手料理を試してみたこともない？」

「まさか。そんなことはありません」

「でも戦力になるレベルじゃないんだよな？」

「自分の名誉のために言いますけど」

　トーコは憤慨した様子で、

「別に作れないわけじゃないですからね？　お料理は習ったことがありますし、作ったことだって何度もあります。ただちょっとだけ見た目が悪かったり、味が悪かったり、食べられなかったりするだけですからね？」

「最後のはわりと致命傷な気がするんだが」

「とにかく作れないわけじゃないですから。そこは間違えないようにしてください」

「じゃあ作ってみよう」

「えっ」

「要するに料理は作れるけど下手くそだ、ってことだろう？」

「まあ……決して得意ではないのは確かですけど……」

「やって見せてくれ。何ができて何ができないのか、俺たちはお互いに知っておく必要がある。そうだな、チャーハンとオムレツでどうだ？　俺と同じ料理を作った方が比較はしやすいよな？」

「むぬぬ……」

　いかにも気乗りしない様子のトーコだったが。しばらくすると覚悟を決めた表情でキッチンを出ていった。

　ほどなくして自室から戻ってきた彼女は、一冊の料理本を脇に抱えていた。けっこう使い込んだ様子の、立派な本である。

　そしてエプロン姿になっていた。

　俺は心の中で「はうっ」と声をあげた。ちょっと派手目なピンク色のエプロンは、見た目だけはギャルになった近この衛えトーコらしいといえばらしいし、元お嬢さまとしてはちょっと攻めすぎかもしれないが、何にせよ幼な妻感が濃厚に滲にじみ出でていて、俺としてはとてもクリティカルヒットだった。

　いいなあ。

　とてもいい。

　仏頂面も逆にアリな感じ。

　何を着ても、どんな顔でいようと、彼女は魅力的に見えてしまうんだ──と言うと褒めすぎだろうか？

「では作ります」

「うん。よろしくお願いします」

　腕まくりをして料理に取りかかるトーコ。

　俺は黙って作業を見守る。

「…………」

　ぺらり、ぺらり。

　料理本のページをめくり始める。

　チャーハンのレシピがどこに書いてあるかを確認して、そのページにたどり着いて、そのページが正しいか否かさらに何度も確認して、食い入るように読み込んでいる。

　一分。

　二分。

　三分が経過。

　黙読にあらず、「油を大さじ２……お塩を少々……少々ってどのくらい？　……それからお醤しよ油うゆをひと回し……ひと回しってつまりどのくらい？」声に出して読んでいる。表情は真剣そのもの。指折り何かを数えたり、目をつむって天を仰いだり、メモ帳を持ち出して何事か書き込み、納得いかないのかくしゃくしゃに丸めて捨ててさらに書き込んだり。

　十五分が経たった。

　トーコは「うん、よしっ」とうなずいて中華鍋を火を掛けた。

　その間に食材や調味料を並べていく。ものすごく慎重に、劇薬でも取り扱うかのような丁寧さで、塩やら醤油やらうま味調味料やらネギやら。

　フライパンが煙を上げ始めた。

「あわっ、はわっ」

　追い立てられるようにトーコは調理を開始。

　卵を投入。

　おたまでかき混ぜる前にごはんを投入。

　勢い余ってネギも調味料も投入。さらに勢い余って卵とごはんとネギと調味料が鍋の外に飛び出してしまったが「ああっ、あああっ」テンパりながらも鍋振りを継続、その間にもいろんなものが元気よく鍋の外にはみ出しつつ、スピードが命の中華料理にしてはやけに長い調理時間を経てから、近この衛えトーコ作のチャーハンが完成した。

「…………」

「…………」

　皿に盛られた料理を眺めて、しばしの無言。

　トーコは気まずそうな顔である。

　俺は言葉を探した。

　探したが、かけるべき言葉が見つからない。

「あー……」

「…………」

「えーとだな。うーん。あー」

「何ですかもう！　言いたいことがあったらハッキリ言えばいいじゃないですか！」

「すまん。どうにかして褒めようとしたんだけど」

「その気遣いが腹立たしい！」

「まあ待て。料理ってやつは要するに味だ。味さえよければすべて解決する」

　俺はれんげを手にとって、完成品をぱくり。

　もぐもぐ。

　もぐもぐ。

　うーんこれは。

「うん。そもそもチャーハンになってないな、これ」

「フォローする気がないのにフォローするそぶりをするのやめてもらえます!?」

「すまん。でもまあ、ここで下手なこと言って場を取り繕うのは将来的にはためにならない、って判断した」

「その判断は的確だと思いますけど！　思いますけども！」

「でもまあ、うん。美お味いしく食べられるぞ？　チャーハンは焦げてるぐらいがちょうど良いしな。だいぶベトついてるし、卵があちこちで固まってるし、塩味もけっこう偏ってるけど、美味しいよ、うん」

「世間一般ではそれを不ま味ずいというんです！」

　肩を怒らせるトーコだった。

「いや本当にすまん。傷口に塩を塗り込むがごとき発言だったかもしれん。心から謝罪させてもらいたい」

「殊勝な態度が逆に腹立たしい……というか言い訳をさせてください」

「うん。聞かせてもらおう」

「今のは緊張してたんです。あなたが隣で見ていたから、動きがつい硬くなってしまいました。見られていなければ上う手まくいきます」

「そうなの」

「その顔は信じてませんね？」

「ちなみに聞きたいんだが。今日の出来映えは何点ぐらいだ？　マックス百点として」

「うーんそうですね……まあ一応は食べられるものが完成したので、成功だとは思います。八十点ぐらいでしょうか」

「そん

　なに」

　俺はゴルゴ13っぽくリアクションした。

　八十点かあ。そっかあ。

　まあ問題ない。価値観を相手に合わせるのも大事。

「というわけで、わたしにもチャンスをください」

「名めい誉よ挽ばん回かいの機会ってやつか。俺もさっきもらったしな」

「メニューはオムレツでいきます」

「いいのか？　あれって地味に難しいぞ？」

「あなただって、その難しい料理を選んだじゃないですか」

　トーコは頑かたくなだった。

　俺は見守ることにした。

「えーと、オムレツのページは──」

　料理本のページをめくる。

　食い入るようにレシピを眺める。

「難しくはないはず……材料はシンプル……え、でもこれ具体的にどうやって？　ほとんどフィーリングでやれということですか？　ええと動画で見た方が早い……？」

　スマホを取り出して動画検索。

　さらに追加で十五分。

　やがて決意の表情でフライパンに向き合い、オムレツ液を投入、頑固な職人みたいな顔で菜箸をあやつり、フライパンを揺らし、固唾を呑のんで見守ること十五分。

　調理が終了した。

　オムレツは焦げた。

「まあ十五分も焼いてたし。普通は焦げるよな」

「…………」

「オムレツは時間との勝負だ。引きどころをミスって、引くに引けなかったんだろうけど。思い切りが足りなかったか」

「…………」

「横からアドバイスしようかどうか迷ったけど、なんか怒られそうな空気だったから黙ってた。あ、ちなみにこのオムレツは俺が食べ──」

　妹は黙ってオムレツを皿に載せた。

　そして一気に自分の口へかきこんだ。

　まるで親の敵を食い殺すみたいに口をもぐもぐさせる姿は、ちょっと涙目である。

「チャンスをください」

　口もとを拭いながらトーコは言った。

「このままじゃ終われません。もう一度、あと一回だけお願いします」

「まあ待て妹よ。ここは現状の把握が先だ。そうだろう？」

　むきになるトーコを抑えて、

「失敗を繰り返してわかったことがある。まずひとつめ。俺は料理ができるけど、調子に乗ったり見み栄えを張ったりして失敗する傾向がある。その点はＯＫ？」

「ええ。確かにその通りですね」

「ふたつめ。君は料理に対して慎重になりすぎて、慎重になりすぎるあまり失敗する傾向がある。レシピを読み込んだり調理法をイメージするのは大事なことだが、君の場合はちょっと極端に寄りすぎだ」

「むぐう……さすがに反論できません……」

「料理には思い切りも必要だし、完璧を目指す必要なんてないんだけどな。まあそこも君のいいところなんだろう。俺的にはとても好感が持てる」

「いらないですそういうフォローは」

　トーコはジト目をした。

　それからため息をついて、

「ええ、わかってるんです、自分の弱点は。でもこれまで料理ってそこまでは必要じゃなかったし、直す機会もなかったし……要領が良くないことは自覚してますけど、やっぱり苦手意識はどうにもならないというか……」

　しゅん、となるトーコ。

　ふむ。

　俺は考える。

　現状を精査し、いま取り得る最善の選択肢は何か。

　うーんなるほど。ひらめいたぞ。

「重ねて状況の確認になるが。我が家の料理事情は、俺と君とでなんとかしなくちゃいけない」

「ええそうですね。元々そこから始まった話でした」

「逆に考えるとだな、俺と君とでなんとかすればいいわけだ。結果さえ出れば過程は問わなくていい。その認識は共有できるか？」

「ええ、まあ。そう……ですかね？　そんな気はしますけど」

「了解。だったら俺にアイデアがある」
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　逆転の発想、というやつだ。

　俺と妹はそれぞれに料理の腕を披露し、そしてお互いに失敗したわけだが。それはお互いの欠点が如実に出てしまったからである。

　技術は既に習得している俺。

　技術はないが、丁寧に作る才能に恵まれたトーコ。

　だったら答えは簡単。足し算すればいい。

「というわけでこれが結論だ」

「えっ？　えええ……？」

　トーコは戸惑っているようだ。

　場所は引き続き我が家のキッチン。

　顔ぶれも同じく俺とトーコ。

　異なるのはフォーメーションだ。トーコがキッチンの前衛に立ち、後衛に俺が立つ。

　ただ立ってるわけじゃない。密着している。

　トーコの背中側に、俺の胸と腹がゼロ距離まで接近している状態。なおかつ、俺は背後から両腕を回し、トーコの左右の手を握っている。

　いわゆる二人羽織というやつだ。

　これが俺の出したスマートな結論。

「こうすれば俺の技術を余すところなく伝えられる。俺はあくまでサポートに徹するから、実際に動くのは君だ」

「は、はあ」

「俺が直接料理するとミスるのであれば、君に間に入ってもらえばいい。君がひとりで料理すると失敗するなら、俺がタイミングを直接伝えればいい。これだったら俺も君もヘマをすることはない。弱点を補い合う、理想的なコラボってやつだな」

「ええ、まあ。そ、それはそうかもなんですが」

「ん？　何か間違ってるか？　合理的な結論だと思うんだが」

「合理的。ええ確かに合理的、な気がしなくもなくもないですが。いやでも、んん？　ええ？　あれれ？」

「どこか不合理なところでも？」

「冷静に考えると不合理しかないような気が……」

「とはいえこれが一番の近道なのは間違いない。タイムイズマネー、最短距離を進めるのであれば、多少のことには目をつむってもいいはずだ。さあ始めよう」

　我が家の料理事情は喫緊の課題である。

　俺はやる気に満ちていた。

　先ほど妹が見せた、しゅんとした顔が脳裏に焼き付いている。あんな顔を彼女にさせてはならない。得意分野で妹をサポートできなくて、どうして兄を名乗れるか。

「料理はチャーハンでいく。材料はもうそろってる。ポイントさえ押さえれば最低限の味にはなる料理だ。準備はいいか？」

「えっ、ええとあの」

「いくぞ。まずは火を付ける。火力は最大に」

「は、はいっ」

　俺の真剣な声に応えてくれているのだろう。

　トーコはぎこちないながらも、俺の二人羽織に動きを合わせてくれる。

「ラードの量はこのくらいだ。感覚は身体からだで覚える。できるか？」

「ど、どうにか」

「塩は最初からラードになじませてしまっていい。こんな感じで」

「は、はい。え、でもレシピとはちがいますけど……」

「家庭料理は時短がテーマでもある、省略できるところは思い切って省略していく。このへんは経験がモノを言うところだが、そのためにこうして俺が二人羽織をしている。さあ身体で覚えるんだ。ラードが軽く煙を上げ始めたら卵を投入して」

「こ、こうですか？」

「よしいいぞ。ここからは本当に時間との勝負だ。大丈夫、俺が君の後ろから手を握って、コツを身体に叩たたき込こむ。君は俺の動きに合わせてくれればいい」

「は、はい。あの、でも」

「ん？　どうした？」

「ええと、その……あの、けっこうくっついてるんですが……なんというか、わたしのお尻に、その、あなたのが……」

「ああ、お尻。おたまのお尻に卵がくっついてしまうのが気になるのか。問題ない、料理の過程で卵は自然とほぐれていく」

「いえあの、そういうことではなく……ひゃっ!?」

「どうした。集中が足りてないぞ？」

「いえですから、あなたが動くたびに、当たってます……あなたがものすごく、動く、からっ……！」

「ここからもっと動くことになる。ごはんを投入したら、思い切って鍋を振っていくぞ。──それっ」

　どさっ。

　白米が黄金色の卵の上にセットされ、いよいよ調理の本番。

　リズミカルにしっかり鍋を振り、ラードと卵とごはん、そして調味料をなじませていく。

「さあ鍋を振って。もっと。もっとだ」

「こ、こうですか……？」

「悪くないがもっとだ。もっと強く、そう、そんな感じで」

「はうんっ!?」

「どうした。手が止まってる」

「いえですから、当たってるんですって、いろんなところが！」

「親が死んでも鍋を振る手は止めない。それが中華料理の神髄だぞ。ゆっくり丁寧にな、あせらなくていい」

「だからそうじゃなくてぇ……」

　よしいいぞ。

　トーコの手の甲を通して伝わってくる感覚は、チャーハンが順調に仕上がっていることを物語っている。

「よし。いよいよフィニッシュだ。『中と外』どっちがいい？」

「は？　……へ？　え、ちょ、え、何の話をしてるんですかあなた!?」

「しょうゆの話だよ」

「へっ？」

「チャーハンの仕上げにしょうゆをかける。そうすることで仕上がりが香ばしくなる」

「え、あ、そうなんですね。び、びっくりしました……」

「再びここでクイズだ。中と外、どっちがいい？」
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「……おしょうゆの話ですよね？」

「他になにがある？　しょうゆを鍋の真ん中にかけるか、外から回しかけるかを聞いている。さあ中と外、どっちがいい？」

「ええと……外？」

「いやだめだ。中にする」

「え、どうして!?　こういう時は外から回しかけるのが定番じゃ!?」

「よく知っているな、と褒めてあげたいところだが。そのやり方だと香りが立ちすぎる。まあ俺の好みの問題なんだが、ここは断然、中だ。──ほらまた手が止まってる、もっとリズムを意識して。前後に運動するのをやめない」

「や、やります、やりますからっ……もう少しやさしく……」

「ちゃんと鍋を支えて。しょうゆの瓶を手にとって──よしっ最後の仕上げだ、中で出すぞっ！」
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　こうしてチャーハンが完成した。

　めでたいと言っていいだろう。松まつ原ばらタクローと近この衛えトーコ、史上初の合作である。

「うん。出来も悪くない。美お味いしいぞ」

「…………」

「しっとりぱらぱらの程よい仕上がり。最後に鍋をひっくり返すこともなく、大きなミスなくここまで来れた。完璧とは言わないが、十分に戦力として数えられる出来だ。よくがんばったな」

「…………」

「ん？　どうした？　顔が赤いぞ？」

「赤くもなりますよ……あ、あんなことまでされたら……」

「それに何か言いたそうな顔をしてる」

「むしろそっちこそわたしに何か言うことはないんですか？」

「もちろんあるぞ。おめでとうトーコ、しっかり料理ができたじゃないか。そして俺は俺のことも褒めてあげたい。慣れない二人羽織でよくここまでやった。ナイス俺。素晴らしいぞ俺」

「はあ……信じられない……いえ、もういいです……心の底から疲れました……」

「それにしても目覚ましい成果だな。二人一組になることによって、お互いの弱点を補い合うことができた。うん、今後も二人羽織は続けていこうか」

「嫌です！　もう二度と！　金輪際！」

　顔を真っ赤にして拒否するトーコだった。

　なぜだ。

　こんなに理想的な結果を出しているというのに。

　首をかしげる俺だったが、しばらく考えて納得する。

　確かにコストが高すぎるな。このやり方はあまりに効率が悪すぎる。結果こそ出すことはできたが、手間は通常の数倍。ふたりでひとつの仕事に取り組んでいることを考慮すると、採用し続けるのは疑問が残る手法と言わざるをえない。

　とはいえ、この経験はプラスに働くことだろう。

　どうやらあまり器用な方ではないらしいトーコを一人前にまで育てるのは、かなり時間が掛かりそうではあるが。

　それでも我が家における食事の将来は明るい。

　俺は俺の仕事に大いに満足しつつ、チャーハンをハイペースで腹に収めていくのだった。








interlude







　おかしくないですかおかしくないですか!?

　何だったんですかあれは！　本当に！

　いやおかしいですよね絶対!?　いったい何が起きたんですかわたしの身に！




　あんなにぴったりくっついて、激しく身体からだを動かして──

　いろんなところに、本当にいろいろと、口ではとても言えないヘンな感触が──

　それどころか耳元に荒い息までかかって、すぐそこに感じる体温がとても熱くて──

　というか二人羽織といえば聞こえはいいですけど、あれって抱きしめられるのと大差ないというか、不覚にも心臓が早鐘を打ってしまったというか、有り体に言えばドキドキしてしまったというか──




　ああもう！

　封印です封印！

　こんな記憶は封印！　二人羽織なんていう冷静に考えたら馬鹿みたいなやり方も封印！

　そしてやっぱり松まつ原ばらタクローは悪！

　いくらわたしが我を忘れていたとはいえ、うっかり流れに乗せられてしまったとはいえ、料理を教えると称してあんな破廉恥なことをするなんて！




　いえまあ、あの人は至って真面目だったみたいですが！

　わたしに料理を教え込むことに集中しすぎて、自分が何をやったのかまったく理解してない様子でしたが！

　とはいえ！　とはいえですよ!?

　ダメでしょうあれは！　完全に不ふ埒らち！　一線を越えています！　ああもう！　ああもう本当に！　なぜわたしはあんな風に流されて──ああもう削除です削除！　封印ではもの足りません、記憶を削除！　一切を無に！　願わくは松原タクローの記憶も！　もし可能ならあの男の存在そのものも！　アーメン！　南無三！　アビラウンケンソワカ！




　はあ、はあ……おっといけません、冷静にならなければ。

　近い未来に松原タクローの存在を無に帰すことが確定したとしても、わたしは現実的な問題に向き合わなければならないのです。

　というのも、こと料理については松原タクローに一日の長があるんですよね。

　肝心なところでドジを踏む性質を別にすれば、確かにあの人の腕前は一定以上のレベルに達していました。

　そしてわたしは、お世辞にも料理が得意とは言えません。

　つまり、新しい我が家の料理については、松原タクローに頼らざるを得ないということ。

　二人羽織という馬鹿みたいなやり方ではありますが、確かに完成したチャーハンはいい味を出していました。わたしひとりでは逆立ちしてもあんなチャーハンは作れなかったでしょう。

　認めざるを得ないんです。

　松原タクローの功績で、あのチャーハンが仕上がったという事実。




　えええ……でも、ということは、本当に二人羽織でやるしかないんでしょうか？　残念ながらわたし、あれだけ手取り足取りにレクチャーされても（文字どおり本当に手取り足取り！）まったくコツを掴つかめていないんです。というか冷静にコツを掴めるような状況ではなかったんですが……いえいえよく考えましょうわたし、どう考えても二人羽織はありえませんから。他にも方法はあるはずですから。




　──と。

　料理のことはいったんここまでにして。

　今回の件では他にも重要な気付きがありました。

　というのも松まつ原ばらタクロー……あの人って、空気を吐くように口説き文句を口にしてませんでしたか？

　わたしがそばにいる生活が当たり前になるのは想像がつかないとか。

　わたしがそばにいたら絶対に張り切ってしまうとか。

　それはこの先も変わらないとか。

　真顔だったし普通に口にしてましたけど。口説き文句ですよねあれって？　え、わたしの解釈まちがってます？　意識しすぎですか？　考えすぎですか？　顔を赤くしてしまったのって自意識過剰ですか？

　いえ、さすがにあれは口説きでしょう。

　つまりあの男はそういう人なんですね。

　何というのか、いわゆるナンパ男、ってやつですか？

　イタリア人の男性みたいに、あいさつ代わりに甘い言葉をささやく、みたいな感じなんでしょうか？




　思い当たる節もあります。

　生徒会のお二人……諸もろ星ぼしヒフミさんと、花はな見み沢ざわツバサさん。

　あの方たちって、松原タクローを慕っているからこそ、生徒会にいるんですよね？

　ということは、あのお二人はもしかして松原タクローの口説きの毒牙に掛かっている？

　いえまあ、諸星さんは兄の親友とのことですし、花見沢さんは兄の政敵で、それ以前に男性の方ですが……でもお二人とも、松原タクローに対して特別な感情を抱いているのは、間違いないと思うのです。




　いずれにせよ、松原タクローは要注意人物！　そのことが今日、さらにハッキリとわかりました！

　それと繰り返しますけど、今日の記憶は削除ですから！

　松原タクローがもしも今日のことをまた持ち出すようなことがあれば、実力行使も辞さないですから！　師匠と姉弟子から仕込まれた古武道で、パキッ！とやってやりますから！　その時は覚悟しておくように！





調理技術：６／１００
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四月十七日







　再び話題を変える。

　お次は学校での一幕だ。





　　　　　　　†






「マンガ読もーぜ！」




　その日の昼休み。

　生徒会室での昼食タイムにおいて、諸もろ星ぼしヒフミが唐突に提案した。

　親友殿の唐突は今に始まった話ではないが、我が妹はいささか面食らったようだ。

「えっ、な、何ですか何ですか？」

「だからあ、マンガだってマンガ！　マンガ読もうぜ、って話！」

「え？　誰が？」

「あんたが！」

　スプーンでトーコを指しながら、親友殿はニカッと白い歯を見せる。

　生徒会会計にして、俺にとっては最良の理解者。もう十年もの付き合いになる彼女は、今日も変わらずフリーダムだ。

「いろいろ考えたんだけどさー、やっぱマンガが手っ取り早いと思うんだよな」

「ええと、それはどういう意味で？」

「だからァ、あんたがタクローを理解するためにだって！　そーゆー話だったじゃん！」

「え、あ、はい。すいません」

　親友殿のあけっぴろげな押しの強さに思わず、といった様子で、トーコは首をすくめている。

「前振りが足りなさすぎですわよ、ヒフミさん」

　副会長の花はな見み沢ざわツバサが呆あきれ顔がおで指摘する。

「そんな切り出し方ではトーコさんも反応できないでしょう。根回しと段取りは政治の基本でしてよ？　……ごめんなさいねトーコさん、うちの会計が不調法で。お詫わびにアジフライでもいかが？　わたくしの手作りですわ」

「余計な口を挟むなよな副会長。今はオレのターンなんだからさ」

　くちびるを尖とがらせる親友殿。

　がしかしすぐに破顔して、

「つーわけでマンガだ。妹ちゃん、あんたどんなマンガが好き？」

「あ、いえ、わたしあまりマンガは読んだことがなくて……ええとその、つかぬことを伺うんですが」

「おうよ。何でも聞いてくれ」

「マンガを読むことが、どうしてうちの兄を理解することになるんでしょうか？」

「タクローがマンガ好きだから」

　親友殿の回答は明快である。

　ハーゲンダッツの二リットルサイズ（ストロベリー味）を抱えながら、例によってお行儀悪くスプーンでトーコを指しつつ、

「マンガの趣味ってやつはさ、そいつにとっての履歴書みたいなモンなんだよ。一発で見えてくるんだ。人生で一番影響を受けたマンガのＴＯＰ３が分かれば、そいつがどんな人生を歩んできて、どんな考えを持ってるか」

「そう……なんですか？」

「まあマンガに限った話じゃねーけどさ。小説でも映画でもそれ以外でも何でもいーけど。でもやっぱマンガが一番わかりやすいとオレは思うね。つーかそもそも『わかりやすいこと』がマンガのキモなんだし」

「わかりやすい……のは、はい、確かにそうですね。セリフと絵が一緒になってるから、直感的に理解できる気がします。読むのに必要な時間も少なくて済むような」

「だろ!?　わかってんじゃんアンタ。アイス食うか？」

「あ、いえ結構です」

「もちろんオレもマンガ大好き！　つーか基本、タクローが読んでるマンガはオレがオススメしてるやつだ」

「そうなんですね」とトーコ。

「ちなみにわたくしも読みます」と副会長。

「と、ゆーわけで」

　スプーンをしゃぶりながら親友殿。

「マンガ読もうぜマンガ。つかアレだ、オレとタクローと副会長が、それぞれ推しマンガを妹ちゃんに薦めてみる、ってのはどーだ？　オレらの自己紹介にもなるし、レクリエーションにもおあつらえ向きだろ？」

「なるほど。やってみるか」

「楽しそうですわね。よろしくってよ」

「よ、よろしくお願いします」

　そういうことになった。

　まずは俺、松まつ原ばらタクローからだ。

　お弁当のハンバーグ（今日は安全を期して冷凍食品）を口に運びながら、俺は「ふむ」と考える。

　いや。逆にここはあえて考えないことにしようか。

　親友殿のコンセプトに沿おうとするならば、むしろ思いつきで選んでしまった方が良さそうだ。心理テストで深層意識をあぶり出すのに近いイメージだろうか。

「俺がオススメするマンガは──」

　頭に浮かんだ最初の作品を、俺は挙げた。

「ずばり『ヨコハマ買かい出だし紀き行こう』だ」

「よこはまかいだ……え、なんですって？」

「ぎゃはは！　タクローおめー、それはちょっと攻めっ気強すぎじゃね!?」

「無意識の初心者殺し……政治的な観点からすれば、伸のるか反そるかの大ばくちですわね」

「まあメジャーと呼ぶのは難しい作品ではある」

　批判を俺は認めながら、

「とはいえＯＶＡにもなっているし、本編の最終巻が出版されたのは２００６年のことだ。古典と呼ぶほど古くはないし、オススメするのに現実的な範囲だと判断した。……というわけで妹よ、俺のプレゼンを聞いてほしい」




　物語の舞台は近未来の日本。

　穏やかに衰退していく世界観の中で、『ヨコハマ買かい出だし紀き行こう』のストーリーはつづられていく。

　基本的に、このマンガにおいては大きな事件は起こらない……いや、正確に言えばものすごく大きなイベントがいくつも起きるのだが、それはあくまでも物語世界観において、あるいはその事件に接する当人たちにとって、『日常』『平凡』なものとして描かれることがほとんどだ。

　世界の滅びという、どちらかといえば『動』に分類されそうな舞台を背景にしつつも、つづられる物語はあくまでも『静』に属する淡々とした日常であるという、このギャップ感が、なんともいえずイイのである。

　もちろんこの手の物語はいくつも類型があり、必ずしも目新しいものではないかもしれず、一歩間違えば退屈で狭苦しい印象になりかねないのだが。そこはご安心、作者の個性的な視座というか、独特な語り口のおかげで、ひたすら飽きずに読める。

　例えば登場人物がひとりだけな上に台詞せりふがゼロという、トガった構成のエピソードなんかもあったりするのだが──これが読めてしまうのだ。退屈せずに。むしろ読後感よく。

　ひとえに作者の力量がなせる業だろう。

　壮大な起承転結やどんでん返し、あるいは恋愛ものやアクションものにしか興味がない、という人にはお薦めできないが……

　たとえば風の穏やかな湖に小舟を浮かべ、時間が経たつのを忘れて空を眺める──そんな体験にびびっとくる人であれば、手にとってみて損はないマンガだ。

　ぜひ、『ヨコハマ買い出し紀行』の世界観にどっぷり浸つかってみてもらいたい。

　あとまあ、小難しいこと考えなくても、このマンガはキャラがとにかく魅力的だから。

　登場人物たちのクスリと笑える絶妙な掛け合いとか、芸の細かい芝居とかを眺めているだけでも、ページを繰る手が止まらなくなること請け合いである。




「……以上。松まつ原ばらタクローこと俺のプレゼンでした」

　ぱちぱちぱちぱち。

　親友殿と副会長が拍手してくれる。

　拍手しているそんなふたりの姿をきょろきょろ首を回して確認してから、トーコもあわてて拍手してくれる。

「どうだった妹よ。俺のプレゼンは」

「あっ、はい、ええと」

　トーコは目をぱちくりさせて戸惑っているようだったが。

　しばし考え、言葉を選んでから、こう言った。

「ええとですね。『もしかしてこの人って、普通に暮らして普通に振る舞っていれば、意外とまともな人なのかもしれない』って思いました」

「なるほど」

　俺はうなずいた。

　これは褒められてるんだろうか？

　まあそういうことにしておこう。その方が気持ちいいから。

「タクローはフツーにスペックたけーぞー？」

　親友殿がフォローしてくれる。

「物もの怖おじもしないし決断のスピードが速はえーからさ。こういうプレゼンは下手じゃねーんだよ。しゃべりも淀よどみがねーから、つい聞いちまうしな」

「まあこのくらいはできて当然ですわね」

　弁当の筑ちく前ぜん煮にを口に運びながら、副会長も追認する。

「でなければ、生徒会長の座を争ったわたくしの立場がありませんもの。アドリブのスピーチだからといってモタつくようなら、彼を会長の座から引きずり下ろすリコール運動を始めるところでしたわ」

「そ、そうなんですね……」

「ま、やらかしも同じくらい多いけどな！」

「とはいえミスを別の何かでフォローできるなら、政治家としては何も問題ありませんものね。……それでいかがでしたトーコさん？　『ヨコハマ買かい出だし紀き行こう』には興味が持てまして？」

「ええと……」

　トーコはふたたび言葉を選びながら、

「なんとなくイメージはつきます。具体的なエピソードの話はほとんどなかったので、あくまでも印象だけの話になりますけど……でもきっと、雰囲気そのものを物語として味わうような、そんな素敵なお話なんだろうな、と思いました。でも兄がそういう系統のお話を真っ先に薦めてくるのは、とても意外にも思いました」

「真面目か！」

　親友殿が笑った。

「アンタ、ほんとに見た目と中身が別モンだなあ。夏休みの宿題で佳作とかもらうタイプの読書感想文みてーだ！」

「あら。わたくしとっても良い感想だと思いましてよ？」

　副会長はニコニコ顔で、

「意外だったということは、新しい側面を知ることができたということ。生徒会長への理解が進んだのであれば、悪いイベントではありませんわね」

「そりゃオレの提案だから！　役に立つのはトーゼンだな！」

「ま、子供みたいに胸を張っているヒフミさんはおいといて。トーコさん、頭を撫なでてもよろしくて？」

「えっ……？　今の流れでなぜそんな話に……？」

「だってトーコさん可愛かわいらしいんですもの！　いかにも遊んでそうなギャルの見た目で、いっしょうけんめいに感想を述べる姿！　わたくしとってもキュンとしましたわ！　というわけで、そーれ、なでなでなで～」

「はわっ。はわわわ」

「おいずりぃぞツバサ！　オレもやるー！」

　トーコはわっしゃわっしゃにされた。

　俺は平和な気持ちになった。

　この世界の片隅に、こんな穏やかな空気が流れる場所がある。これにはきっとすずさんもニッコリだろう。

「さて。じゃあ次は誰がいこうか」

「オレは最後でいーぜ。言い出しっぺはトリを務めねーとな」

「では必然的にわたくしの出番ですわね。よろしくってよ」

　花はな見み沢ざわツバサ。

　お嬢様な見た目としゃべり方に反して一般庶民、厳密に言えば性別は男、なおかつ政治が大好きな野心家という、設定飽和ここに極きわまれりな生徒会副会長。

　彼女（と一応呼んでいる）がオススメするマンガとは、果たしていかに？

「わたくしの推薦図書はズバリ、『ここはグリーン・ウッド』ですわ！」




　ああもうとにかく聞いてくださいまし。

　今こうしてここで、この作品を誰かに紹介できること──それも近この衛えトーコさんという、うっかりおヨダレが垂れるほど可愛かわいらしい方に紹介できること。わたくし、これは一種の天命だと思っておりましてよ。

　まず最初に宣言しますわ。

　この作品の魅力を言葉で伝えるのは、とってもとっても難しい、ということを。

　ある意味では生徒会長が紹介した『ヨコハマ買かい出だし紀き行こう』に似ていますの。というのも、『ここはグリーン・ウッド』という作品は、作者の語り口と、作中に流れる空気感を楽しむもの。言葉にした途端に陳腐になってしまう、そういう側面を確実に含んだマンガなのですわ……。

　というわけでわたくし、ある意味ではこの作品の紹介を、端はなっから放棄しております。

　理性と理論に基づくことをモットーに生きているわたくしですが、この作品に関しましてはパッションでゴリ押しさせていただきますことよ。よろしくて？

　それでもあえて、この作品を言語化しようとするなら──

　これはもう『ごった煮』の一言に尽きますわ！

　とある名門男子校の学生寮を舞台にした、笑いあり、友情あり、恋愛あり、ＢＬあり、ＳＦあり、アクションあり、ミステリありの──いわば20世紀前半の上海シヤンハイとか香ホン港コンみたいな、濃厚で猥わい雑ざつで、それでいて洗練もされているエピソードの数々から、この作品は成り立っておりますの。

　それぞれのエピソードはね、とってもよくできております。道具立てもばっちり。完結まで全十一巻、おおむね主人公の高校入学から卒業までの作中時間を物語として追っていく構成も、コンパクトにまとまっていてオススメできる理由のひとつですわね。

　でね！　でね！

　エピソードの数々から語られる、主人公を始めとするキャラクターたちの寮生活の、その楽しそうなこと！

　ここですここ！

　ここを読んで頂きたいんですわ！　ええそれはもう是が非でも！

　高校生の立場でありながら、お煙草たばこをお吸いになったり、お酒をお飲みになったりと、現代的な価値観では割とアウトなシーンも多々見受けられますけれども……

　ついでに宇宙人が出てきたり幽霊が出てきたりと、リアルとフィクションの境目も割ともうしっちゃかめっちゃかなのですが……

　そのでたらめっぷりをこそ、楽しんで頂ければ幸いなのですわ！

　蛇足ながら類例の作品も挙げておきましょう。

　異論反論も承知であえて挙げるなら、『うる星やつら』あたりを想像してもらえれば、ある程度はイメージがつくかもしれませんわね。

　ああでも違う……やっぱり違いますのよ。『ここはグリーン・ウッド』はやっぱりもっと別物ですわ……あの作品でしか味わえない〝間〟の取り方とか会話のテンポとかは、わたくし唯一無二と考えておりまして……とはいえ似ているところもたくさんあって……

　ああもどかしい！

『とにかく読んでくださいまし！』としか伝えることのできないわたくしの未熟を、どうぞお笑いになって！

　あ、もちろん『うる星やつら』も古典的な傑作ですからオススメしますわよ！　それって今この場での話とは関係ない？　ええまったくその通りですわ！　でも脇道に逸それるのもまたトークの醍だい醐ご味み！　ですわよねっ!?




「以上！　わたくしのプレゼンでしてよ！」

　スカートの裾をつまんで、優雅に一礼する副会長。

　俺と親友殿は惜しみない拍手を送った。
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　トーコも、今度は間を置かず拍手についてきた。

「とてもいい紹介だったな副会長。白熱の節回しだった」

「ま、オレも好きだしなー『ここはグリーン・ウッド』。薦めたくなるのもわかるわ」

　俺と親友殿が、口々に批評をのべる。

「副会長は政治好きだけあって演説がうまい。もちろん『ここはグリーン・ウッド』は履修済みの俺だが、副会長の話を聞いてまた読み直したくなった。あの作品の青春模様はとてもいい。あれを読むと、高校は全寮制の学校を選ぶべきだったかもしれない、と思えてくるから不思議だよ」

「そーいやあの作品にも出てくるよな、見た目美少女だけど性別は男なキャラ。主人公と相部屋になるキャラでさ、最初はそいつとの恋愛話なのかなー、って思いながら読んでたもんな」

「ちなみに俺は寮長のキャラが好きだ」

「生徒会長のキャラもぶっ飛んでんだよなー。ま、オレ的にはタクローの方がおもしれーキャラだと思ってるけどな！」

「盛り上がって頂けたようで何よりですわ」

　作品語りを始める俺と親友殿の姿に、副会長は満足げだ。

「それで？」

　トーコに話を向ける。

「どうだった我が妹？　副会長のプレゼンは」

「あ、はい。ええと──」

　トーコはしばし考えてからこう述べた。

「とても興味深い紹介だったと思います。全寮制の男子校、という設定は、わたしにとってはまったく関わりのなさそうな設定です。でもわたしは女子校の出身でもあるので、自分の経験と重ねながら聞くと何かしら得るものがあるのでは、と思っていました。そしてその想像は当たっていました。そういえば今にして思うと、わたしとはあまり接点のない人たちのことではありますが、ちょっと不真面目で、だけど目いっぱいに青春を謳おう歌かしている、そんな姿を示してくれる同窓生たちも、少ないながらいたように思います。

『ここはグリーン・ウッド』という作品を読めば、もしかするとあの人たちの気持ちが少しは分かるのかもしれない……花はな見み沢ざわツバサさんの発表を聞いて、わたしはそんな風に感じました」

　俺と親友殿と副会長は、こうレスポンスした。

「真面目だ」

「真面目かよ」

「真面目ですわね」

「な、なんですか！　せっかく紹介してもらってるんですから、真面目になるのは当たり前じゃないですか！」

「ええまったくその通りですわ！　こちらの真剣なプレゼンを、真面目な態度で返してくれる率直な態度！　とっても素敵！」

「ギャルの見た目してるからには、もっとそれっぽい中身でいーと思うんだけどなー。『へー』とか『ふーん』みたいな感じでスマホいじってるとかさ。でもま、それが妹ちゃんのいいところか！」

「そういうことですわね！　というわけで、素敵に可愛かわいらしいトーコさんにはこうして差し上げます！　そーれ、なでなでなで～」

「じゃ、オレもなでなでなで～」

「はわ、ちょ、ですから何でそういう流れになるんですか!?」

　またしても愛玩犬あつかいされているトーコだった。

　とってもHeavenな光景。俺は三人が戯れる姿を堪能した。

　ひとしきりわちゃわちゃしたところで、親友殿が「さーてと」と仕切り直す。

「そんじゃま、オレの出番か。腕が鳴るぜー」

「ヒフミのマンガ読書量は図抜けてるからな」

　俺は頷うなずいて、

「そもそも俺の読んでるマンガは親友殿に薦めてもらったものばかりだ。正直どれもこれも当たりばかりで、俺レベルでも傑作だと断言できるモノしか薦めてもらった記憶がない。きっとこの場面でもいい感じにトリを飾ってくれることだろう……期待してくれていいと思うぞ、我が妹」

「おいおいハードル上げるなよタクロー。オレは別に専門家でもねーし、自分の好き勝手な解釈でしかマンガは評価できねーよ。副会長と同じでパッションだパッション。どのみちこういうのって、理屈じゃなくて感情に訴えかけるべきモンだからな」

「確かに。政治の極意にも通じますわね」

　副会長が肯定する。

　トーコはいつの間にか居住まいを正している。親友殿が浮かべる獰どう猛もうな笑みに、知らず知らずのうちに背筋が伸びていたのだろう。

　トーコにマンガを紹介しようと言い出したのは諸もろ星ぼしヒフミである。

　そして俺の知る親友殿は、こういう流れを韜とう晦かいで適当にしのぐタイプの人間ではない。

　きっと魂を震わすようなスピーチが飛び出してくるんだろう……なんていうとハードルを上げすぎ、ということになるんだろうか？

　まあいい。

　親友殿に限っては、伸のるか反そるかどちらに転んでも楽しいことになるだろう。なぜなら彼女は、そもそも自分にとって楽しいことしかしゃべらないタイプだから。

「つーわけで紹介な。オレが薦めるマンガはずばり『風かぜの谷たにのナウシカ』だ！」




　さすがにこのタイトルを知らねー、ってことはねーよな？

　スタジオジブリに宮みや崎ざき駿はやお。この国じゃお年寄りから子供まで誰でも知ってる名前だ。

　そん中でも最初期の作品だし、金曜ロードショーで十九回も放映されてるし、知らなきゃ非国民だよ非国民。

　……ん？　さすがに聞いたことはあるって？

　よしよし妹ちゃん、アンタ正常だぜ。万が一にも聞いたことすらねえ、って答えだったら、今すぐ学校フケてそこらの自じ遊ゆう空くう間かんにでも引きずってくところだった。なんせアレをまったく知らねーヤツには日本国民を名乗る資格ねーからな……あ、いちおう言っとくけどオレの私見だからな？　真に受けるなよ？

　さてマンガの話だ。

　有名ではあるんだけど、地味に知られてねーんだよなー。『ナウシカ』の映画ってさ、もともとはアニメージュって雑誌に連載されてたマンガが下敷きになってんだよ。

　もちろん映画も最高だぜ？

　アレはいい。ものすごーくいい。

　正直オレ、金曜ロードショーで再放送されてるヤツは毎回欠かさず視みてるもんな。

　……え？　そんなに何回も観みてて飽きないのかって？

　ばっかオメー、そんなんアレだよ、お米とかパンとか毎日食ってて飽きねーのか、って訊きいてるようなモンだよ。飽きるとかそういう問題じゃねーだろ？　栄養なんだよ栄養。食ってなきゃ死ぬんだよ。飽きるもクソもないっつーの。

　なんせオレってさ、オープニング曲のイントロが流れてくるだけでモニターの前で正座しちゃうもんな。久ひさ石いし譲じようのお得意のアレよ。てててててん、てててててん、ってヤツ。恐ろしくも美しい腐ふ海かいをバックに、翼もつヒロインが白い小鳥みたいに舞っているあのシーンがさ、嫌でも頭ん中に思い浮かぶんだよ。引き込まれちゃうもんね、そっからもう、宮崎駿の世界ってやつにさ。

　んで、もっかい確認だ。

『ナウシカ』の映画はいい。ものすごーくいい。

　んでもな、映画の方はあくまでもダイジェスト版というか、壮大な物語のほんの入り口の部分だけ再編集して一時間五十六分の映像に収めたものというか。

　とにかくまあ、エッセンスなんだよあくまでも。

　映画は本番じゃねーんだ。イントロなんだ言ってみりゃ。

　映画を観みたからには、マンガの方も読まなくちゃならねー。

　映画版は観たけどマンガ版は読んでないってのは、喩たとえるならそーだな……焼き肉屋に行ってサーロインだけ食って満足して、ヒレとかタンとかハラミとかは注文しねーよーなもんだ。ちなみにオレは牛すじが好き。あとテールスープもいいよな。

　で、とにかくマンガだ。マンガ版も読まなきゃならねーんだ。

　ナウシカとかクシャナとか、クロトワとかユパとか──それに映画じゃ出てこなかった、土鬼ドルクの皇帝とか、トルメキアの王とか、そのへんの登場人物がぐっちゃぐちゃに錯さく綜そうしながら、滅びゆく世界で生き残りを賭けて戦うんだ。

　あ、忘れちゃいけねーのが、王おう蟲むを始めとした蟲たちの動きな。映画版でもやべーことになってたけど、マンガ版はもっとやべーことになってるから。

　あと巨きよ神しん兵へい。こっちも映画版とはちがった形でやべーことになってる。いやー、まさか巨神兵があんな風にキャラ立てされてくなんてなー……。

　で、そんなこんなで世界の秘密が明かされていってさ。映画版に輪を掛けて絶望的な感じで物語が進んでいって。

　絶望の中にひとすじの希望を見み出いだそうとするナウシカを中心にしてさ、色んなキャラたちが動いていくわけ。

　で、このナウシカよ。クセ者なのは。

　こいつ一応ヒロインだぜ？　しかもお姫さまだぜ？

　いやもー褒め言葉なんだけどさ、頭いかれてんのよコイツ。

　バトルするお姫さまキャラなんて、マンガの世界じゃいくらでも居そうなモンなんだけどさ。コイツだけは他とちがうね。スケールのでかさもそうだし、高潔で、理想が高くて、でも現実もしっかり見据えてて、それゆえに傷ついて涙して、いろんなやつを巻き込んで死なせて──それでも突っ走る。周りの状況が許さねーんだ。立ち止まったり引き返したりすることをナウシカに許容しない。

　ナウシカだって、時代の激流に翻弄される木っ端にすぎねーからな。でもそれを自覚した上でなおも足あ掻がく。最善を見出そうと歯を食いしばる。

　オレは読みながら震えたね。断言しちまうけど、こんなヒロインは空前絶後だ。

　そんなナウシカに反発するヤツもいれば、一いち蓮れん托たく生しようでついていくヤツもいる。ミイラ取りがミイラになっちまうヤツもいたな──クシャナのことだけどさ。

　ちなみにナウシカのキャラは必見だけど、オレの一番の推しはクシャナなんだよ。

　クシャナの過去が明かされるシーンと、クシャナを罠わなに嵌はめた兄たちに復ふく讐しゆうを果たす流れは必見な？　それと、ナウシカとクシャナが轡くつわを並べて戦うシーンもマスト。宿敵同士が手を取って戦うってパターン、やっぱ王道だよな。

　とまあ、そんな感じで。

　物語は一瞬の緩みもなく進んでいって、最終的にひとつの結末に至る。

　そいつはナウシカが足あ掻がき抜いた末に掴つかみ取った、頼りない一本の藁わらっきれだ。

　ハッピーエンドと受け取るかどうかは読者次第。

　まあとにかく読んでみてくれよ！

　でもって、読み終わったらオレと語り合おーぜ？　この物語についてのオレなりの解釈ってやつもあるからさ、アイスでも食いながらそいつを語り合えたら、オレはすっげー楽しいと思うんだよな！




「以上！　オレのプレゼン終わり！」

　いえいっ、と。

　親友殿はＶサインをした。

　野球の試合で満塁ホームランを打った時みたいな、そんな顔。

　ぱちぱちぱちぱちぱち──

　俺は惜しみない拍手を送った。

　副会長も同じく。

　トーコも無論。なんなら妹は、誰よりも目を輝かせて手を叩たたいていた。

「どーだったどーだった？　オレのプレゼンは!?」

「見事だった」

　俺は大きくうなずいた。

「じつに親友殿らしい、自じ由ゆう闊かつ達たつなスピーチだった。好きなモノを全力で伝えつつ、興味を引けるエッセンスをあちこちに振りまくのも忘れず、それでいてネタバレは最小限にして──何より、しゃべってて楽しそうだった」

「ヒフミさんにとって、この手のトークは天性のモノですわよね」

　副会長も同意する。

「言葉の抑揚、表情と身振り手振りのコンビネーション。子供っぽいしゃべりの裏に見え隠れする、洞察と知性。まるで諸もろ星ぼしヒフミという人間をサプリメントにしたような、そんな演説でしたわ」

「へへー！　もっと褒めてくれていいぜ!?」

　鼻の下を指でこすりながら、親友殿は得意顔だ。

「まあやる気がある時はいつもこんな感じだ、親友殿は」

「ですわね。やる気がない時との落差がひどすぎますわよね」

「やる気がないことは、本気で何もやらないからな」

「やる気がなかったら、そもそもこの場にいないでしょうしね」

「オイオイもっと褒めろよー。そーゆーターンだろ今はー？」

「そ、そんなにあるんですか？　落差が」

「あるよ」

　目をぱちくりさせるトーコに、俺は指摘する。

「見ての通りの気分屋だからな、親友殿は。落差なんてもんじゃなくて、ほとんど別人みたいになるよ、やる気がない時は」

「むしろ敵意すら向けてきます」

　副会長が追認する。

「やる気がない時のヒフミさんを刺激するのは、不機嫌なライオンの尻尾を踏むようなものでしてよ。噛かみ殺されますわその場で」

「オイオイやめろよツバサ、褒めても何も出ねーぞー？」

　親友殿は照れた。

「たぶん褒めてないですよね……」

　トーコがぼそりと呟つぶやいたが、親友殿は聞き流したようだ。

「で？　で？　どーだった妹ちゃん、オレのプレゼンは？」

「あ、はいっ」

　水を向けられて、トーコはこう言った。

「とっても良かったと思います！」

「おう。だよな」

「はい！　とってもとっても良かったです！」

「おうよ。オレも我ながらよくしゃべれたと思うわ」

「ですね！」

「…………」

「……？　何か？」

「えーと。そんだけ？」

　キョトン顔で聞き返す親友殿に、トーコは「それだけですが？」と返す。

「いやいや。え、もっと他にない？　あるじゃん他にもさあ。オレけっこう長めに話したじゃん？」

「はい。たくさん話していただきました」

「だったらあるっしょー、他にも感想がさー。どのキャラに興味を持ったとか、どんな展開が気になったとか──ほら、さっきまでの読書感想文みたいなのでいいから」

「ええと、諸もろ星ぼしさんのスピーチを聞かせてもらって、思ったことはたくさんあるんですけど。でも諸星さんがとっても楽しそうで、ものすごくお話上手だったから、気持ちが『わーっ！』てなってしまって。話の内容よりも、諸星さんの話し方にばかり注目してしまいました。なので、どんな話の内容だったのかは忘れてしまいました」

「そーきたかー」

　おでこをぴしゃりと叩たたく親友殿。

「いやいやでもそーじゃねーし！　オレが欲しいのそういうリアクションじゃねーし！　おらカモン妹ちゃん！　もっとくれよもっと！　絶賛して！　褒ほめ称たたえて！　あげあげして！」
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　リング上で対戦相手を挑発するプロレスラーみたいに「オラ来いよ！」とやる親友殿だが、トーコはきらきらした目で「とっても良かったと思います！」の一点張り。

　どうやら素で言ってるらしいところが、なんともかんとも。

「天然だ」

「天然ですわね」

「天然だったんだな妹ちゃん。さすがのオレもこういうタイプはお手上げだわ」

「し、失礼な!?　わたしは状況に応じてベストだと思われるコメントを返しているだけなのに！」

「むしろ天然じゃないと思ってるあたりが天然なんだっつの」

「そんなことないですってば！　わたしはこう見えても──」

「まあまあ、とりあえずそのへんで」

　親友殿の鋭いツッコミにトーコが反論しようとしたところで、軌道修正を試みる。

「本題に戻ろう。ひと通りのプレゼンが終わったわけだが、我が妹はどの作品にいちばんの興味を持ったんだ？」

「ええと、それは──」

「そもそもさー、これってタクローを理解するために、ってコンセプトで始まった話だったよな？」

「では生徒会長のオススメした『ヨコハマ買かい出だし紀き行こう』を読むのが筋ではなくて？」

「いや、副会長が推薦した『ここはグリーン・ウッド』も良いぞ？　少女漫画なんだし、妹にとっては取っつきやすいかもしれん」

「『風かぜの谷たにのナウシカ』も捨てがたいですわよね。あれはまさしく政治に振り回される人々の物語ですもの。人の上に立つとはどういうことか、という問いかけに正面から取り組んでいる点は、推薦図書として堂々たるものですことよ」

「んで？　そのへんどーなのよ妹ちゃん？」

　親友殿が話を向けると、トーコは真剣な様子で、

「結論から言いますと、紹介してもらったマンガはどれもこれも素敵なお話に思えました。わたしはあまりマンガを読みつけないので、読むのには時間が掛かると思いますし、勉強もしなくてはならないのであまり時間を取れないかもしれないんですが、それでもなるべく時間を取って、みなさんに紹介してもらったマンガをできるだけ読んでみるように心がけたいと思います」

「つまりナンバーワンは選ばないと」

「玉虫色の回答は政治の基本ではありますが。ちょっと主体性に欠けますわよねえ」

「最終的には主人公にオトされるタイプだよなー、こういうのって」

「失礼な！　わたしは自分が思っていることを素直に口にしただけです！」

　憤慨しつつ、トーコは提案する。

「だったらこうしましょう。三人で相談して決めてください」

「ほほう？」

「わたしが読むべきマンガを、みなさんで決めてくれたらいいじゃないですか。聞いてる雰囲気では、みなさんそれぞれマンガにはこだわりがあるようでしたし。その方が効率的なのでは？」

　ふむ。

　一理ある提案だ。各自の推しマンガを紹介したことで、出会って間もない面々の個性を知ってもらう、という目的もすでに達成している。

「となると──」

「そうですわねえ──」

「そーゆー流れなら──」

　俺、親友殿、副会長の三人で視線を交わす。

「さあ議論してください。わたしはどのマンガから読んだらいいんでしょうか？」

　トーコが促してきた。

　俺たち三人は口をそろえて回答した。

「『HUNTER×HUNTER』かな」

「『HUNTER×HUNTER』だろ」

「『HUNTER×HUNTER』ですわよねえ」

「ちょっ!?」

　トーコは目を剥むいた。

「これまで影も形もなかったタイトルなんですけど!?　プレゼンの意味は!?」

「それは仕方ない」

　俺は選考理由を説明する。

「さっきまでとはコンセプトがちがう。俺たちそれぞれの推薦じゃなくて、俺たち三人の総意で決めるなら。まあ落ち着くところに落ち着くよな」

　うんうん、と頷うなずく親友殿と副会長。

「認知度の高さも『風かぜの谷たにのナウシカ』に引けを取らねーしなー」

「ごった煮でびっくり箱みたいなお話、という意味においては『ここはグリーン・ウッド』にも通じますわね」

「メインプロットの完成度の高さからしても、一応まだ続いているというステータスを鑑みても、真っ先にオススメするに値する作品なんだよ『HUNTER×HUNTER』は。週刊連載だけに何もかもがパーフェクトだとはお世辞にも言えないが、それを補って余りある読書体験を得られると保証しよう」

「はあ……そうですか……」

　トーコはげっそり疲れた様子だ。

「ううう……何だか今日も、振り回されるだけ振り回されただけのような……」

「まあそう言うな妹よ。このプレゼンで得られるモノも決して少なくなかったはずだ。それに今日の会を、君は楽しんでくれたように見えたが？」

「最後の最後でハシゴを外されたこっちの身にもなってください」

「そこは謝る。で、どうする『HUNTER×HUNTER』は？　俺が持ってるぞ。書籍版で全巻」

「はあ……わかりました。では今日家に帰ったら、最初の方だけ読んでみますから」

　ちょっと表面の乾きかけた白米を口に運びながら、気のない声を出す。

「言っておきますけどわたし、マンガのことなんて何もわからないですからね？　肌に合わなくて突き返したとしても、クレームは受け付けませんから」

「もちろん。君には自分の好きなマンガを読む権利がある。つまらなかったらいつだって読むのを止やめていい」

「一冊も読めないかもしれませんよ？」

「時にはそういうこともあるだろう」

「もしかすると一話目で諦めてしまうかも？」

「そんなコンテンツは山ほどある。気にするな」

「場合によっては最初の一ページ目で──」

「問題ない。そもそも君は感想を述べる必要さえない。嫌なら止める、こっちも文句は言わない。それだけのことさ。どんな反応をされたって、推薦者たる俺たち生徒会三人と、被推薦者である君との関係は変わらない。……これでもまだ不満があるか？」

「ずいぶんと自信があるんですね」

　ジト目で俺を見るトーコ。

「まあいいです、そこまで言うなら読んでみますとも。いつでも止めて良いならこちらに損はありませんし、見聞を広めること自体は悪いことじゃありませんしね。予習と復習の時間は削られてしまいますが、読書感想文の課題図書を読むのだと思えばさして苦にはなりませんから。ま、あまり期待はしていませんけど」





　　　　　　　†






　そして翌日。

　昼休みの生徒会室で、トーコはテーブルに突っ伏していた。

「おっ？　何だ何だ？」

「あらあら。どうしたのかしらトーコさん」

　遅れて生徒会室に姿を現した親友殿と副会長は、昼食を広げながらニヨニヨしている。

「見ての通りだ」

　俺は弁当の卵焼きを食べながら言った。

「中毒症状だよ」

「あーはいはい。HUNTER患者に典型的なヤツな……どれどれ」

　トーコに近づいて、親友殿は耳をそばだてる。

　トーコは突っ伏したまま、ぶつぶつと何事かを呟つぶやいている。

「何て言ってる？」

「『うう……ポンズ……ポックル……カイト……』だってさ」
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「なるほど。おおむねどんなシーンでうなされているのか、想像が付きますわね」

　副会長がトーコの背中を揺する。

「トーコさん、トーコさん、しっかりなさって。ここは現実世界ですのよ？　念能力もハンター試験もない平和な世界ですわ。戻っておいでなさい」

「うう……玩具修理者ドクターブライス……黒子舞想テレプシコーラ……はっ!?　わたしは一体ここで何を!?」

「お目覚めかしら？　ここは私立継つぐ宮みや高校の生徒会室で、今はお昼休みの時間。そろそろ正気にお戻りなさい」

「継宮高校……生徒会室……お昼休み……」

「『ここは現実世界』と三回唱えてごらんなさい。あなたはもう、短くも長い幻想の旅から帰ってきたのですわ」

「ここは現実世界、ここは現実世界、ここは現実世界……ああ、そうでした。今期のハンター試験はもう終わったんですね……」

「未み来らい永えい劫ごう、開催されませんわよハンター試験は。作品の中でしか」

　副会長が冷静にツッコんだ。

　トーコの瞳にようやく光が戻ってくる。

「……はっ!?　おはようございます花はな見み沢ざわさん。それと諸もろ星ぼしさんもおはようございます。というか……あれ？　ここは生徒会室？　わたしどうやって学校へ来たんでしたっけ？　いつの間に午前の授業が終わって？」

「落ち着いて聞かせてくださいな。昨日、あれから何があったのか。お家うちにお戻りになって、その後なさったことは何？」

「ええと……放課後は生徒会のお手伝いをして、途中まで諸星さんと花見沢さんとも一緒に帰って……それから兄と電車に乗って……家に着いて、お着替えをしたところで兄からマンガを渡されて、ベッドに腰掛けて、何となくページをめくり始めて──」

「それから？」

「いえ。そこから記憶が途切れています」

「次に覚えている記憶は？」

「朝です。ベッドに腰掛けて呆ぼう然ぜんとしていました」

「一体何冊お読みになったの？」

「ええと……確か三十六冊だったかと」

「あらまあ」

「へえ。やるじゃん」

　副会長、そして親友殿が目を丸くする。

「楽しんでもらえたようで何よりだ」

　俺は調子を合わせる。

「放心状態の妹を学校まで連れてくるのは骨が折れる作業だったが、状況を考えれば致し方ない。なにせ徹夜で『HUNTER×HUNTER』を読み抜いたんだからな。薦めた側は責任を取らなきゃならん」

「責任かあ。取るのは難しいんだけどな、ある意味」

「それでもトーコさんの様子を見るに、我を忘れて読みふけってくれたのは確かですわ。ある意味ではもう責任を果たしているのではなくて？」

「オススメのマンガを紹介するまでが俺たちの仕事だったからな」

「まあいちおう感想を聞いてみましょう。……トーコさんトーコさん」

「あ、はい。なんでしょうかパリストンさん」

「わたくしは生徒会の副会長であって、ハンター協会の副会長ではありませんことよ。『HUNTER×HUNTER』を読んだ感想は如何いかがでした？」

「あ、はい。ええと……」

　しばし宙を見つめるトーコ。

　それからぼんやりした顔で言う。

「傑作でした。それも大変な。いえ、決して完璧ではないんです。わたしはマンガに詳しくありませんが、それでもわかります。この作品はきっと、アドリブに近い形で描かれているものです。線が荒かったり、行き当たりばったりな展開があったり。批判されるべき点はきっとたくさんあるんでしょう。だけどこの作品にはものすごい引力が……そう引力です、そうとしか呼びようがない力があるんです。むしろ魔力と呼んでいいかもしれません。最初から最後までずっと面白くて、特に蟻アリ編は圧巻の出来映えで……アリ……キメラアント……メルエム……コムギ……うっ、頭が……！」

　トラウマを思い出したかのように頭を抱えるトーコ。

　その姿を見ながら、親友殿と副会長が口々に感心する。

「けっこう読み込んでますわね」

「読むスピードも悪くねー。地頭はよさそーだよな、妹ちゃん」

「感受性も強いですわ」

「逆に言うとダマされやすくもあるけどなー」

「しーっ！　そこは黙っておくのが華でしてよ」

「まあ何にせよ良かったじゃないか」

　俺は総括に入った。

「妹にマンガを紹介する今回のイベントは成功だったと言えるだろう。生徒会メンバーの自己紹介にもなったし、お互いを知るいいきっかけにもなった。それより何より、紹介したマンガをここまで熱心に読み込んでくれたことは、紹介した俺たちとしても冥利に尽きる。結果良ければすべて良し──そういう結論で問題ないだろうか、みんな？」

「異議なーし」

「異議ございません」

　誰からともなく拍手が湧いた。

　トーコも釣られて拍手。

　だが拍手しながらしきりに首をかしげて、

「……ええと。確かにとても面白いマンガを紹介してもらって。ほとんど素養のないわたしでしたけど、いい経験ができたのは確かで。うっかり徹夜で読みふけってしまったのは自分の責任ですし、寝不足でひどい顔になっているのも自業自得ですから、大団円といえば大団円なんですが。でも何か肝心なことを忘れているような……」

「どうしたトーコ？　もう結論は出ているぞ？　この話はお終しまいだ」

「お終い……本当に？　これで？」

「ああそうだ。俺たちは今を生きる人間として、この先を見据えなければならない。具体的にはこの昼休みの時間を有効に使わなければならない。もっと具体的に言うと、昼飯を済ませなければならないんだ。ここで食べそびれてしまうと後がつらいからな。そうだろう？」

「それはまあその通り、ですけど」

「さあ弁当を食べよう。卵焼きは自信作だぞ？　今日の朝はトーコが使い物にならなかったから、俺ひとりで作ったんだ。いやー大変だったなあ今朝は」

「その点は謝りますけど……というか、さっきから話を逸そらそうとしてませんか？　セリフが棒読みですよね？」

「はて。何の話かな」

　俺は顔を背けた。

　トーコは「あっ!?」と声を上げた。

「つづき！」

「頭突き？　物騒なことを口にするもんじゃないぞ妹よ、ここはプロレスの会場じゃないんだから」

「わざとらしく聞き間違えないでください！　続きはどうなってるんですか『HUNTER×HUNTER』の続きは！　あなたから貸してもらった本はぜんぶ読みましたけど、完結には程遠かったじゃないですか！　あの先の話はどうなってるんです!?　暗黒大陸は!?　王位継承戦は!?」

「美う味まいなあこの卵焼き」

　俺は弁当を食べながら回答を避けた。

　親友殿は「おっと、今日の無料ガチャやってなかったわ」とスマホを弄いじっている。

「トーコさん」

　頼れる副会長がやんわり口を挟んだ。

「何巻までお読みになったの？　『HUNTER×HUNTER』は」

「さっきも言いましたが、確か三十六巻まで」

「そう。たくさんお読みになったのね。あなたの気持ちはとてもよくわかる。気になりますわよね、暗黒大陸。気になりますわよね、王位継承戦。作品を紹介したひとりとして、わたくしとっても嬉うれしいわ」

「は、はあ」

　副会長は両手をトーコの肩に置いて、真摯に語りかける。

「同時にわたくしは、別のことにも感謝していますの……わたくしたちとあなたがこの先、ひとつの同じ気持ちで結ばれるであろうことを。そして先に謝ってもおきます。わたくしたちが、あなたの信頼に対して、裏切りにも等しい行為を働いてしまったことを」

「な、何の話です？　意味がわからな──」

「いいですか。落ち着いて聞いてください」

　そこで副会長は言葉を句切って。

　重々しく、真剣な眼まな差ざしで。こう言った。

「三十六巻以降──およそ四年間もの長きにわたって『HUNTER×HUNTER』の続きの巻は出版されておりません」

「……は？」




　トーコの時が止まった。

　俺は弁当を食いながら言った。「おっ、こっちの佃つく煮だにも美味いなあ」

　親友殿はおでこを叩たたいて天を仰いだ。「くっそ！　まーた☆１じゃん！　このゲームほんとにガチャ渋いよなー」




　そして時は動き出す。

「は!?　ちょ!?　え!?　嘘うそでしょ!?」

「ええ、嘘うそだったらどんなにいいか。でも残念ながら真実なんですのよトーコさん。繰り返しますが、三十六巻以降およそ四年間もの長きにわたって、『HUNTER×HUNTER』の続きの巻は出版されておりません。そして現在のところ、続きが出版される予定もありません」

「完結しないマンガを薦めたんですか!?　このわたしに!?」

「落ち着いて。まだ完結しないと決まったわけじゃありませんの。誰もが皆、首を長くして待ち続けているのですわ。この作品の行き着く末をね。トーコさん、あなたは栄えある一員に加わったんです。首を長くして待てど次の供給が来ない、それでも一いち縷るの望みに縋すがって一心に続きを待つ熱狂的なファンになるという、絶望という名の祝福をたったいま受けることができたんですのよ」

「いや絶望って言っちゃってますから！　絶対にろくでもない立場じゃないですかそれ！　要するにあれですよね!?　『同じ沼に嵌はまる道連れ』にされたってことですよねわたし！　ひどくないですか!?」

「それを言われるとつらいですわ……でもわかって、この作品を薦めるしかなかったわたくしたちの気持ちを。だって面白いんですもの『HUNTER×HUNTER』は。あなただってそう思うでしょう？　ずっとワクワクしていたでしょう？　読み進める手が止まらなかったでしょう？　徹夜したのはその証拠ですわよね？」

「それはそうですけど！　そうなんですけど！」

「大丈夫ですわ。こっちの業界では、推し作品の続きを何十年も待っている、なんて話はザラにありますもの」

「極端な例を出して責任逃れしようとするのはやめてください！　というかどうしてくれるんですか、このわたしの気持ちを！　あんなすごい作品を一気読みして、その作品が完結もせず続きも出ないと知ったわたしの、このやり場のない感情は！　一体どこにぶつければいいんですか！」

「落ち着いて。落ち着いてくださいなトーコさん。この世界には他にも傑作と呼べるマンガがたくさんあります。『ヨコハマ買かい出だし紀き行こう』も『ここはグリーン・ウッド』も『風かぜの谷たにのナウシカ』も、あなたに読まれるのを待っています。それらの傑作に触れていれば、『HUNTER×HUNTER』の新刊が出るのなんて、きっとあっという間ですわ」

「ですからそれは、いつ！　なんですか！」

　トーコの阿あ鼻びき叫よう喚かん。

　あくまでも穏やかに、悟ったようになだめ続ける副会長。

「なあタクロー」

　親友殿が耳打ちしてくる。

「妹ちゃんって、意外とオタクなん？　なんかノリがそんな感じじゃね？」

「そういう話は聞いた覚えがないが。親和性は高いのかもしれんな、見てる限りでは」

「そっかー。類友ってやつかなー？　やっぱおもしれーな、妹ちゃんは！」

　ハーゲンダッツ（グリーンティー味）を舐なめながら、親友殿はうれしそうである。

　もちろん俺もうれしい。

　当然、副会長も同じ気持ちだろう。

　心の底からすごいと思えるマンガを紹介し、その気持ちを共感してもらえること。人生の至福と言っていいと、俺は思う。

　まあ『HUNTER×HUNTER』を薦めたのは、俺たち三人の生徒会メンバーによる、いわばアドリブの茶ちや目めっ気けだ。生徒会室を避難所にしている以上、一種のイニシエーションだと思って、妹には受け入れてほしい。

　一緒に待とうじゃないか。

　みんなで待てば、十年ぐらいはきっとすぐに経たっているはずさ。




　ちなみに我が生徒会が紹介した他の三作品は、すべて安心安全の完結済みである。

　どうぞふるってご一読いただきたい。








interlude







　鬼！

　悪魔！

　人でなし！

　まったく何ていう人たちなんでしょうか！

　あの人たちはわかっててやったんです！　『HUNTER×HUNTER』の続きが出ないと知った上で！　わたしに紹介したんです！

　この飢えを知りながら！

　続きの出ない傑作を待ち続けるひもじさを知りながら、その上で！　わたしをこの苦行の！　道連れに！




　……はあ、はあ、はあ。

　いったん落ち着きます。深呼吸させてください。




　はい、大丈夫です。

　精神統一できました。わたしは冷静です。

　そして冷静に指摘しますが、生徒会の人たちは本当にひどいと思います。

　完結していない傑作を読ませるなんて、拷問にも等しいじゃないですか。生殺しとはまさにこのことです。

　もちろん言うまでもないですが。悪の最たるはあの男、松まつ原ばらタクロー。

　すべてはあの愚兄が仕組んだことにちがいありません。

　マンガを紹介してお互いのことをよく知るイベント、などと言いながら、真の目的はわたしを先の見えない洞穴に落とし込み、無間地獄にも等しい苦しみを味わわせる──

　ああ、なんておぞましい！

　ほんの少しでも彼に気を許したわたしが馬鹿でした！




　……とはいえ、まあ。

　見聞を広げられたのは確かですから、まるっきり否定することもできません。

　つらい目にあった分だけ打ち解けられたと言えば、それも確かに。今回の一件で生徒会の人たちとの距離が縮まったのは、事実だと思います。

　そして冷静に考えれば、わたしが想像しているような極悪非道を意図的に働ける人間なんて、この世に存在するはずないですから。松まつ原ばらタクローはなるほど言葉どおりの意図でオススメの作品を紹介してくれたのでしょう。




　それにしても、マンガとはこんなに面白いものだったんですか。

　家の事情もあって、これまであまり接点がありませんでしたが。少なくとも『HUNTER×HUNTER』を読む限り、わたしはこれまでの人生を損してきた、と認めざるを得ない気がしています。




　というか。

　もしかしてわたしって、人の影響を受けやすいタイプなんでしょうか？

　今日まではそんな自覚まったくなかったのですが。ここ最近の自分の振るまいを顧みると、そんな気がしてならないです。前の学校にいた時は、こんなに声を荒らげることはなかったですし、感情を乱されることもなかったはずなんです。

　明らかにわたしは、以前と比べて変わってきている。

　松原タクロー、諸もろ星ぼしヒフミさん、花はな見み沢ざわツバサさん──この三人のインパクトがあまりに強すぎる、というのはあると思いますが……というかあの人たちのペースにいつも振り回されまくっているのは、我ながら反省すべき点だとは思っているんですが。

　思うに、わたしのこの姿。

　曲がりなりにも『ぎゃる』と呼ばれるみなさんの格好を真ま似ねしていることが、何かしらの影響をもたらしているような気がしてなりません。

　形から入る、という言葉もありますし。わたしの挑戦は無意味ではなかった、ということでしょうか。マンガをすんなり受け入れられたのも、もしかしてそれと無関係ではないのかも？




　であればやはり、わたしは変わることができているのかもしれません。

　そう。わたしは変わらなければ、と心に決めていたんでした。

　だからこうして、慣れない今風の姿形──『ぎゃる』の見た目で、自分を覆い隠しているんでした。

　あまりにも環境が激変しすぎて、日々を過ごすことに手一杯で、考える間もなかったんですが。自分のチャレンジを検証する暇さえなかったんですが。

　そう。そうなんですね。

　わたしって、いつの間にか変われているのかもしれませんね。

　そしてわたしが変わることのできた、一番の理由。

　それはわたし自身の努力ではなくて、おそらくは『彼』との出会いのおかげ──




　いえ。待ってください。

　ついうっかり肯定しそうになりましたが。松まつ原ばらタクローが悪であるという前提は揺るぎません。

　わたしに未完結の傑作を薦めた恨みは、決して忘れてはならないのです。

　もちろんそれ以外のあれこれも。いちいち挙げていくとそれだけで精神安定に悪影響をもたらすので、あえて何がどうとは言いませんが。とにかくあの男からは色んなことをされていますから、わたしは。

　それらを水に流すなんてあり得ませんから。

　そのことだけは肝に銘じて、これからの人生をより良いものにするべく、努力を怠らないようにしようと心に決めるわたしなのでした。




　そして何度も言いますが！

『HUNTER×HUNTER』を薦めてきたこと、わたし一生根に持ちますから！

　この気持ちが収まることは、『HUNTER×HUNTER』の続刊が出る時まで、決してありませんから！

　そのことだけは心しておくように！





オタク深度：７８／１００
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四月二十日







　日々は続き、現実的な問題はいくらでも湧いてくる。

　人生にはミスがつきものだし、禍わざわいを転じて福となすことも時にはある。

　今回はそんな話。





　　　　　　　†






「まずいな」

　状況に気づいて俺は眉をひそめてた。

「何がです？」

　テーブルの対面に座るトーコが反応する。

「今日のカレーはぜんぜんまずくないと思いますが？　どのあたりが失敗作でした？」

「カレーは美う味まいよ。市販のルーを使って、レシピ通りに作って、俺が野菜を切って君が煮込みを担当した。隠し味も何も工夫してないし、化学の実験とほとんど変わらない。俺と君とのコンビでも、ここまでグレードを下げればさすがに失敗はない」

「ご不満そうな様子ですけど、わたしは満足ですよ。とても美お味いしいですし、何の事故も起きませんでしたし」

「いや起きたよ、ある意味では間違いなく事故といえることが」

「回りくどいですね。ハッキリ言ってください」

「明日の弁当のおかずがない」

　そう。

　不覚にもカレーを作ってる間には気づかなかった。

　主だった食材はカレーに入れた。

　冷凍食品の在庫は、今朝弁当に使って底をついている。

「カレー作りに集中して、うっかり仕入れを怠っていた。すまん、俺のミスだ」

「あなただけのミスじゃないでしょう。わたしだって気づかなかったんですから、罪があるというならわたしも同罪じゃないですか」

「いや、基本的な料理の担当は俺だ。細かい取り決めをしたわけじゃないが、俺の負担が八割、君の負担が二割、というのがここ数日の基本パターンになっている。その割合でいえば俺がミスの責任を負う、ってことになる」

「いいえ。わたしも同罪です」

「ずいぶんこだわるな。その根拠は？」

「だって……」

　スプーンをくわえながら、居心地悪そうに目をそらすトーコ。

「あなたが八割を負担しているのは、わたしがその──料理がそれほど得意ではないからじゃないですか。いま食べてるカレーだって、ほとんどあなたが作ったものですし」

「そうか？　俺は合作だと思ってるが」

「無用の気遣いはやめてください。このカレーを作るためにわたしがやったことといえば、ガスコンロに火を入れることと、お鍋をかき混ぜることと、味見すること、そのくらいしかないじゃないですか」

「十分に活躍してるぞ」

「そんなわけないでしょう？　ぜんぶあなたが隣で指示をした上での話じゃないですか。事細かに、秒単位とかグラム単位でのレベルで。お肉とか野菜を切ったのもぜんぶあなたですし」

「そこはまあ否定しない」

「ちなみに今回のカレー作りにおけるあなたの一番の手柄は、二人羽織を言い出さなかったことです」

「あの件は俺もちょっと反省してるからな……」

　俺は遠い目をした。

「別の方向から考えてみよう。たとえばこんな見方もできるんじゃないか？」

「といいますと？」

「つまりこうだ。『君がそばにいるから俺は調子に乗るが、君がそばにいるからこそ俺は自分の行動をセーブできる』。今回のカレーを大きなミスなく作れたのは、やっぱり君がいたからこそだ。つまり君は十分に活躍してくれている。君にはぜひ、これからも俺のそばにいてもらいたい」

「…………」

　トーコは黙った。

　そして少し考えてから言った。

「それってつまり、最初からわたしがそばにいなければそもそも何も問題が起こらない、ということなのでは？」

　なるほど一理あるな、と俺は思った。

　しかし俺はその件を考えないことにした。

「話を戻そう。明日の弁当のおかずがない件について」

「コンビニとか購買とかで何か買えばいいと思いますけど」

「妥当な結論だ。でも気が進まないな」

「その理由は？」

「単純にあまり好きじゃないから」

「ただのわがままじゃないですか」

「食事ぐらいは好きなものを食べさせてくれ。自分の身の丈に合った範囲で自分の希望を通すのは、わがままのうちに入らないと俺は思う」

「なら今から買い出しに行けばいいのでは？」

「真っ当な判断だ。でも時計を見てくれ。もう時間が遅い」

「高校生が出歩く時間ではないと？」

「時と場合によるだろうけどな、出歩かないに越したことはないと判断する。それに時間のロスが大きい。俺も君も決してヒマな身じゃないだろう？」

　予習に復習。

　持ち帰った生徒会の仕事。

　掃除、炊事、洗濯などの家事分担。

「その上で自分の時間も使わなきゃならん。俺は親友殿から薦められたマンガを読む時間が要るし、副会長から提案された議題を検討する仕事もある」

「というか意外です。あなたもやるんですね、予習と復習」

「俺レベルだと必要だな。やらないとあからさまに成績が落ちる。そういう君もきっちりやっているようだが？」

「そこはもう、昔からの習慣になっているので……」

「いいことだ。ところで『HUNTER×HUNTER』はどうだ？　また一巻から読み直してるみたいだが」

「そ、そこは仕方ないじゃないですか。後から読み直すと新しい発見がたくさんあるので、つい……」

「『ヨコハマ買かい出だし紀き行こう』と『ここはグリーン・ウッド』と『風かぜの谷たにのナウシカ』も忘れずにな？　本を貸した親友殿と副会長が待ちかねてるんだ、君の感想を聞くのを」

「わ、わかっていますってば。でもそんなにいっぺんには読めませんから」

「つまり、なおさら時間は限られるということだ」

　カレーにソースをかけながら俺は言う。

「ところで物のついでに訊きくんだが。睡眠時間は取れているか？」

「な、なんですか、やぶからぼうに」

「家族の健康状態を把握するのは自然なことだろう。君はいつもずいぶん朝早くに起きてるみたいだから、少し心配している」

「……正直なところ、あまり寝る時間は取れていません。でも仕方のないことです。特に朝早く起きるのは」

「なぜ？」

「ぎゃるのお化粧は時間が掛かるからです」

　なるほど納得。

　確かにトーコは毎日しっかりギャルの姿を作り上げている。中身はさておき、見た目の擬態は完璧と言っていい。

　称賛に値するだろう。

　彼女は母親の再婚と転校をきっかけに、今後はギャルの見た目でいくと決めて、決めた通りに行動しているのだ。そのためのコストもしっかりかけている。実際、素人の俺から見たって完成度は高い。

　そういうの、俺は好き。

「すまん、また話が逸それた。とにかく俺たちには時間が足りないわけだ。そしてコンビニはできるだけ使いたくない」

「コンビニを使いたくないのって、あなただけじゃないですか」

「そうだったかな」

「わたしは別に、たまにはコンビニでお昼ごはんを買うのも悪くないと思いますが。というかコンビニってめったに使う機会がないので、むしろ積極的に利用したいと思ってるんですけど」

「コンビニを悪く言うわけじゃないが、ベストの選択肢かと言われると迷うところだと思うんだがな。俺の感覚では最終手段に近いんだ。可能であれば別の手段を採りたいし、俺たちは別の手段を採れる立場にあるはずなんだ」

「繰り返しますけど、コンビニを使いたくないのはあなただけですよね？」

「そうとも言う」

「いけしゃあしゃあと……というか、あなたにしては回りくどくないですか？」

「と言うと？」

「何かこう、さっきからずっと、最初から用意されている結論があって、そこへ誘導しようとしている気がしてならないんですが。わたしの気のせいですか？」

「察しが良いな。その通りだ」
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　というわけで翌日の昼休み。

　俺と妹は、私立継つぐ宮みや高校の食堂にやって来た。

「盛況だな今日も」

「オレ、久々に来たわここ。妹ちゃんは初めてだよな？」

「まずは席を確保しましょう。学食はいつだって戦場ですもの、一秒の遅れが勝敗を決することも珍しくありませんわ」

　諸もろ星ぼしヒフミ、花はな見み沢ざわツバサも一緒である。

「人、多いですね……」

　トーコは雰囲気に飲まれている様子。

　うちの学校の食堂は、大学のそれと肩を並べられるレベルだ。

　四百人を収容できる大ホールを満たすのは、育ち盛りの若者たちの熱気と、厨ちゆ房うぼうから漂ってくる美お味いしそうな匂い。

　諸事情からあまり俺は利用しないが、この雰囲気はいいものである。副会長の言う通り、まさしく戦場っぽい。

「じゃ、オレはテキトーに席見つけるわ」

「ではわたくしも」

　親友殿と副会長は、それぞれ思い思いの方向へ散っていった。

　食堂を闊かつ歩ぽする生徒会のふたりの姿を見つけて、一部の生徒たちが歓声をあげる。

「きゃー！　ヒフミちゃーん！」

「こっちこっち！　こっち来ていっしょにゴハン食べよ！」

「おーい副会長！　たまにはメシ食おうや！　なんかオゴるぞ！」

「席あけるよー！　さあさあどうぞどうぞー！」

　たちまち引っ張りだことなり、和わ気き藹あい々あいとそれぞれのテーブルにつく親友殿と副会長。

「に、人気者なんですね、あの二人……」

「ウチの学校のツートップだからな。こういう機会があればすぐに完売御礼だ。……さて、俺たちも席を確保して食券を買いにいこう。ちなみに日替わり定食がオススメだぞ？」

　空いてる席にナップサックを置き、券売機に並んで食券の確保。

　トーコは俺のうしろについて、見よう見まねで行動しつつ、そうしてる間にも俺は生徒たちから声を掛けられて世間話したり、トーコも同じように声を掛けられてはあたふたしたり。

　そんなこんなで日替わり定食をゲット。席に戻ってホッと一息。

「ふう……緊張しました……！」

「慣れないうちはそんなもんだ。ちなみに今ここで指摘するのもなんだが、君は割とあれだな？　コミュ障だな？」

「う、うるさいですねっ。ちょっと環境が変わって戸惑っているだけです。これでも前の女子校の時は、クールで近寄りがたいお姉さまタイプとしてですね、わりとちやほやされていたといいますか──」

「そうか初耳だ。まあでもどのみちだな、イメチェンした時点でそのキャラは卒業することになったわけだろう？　昔のことは知らんが、今の君は『クールで近寄りがたいお姉さまタイプ』の見た目じゃないからな」

「それはそうですけど……」

「人は見かけによらないというが、実際は見た目で判断される。どういう理由でイメチェンしたのかはさておき、その決断にふさわしい中身をそろそろ育てていくべきだと俺は思うんだが。中身をギャルにしろと言ってるわけじゃないぞ？　今現在の近この衛えトーコはどうあるべきなのか、考えてもいい頃合いだという話だ」

「……むぐう」

「おっとすまん、説教っぽくなったな。まあ妹想おもいのお兄ちゃんのたわごとと思って聞き流してくれていい」

「……お説教の内容うんぬんより、『妹想いのお兄ちゃん』の方がたわごとに聞こえるんですが？」

「おっ、今日の日替わりはミックスフライ定食か。こいつは大当たりだぞ、冷めないうちにさあ食べよう食べよう」

　ジト目をしてくるトーコには気づかないフリをしつつ、俺はカニクリームコロッケに箸をつけた。

「というかすごくないか？」

「はあ。何がですか」

「だってカニクリームコロッケだぞ？　今日のミックスフライにはカニクリームコロッケが入ってるんだぞ？」

「ええそうみたいですね。それが何か？」

「他にもいろんなフライがついて、もちろんご飯とお味み噌そ汁しると副菜もついて、お値段は驚きの四百円だぞ？　このクオリティは誇っていいと思うぞ？」

「それはまあ、ええ。たぶんそうなんでしょうね」

「俺の熱意に比べてこの反応の鈍さよ。このラインナップを崇あがめ奉たてまつる気持ちにならんとは、お兄ちゃんは割と不本意です」

「いえまだ食べてないですから。食べる前から評価を下すのはフェアじゃないですから。というか、食べる前からあなたがあれこれ話しかけてくるから、評価以前に口を挟む余地すらないんですが」

「それはすいません。さあさあどうぞ、食べて食べて」

　平謝りする俺。

　フンス、と鼻を鳴らしてカニクリームコロッケに箸を伸ばすトーコ。

「おっ？　めずらしーかもー？」

　声が降ってきた。

　見上げれば、目立つ見た目をした女子生徒が三人。俺とトーコが向かい合って座っているテーブルのそばで足を止めている。

「生徒カイチョーが食堂でごはん？　どしたん今日は？」

「てゆーかトーコちんいるしー！」

「ウェーイ何食べてんのー？　ミックスフライ？　今日の日替わり定食？」

　右から山やま崎ざき、宮みや城ぎ、明あか石し。

　いずれもトーコと同じクラスに所属する、いわゆるギャルたちである。

「まあいろいろ事情があってな」

　固まっているトーコの代わりに、俺が応対する。

「今日は食堂で昼飯だ。食ってるのは見ての通り日替わりのミックスフライな。味見するか？　交換なら応じるぞ？」

「んーマジでー？　わりとアリかもー？」

「つってもウチらパンとおにぎりだけどさ」

「それなー。揚げ物の方が絶対価値高いっしょー？」

　キャハハと笑うギャル三人。

　ちなみにうちの高校は、

①個性的な生徒が集まりがち

②生徒の学力に極端な差がある

　というふたつの傾向を持っている。

　生徒数が二千を超えるマンモス校ならではの多様性なのだが、いわゆる『ギャル』にカテゴライズされる生徒の数は、決して少なくない。

　さらに余談ながら、生徒会長をやってる立場上、全校生徒の名前と顔は把握している。顔が広くてナンボなのが、曲がりなりにも組織の長たる者の務めなのだ。

　そのあたりは昨年度の生徒会長選挙において、俺と親友殿があれこれ活動した成果と言えるのだが──まあその話はさておき。

「ねーねー。トーコちんてさー、生徒会長の妹さんなんだよね？」

「そのとおり」

「ちょっち借りてもいーい？」

「もちろんだとも」

　俺はうなずき、定食を抱えてひとつ隣の席に移動した。

　トーコは「えっ？　えっ？」という顔。

「よっしゃラッキー。レアキャラゲットじゃんこれ？」

「トーコちんとゴハンすんの、何気に初めてっしょー？」

「えーマジあがるんだけど。ちょーウケる」

　山やま崎ざき、宮みや城ぎ、明あか石しの三人が、トーコを囲むようにして四人席に陣取る。

　俺はたまたま空いていた隣の二人席に、ひとりで陣取った。食べかけのカニクリームコロッケを口に運ぶ。とろり＆まったりした食感が口に広がる。

「トーコちーん。ゴハン交換すんべー」

「パンにする？　おにぎりにする？　あ、ジュースでもいーよ？」

「つーか揚げ物の価値高すぎじゃね？　ウチらの手持ちじゃ釣り合い取れねーかも？」

「あ、もち拒否権ありだから！　最悪、カイチョーのおかずの方に狙いつけっから！」

「お昼ご飯の交換はいい文明だからな。俺も応じる用意はあるぞ。ただし等価交換は譲れない」

「えーマジー？　ウケるんだけど」

「具体的に言うと、白身魚フライの交換レートは焼きそばパン一個と、プチクロワッサン二個が相場だな」

「それは強欲すぎね？」

「まじウケるわー」

　きゃははと笑いながら、それぞれ持参したお昼ご飯をもしゃもしゃ消費していくギャル三人。

　そんな彼女たちと俺のやり取りを、トーコは目を白黒させながら眺めている。

「んー？　どしたーん？」

　と山やま崎ざきが首をかしげる。

「トーコちん、なんかキョドってる？」

「あ、いえ。そんなことは……あの、すいません。つかぬことをうかがいますが」

「ういうい。なんでも聞くしー」

「ええとですね。みなさんはうちの兄と、仲が良いんでしょうか？」

「仲がいい、ってほどでもないケドー」

　焼きそばパンをもしゃりながら山崎。

「カイチョーの場合はさ、ウチのガッコの連中とほとんど面識あっから。たまにしゃべるぐらいはフツーだし、なんとなく流れが合えばゴハンも食べるし」

「つーか基本、生徒会のヒトらはそーっしょ？」

　鮭さけにぎりのパッケージを開けながら宮みや城ぎ。

「ヒフミちんもツバサきゅんも、ウチらの学校のカオだし？　去年からずっと何やかんやと活動してたし、なんかもー馴な染じんでるよね、いろんな意味で」

「つーか、新学期始まってからはぜんぜんカオ見なくなったけどさー」

　紙パック入りのフルーツ牛乳をすすりながら明あか石し。

「ちょい前まではさー、生徒会のヒトたちみんな、食堂でゴハンしてたっしょ？」

「してたしてた。ロビー活動ってゆーの？」

「会長選はちょっとしたお祭りだったしー？　カイチョーとツバサきゅんの一騎打ち、割とガチめで盛り上がったってゆーか」

「そこにヒフミちんが乱入してくるから、わりとカオスになるってゆー」

「それなー」

「いやガチそれだわー」

　きゃはは、と笑うギャル三人。

　ギャルというやつは、一にも二にもノリと勢いである。

　そして何より華がある。

　半歩間違えばおばちゃんたちの井戸端会議と大差ないのだが、そこを華やかにしてしまうのがギャルのギャルたるゆえんであろう。

　目を白黒させながら、どうにか会話についていこうと試みている我が妹とは、根本から造りが違うと言わざるを得ない。

　まあそんな不器用なところも可愛かわいいのだが。言うまでもなく、我が妹の見た目は段違いでレベル高いしな。

「てゆーかさー」

　山やま崎ざきがジト目をする。

「トーコちん、冷たくね？」

「えっ？」

「だってさー、ウチらって同クラじゃん？　いっしょの教室で高校生活してる仲間っしょ？」

「あ、はい。それはもちろん」

「なのに昼ゴハンは付き合ってくんないしさー。休み時間はお手洗いに引っ込んじゃうしさー。放課後は真まっ直すぐ生徒会室だしさー。ウチらぜんぜん接点ない的な？」

「えっと、それは、その」

「期待のルーキーなのにねー」

　乗っかる宮みや城ぎ。

「こんなカワイイ転校生めったにいない的なー？　マジもったいなーい」

　さらに乗っかる明あか石し。

　ギャル三人に視線を向けられて、トーコはあせあせ。

　俺は味み噌そ汁しるに口を付ける。適当な食堂にありがちな、味もへったくれもない味噌汁とはひと味ちがう、ボディのしっかりした味わい。高い材料を使わなくてもクオリティは出せるという、お手本のような安ウマ味み噌そ汁しるだ。見習いたい企業努力。

[image: ]

「あー……ええと……」

　トーコがちらちらとこっちを見てくるが、俺は学食レシピを自分のモノにする作業でとても忙しかった。助け船を出す余裕はこれっぽちもない。

「す、すいません」

　けっきょくトーコは、縮こまりながら頭を下げた。

　それを見たギャル三人は顔を見合わせ、きゃははと笑う。

「ちょ、やべ！　ビビられてるってウチら！」

「トーコちん、見た目イケてんだからさ、もっとオラってもいいのに！」

「逆にカワイくね？　まじウケるー！」

「てゆーかさ、てゆーかさ」

　三人を代表して山やま崎ざきが俺を指さして、

「生徒カイチョーの前でイジメやってたら、ウチらマジで空気読めなすぎ。つかそもそもそーゆーつもりウチら一ミリもないし。無意味なマウント取ったりもしねーし」

「ウチらのクラスって基本、仲いーしさー」

「陰キャは陰キャ、陽キャは陽キャでそれなりにやってる的な？」

「つーか治安いーよね、ウチの学校」

「てかトーコちん、ここ来る前はどんな学校いたわけ？　聞いてもいーい？」

「あっ。食べながらでいーから食べながらで」

「せっかくのミックスフライが冷めちゃったら激萎えっしょー？」

「ささ、どーぞどーぞ。んで？　どんな学校にいたん？」

　ギャル三人、じっとトーコを見る。

　そろって口元を猫みたいにして、あごを両手に乗せて、おねだりポーズ。

　息の合ったコンビネーションだ。実際、仲はいいはずだ。山崎と宮みや城ぎと明あか石しの三人は、入学後の早い段階からよくつるんでいたと記憶している。そしてギャルという人種の押しの強さよ。

「え、と」

　そして押しの強さに弱そうな我が妹は、のけぞるようにして引き気味だったが、空気に押し出されるような形で、

「ええと女子校に。いました。中高一貫の」

「へーどこの？」

「都内の、です。街からはだいぶ離れてますけど」

「生徒の数は何人？」

「ええと、一学年につき百人ぐらい」

「校則は厳しめ？」

「はい、たぶん。厳しかったんじゃないかと」

「もしかして全寮制だったりする？」

「はい、そうです。よくご存じで……」

「ウチ、どこの学校かわかったかも」

「ウチも。山奥のあそこっしょ。〝監獄学園〟」

「じゃあお金持ちじゃん」

「ぜったいお嬢じゃん」

「え、じゃあさ、じゃあさ」

　核心を突いたのは宮みや城ぎだった。

　たったいま気づいた、という身振りで、

「トーコちんってさ、実はギャルじゃなかったりする的な？　なんかしゃべり方とかさー、ギャルっぽくなくもなくもないってゆーかー？」

　トーコは固まった。

　ミックスフライを冷めるに任せたまま、「あ、えと」口ごもりつつ、両手の指をもみもみさせつつ、目を泳がせながら。

　彼女はこう応じた。

「そ、そんなことないっしょー、マジうけるー。……的な？」

「…………」

「…………」

「…………」

　沈黙。

　そして顔を寄せ合うギャル三人。

「え。どうなん？」

「まあギャルっぽいしゃべり方はしてる」

「でも何かちがくね？」

「セーフかアウトでいえばどっち？」

「うーん……ぎり、アウト寄りのセーフ？」

「ウチらの仲間？」

「的な？」

「ズッ友ぽいみたいな？」

　ひそひそと審議している。

　そして今にも脂汗が出そうな顔で、かちこちに緊張しているトーコ。

「うん。ギャルだわートーコちゃん」

　結論が出たようだ。

　三人を代表し、山やま崎ざきが審判員みたいな仕草をして、

「いやギャルだわー。そのしゃべり方はギャルだわー」

「うんうん。どうみてもギャルっしょ」

「その見た目でギャルじゃないとか、ガチありえんし」

「なんかしゃべり方が丁寧語？　お嬢さま語？　だったから、どっちなのかわっかんね的なー？　とこもあったけどー？」

「つーかギャルしか勝たん」

「ウチらズッ友でズッギャルだから。三十歳までギャルやるから」

「てゆーかズッギャルて何。まじ草生える」

　宮みや城ぎと明あか石しも加わって、キャハハと笑い合うのだった。

　その様子にトーコはホッと胸をなで下ろしている。

　なで下ろしついでに会話に加わる。

「うんうん、草草。マジ草むしり大変ってゆーかー、課外活動の草むしりマジ大変だったってゆーかー。やっぱぎゃるは草むしりして初めて一人前ってゆーかー的な？　ウェーイまじウケるー」

「…………」

「…………」

「…………」

「……え？　あれ？　なぜみなさん真顔でわたしを？」

　ひそひそ話し合うギャル三人。

「やっぱ変じゃね？」

「最後に『マジうけるー』って言っとけばセーフだと思ってなくね？」

「てことはこの子、ギャルじゃない的な？」

「仲間じゃないっぽい？」

「セーフよりのアウト？」

「むしろアウトよりのアウト？」

「ワンチャン、ギャルなめてるまである？」

「それヤバくね？　全国ギャル同盟的にヤバくね？」

　ギャル三人がトーコを凝視。

　だけでなくそろってトーコにつめ寄る。

　テーブル越しに。鼻息が肌にかかるぐらいまで。

「はわ。はう」

　迫られたトーコはあっぷあっぷだ。

　青くなった顔に、くちびるの端をひくつかせて、今にも半泣きになりそうな、

「──ぎゃはははははは！」

　そこで笑いが弾はじけた。

　ギャル三人は仰のけ反ぞりながら、あるいは腹を抱えながら爆笑し、

「ちょ、トーコちん！　トーコちんさ！」

「いやもー無理！　リアクション笑ける！　ハラ痛いてえ！」

「いっしょうけんめいなのカワイすぎるんだけど！　萌もえ生物か！」

「つーかウチらもノリ良すぎ！　『全国ギャル同盟』ってナニよ!?　どこ存在よ!?」

「無理無理もー涙でるわ！　ガチうけ！」

「…………」

　トーコはキツネにつままれたように、ぽかんとしている。

「誰も気にしてないぞ」

　俺は隣のテーブルから口を挟んだ。

「本物のギャルかどうかなんてな。まあもしかすると、全国ギャル同盟みたいな、審査に厳しい組織もあるかもしれんが」

「ないっつーの！」

「カイチョーも割とノリがいいっていう！」

「それなー！」

　ギャル三人が総ツッコミしながら、

「てゆーかさ、見た目ギャルならさ、それはもうお近づきじゃん？」

「ウチら基本、仲間意識つよつよだからさー」

「同じクラスにジャンル同じメンツがいたらさ、つるまない方が変っしょ。逆にウチらがハブにしてるみたいってゆーか」

「つーかトーコちんカワイイから。カワイかったらとりあえずキョーミ持つっしょ」

「あとさ、乳でか！」

「それな！」

「ウチもずっと思ってた！　トーコちん割と隠しめにしてるけど、かなりエグくね？」

「やっぱギャルは乳だよなー」

「ウチら、寄せて上げねーとギャル乳にならねーもんなー。まじ草」

「半分くれたら許す的な」

「ぶっちゃけ揉もみたい」

「それな！　女子のノリ的な感じでやっちゃう？　やっちゃう？」

　きゃはは！

　無敵なギャル笑いで盛り上がる三人なのだった。

　トーコは「えええ……」と両手で胸元を隠しているが、まあそこは女子同士の空気感でお願いします。修学旅行が始まれば、十中八九は餌食になるだろうけど。

「でさ！　でさ！」

　総菜パンのパッケージを片付けながら、ギャル三人はさらに深入りしていく。

　ギャルはテンポがいい。

　これだけしゃべりながらも、ほとんどお昼を食べ終えつつある。

　トーコの定食は、まだ少ししか口をつけられていない。インタビューを受ける側だから仕方ないところもあるが、このあたりの要領の悪さがいかにも彼女らしい。

「トーコちんさ、いつからギャルやってんのー？」

「ずっと昔からやってるわけじゃないっしょ？」

「たぶん元々は別キャラなの確定。イメチェンってこと？　いつからなん？」

「い、一ヶ月ほど前から」

「えーうっそ！」

「完成度高すぎくね!?」

「ウチら立場ねーし！　やっばウケる！」

「いえその、立場がないのはわたしの方で……見た目を整えても、ぎゃるをやる覚悟が甘いといいますか……」

「その真面目さがカワイイ」

「あるある。逆にな」

「つーか素材の暴力。元が良すぎる上に完成度高いから、なんも言えん的な」

「全国ギャル同盟でトップ取れるわ」

「まだ続くんかーいそのネタ」

　とはいえ、トーコも少しは慣れてきたようだ。

「あの、すいません。みなさんに聞いてみたいんですが」

「んー？　何でも聞くしー？」

「変、じゃないでしょうか。わたしのその、ぎゃるの格好。みなさんからすると、どう見えているんだろうと思いまして……」

「めっちゃ変！」

　山やま崎ざきが遠慮なく言った。

「むしろギャルのコスプレ！」

　宮みや城ぎも容赦なかった。

「でもそれがイイ！」

　明あか石しは逆肯定した。

　トーコはヘコんだ。「そ、そうですか……」肩を落としている。

「いやヘコむのとかウケる」

「それがイイ、って言ってんのにねー」

「人間って向き不向きってあるしさー。ていうかトーコちんって元はお嬢だったんしょ？　それでそこまでやれるのがマジ拍手」

「黙ってスマホいじってたらガチわからん」

「しかもわかったからといって、別に問題なくね？」

「見た目はギャルで、中身はギャルじゃないってゆーの、それはそれでアリじゃね？」

「てか、それもまたギャルじゃね？」

「ギャルってさー、見た目とか中身の問題じゃなくてさー、生き方の問題っしょ？」

「それな」

「わかりみ」

「……ええと、それはつまり？」

　会話についていけてない様子のトーコが、おずおずと訊たずねる。

　ギャル三人衆はそれぞれの言葉で答える。

「要するにさー、トーコちんはトーコちんのままでいい、ってこと！」

「生徒会のヒトらと仲良くして、ウチらと仲良くして、他のみんなとも仲良くして。それでハッピーなら別にいいっしょ！」

「ギャルっぽさみたいなのにこだわりすぎてるとさー、逆に自分を見失う的なー？　つーかギャルになることが目的じゃなくて、ギャルになった先に何があるかが問題っていう！」

「てゆーかウチら、そんなエラソーなこと言える立場じゃない的な」

「トーコちんの完成度高すぎ問題」

「ギャルかどうかよりも、カワイイかどうかの方が百億倍大事っしょ」

「ほんとそれ」

「同意するしかないっていう」

　頷うなずき合う三人衆だった。

　傍はたで聞いていて、中々に含蓄のある発言だ。

　そうかなるほど。ギャルは禅の一種と考えればいいのか。

　確かに定義の難しい存在ではある。だが定型はあれど、その定型とて時代と共に移ろいゆく。

　今またこの瞬間にも、近この衛えトーコという新しい形のギャルが生まれ、四季折々の変化にも似た様相を呈しながら、きっとこれをきっかけに変わっていくのだろう。

　すなわちギャルとは、日本の侘わび寂さび精神から生まれた、独自の文化様式──とまで考えるのは行きすぎだろうか？

　だがそれもまたよし。ギャルが生き方の問題であるとするなら、同時にそれは捉え方の問題でもあるはずなのだ。

　つまり『ギャルだと思うならギャルでいいんじゃね？』は成立する。

「そうか……そうなんですね」

　トーコは何やら、胸のつかえが下りたような顔をしている。

「わたし思ってたんです。ぎゃるの人たちって、わたしとは違う、何かきらきらした人たちなんだって」

　何かしら気付きがあったのだろう。

　ある種のセミナーもしくはカウンセリングを受けた後のように、トーコの口から語られる言葉は滑らかだ。

「でもわたしの周りにぎゃるの人はいませんでしたから、自分なりに調べてみて、たぶんこういうことかな、と思って形から入って──でも、何か違うと感じていて。しゃべり方の癖も直せそうになかったですし、何かこう、外側だけ取り繕っている感じが、自分の中にもあって、お世辞にも居心地は良くなくて。それもあって、みなさんとは──山やま崎ざきさんとも、宮みや城ぎさんとも、明あか石しさんとも、うまく話せる気がしなくて──ひいては自分の自信のなさから、クラスメイトのみなさんともうまく向き合えなくて──」

　三人衆は「うんうん」という感じで先を促している。

　俺はひとつ隣の席で成り行きを見守っている。だいぶ冷めてしまった白米は、それでも今の俺にとっては甘露のごとく美う味まい。

「きっとわたし、無理をしていたんですね。変わらなければいけないと思い込みすぎていて──でも、今日こうしてみなさんと話していて気づきました。ぎゃるというジャンルを追いかければ追いかけるほど、まるで逃げ水みたいに自分の手から離れていく。むしろ心の持ち方こそが、真の道なのだと。そのことがようやくわかりました。みなさんのおかげだと思います。わたしの至らなさから、これまでずっと逃げ回っていたことをお詫わびします。それと同時にこうして声を掛けてくれたこと、そして親身になって接してくれたことに感謝します。みなさんありがとうございました」

　トーコはぺこりとお辞儀した。

　三人衆はうんうん頷うなずきながらこうツッコんだ。

「真面目か」

「真面目だわ」

「真面目すぎっしょ」

「だ、だめですか？　真面目なのって、あまり良くないですか？」

「んー？　いや、アリかも！」

「むしろアリよりのアリかも！」

「ねーねートーコちん、頭なでていい？」

　三人衆が群がってトーコをわしゃわしゃした。

「はわ、ちょ、何ですか何ですか!?」

　もみくちゃにされながらも、トーコはいくぶん晴れやかな様子。

　うん。良い光景だ。

「収まるところに収まった、という感じだな」

　俺は〆しめに残しておいたオクラのフライに箸を伸ばしながら、この昼食休憩で交わされた話を総括する。

「あるがまま、なすがままのレット・イット・ビー。己の生き方にひとすじの光明を見み出いだせたことは、我が妹にとって収穫だったと言えるだろう」

「…………」

　わしゃわしゃにされながらトーコがこちらを見た。

　気のせいだろうか？　何やら不服げな顔をしている気がする。

「ちなみに俺も三人衆と同じこと言ってたはずだがな？　中身お嬢さまのギャルというキャラは、それはそれで美お味いしい、個性として大事にしてほしいと。今、はからずも本職のギャルたちによって、その説はめでたく補強された。今後、我が妹の人生にとって、良い指針になると思う」

「…………」

　気のせいだろうか？

　トーコが『ひくっ』とくちびるの端を動かした気がする。

　何やら様子がおかしいが、行きがかり上、というやつだ。

　俺は話を続ける。

「そもそも君にギャルは必要ないと言っただろう？　というか君にはできない。できないことはこれまでの経緯が証明している。だが安心してくれ、できないことはさほど問題じゃないんだ。ギャルを指向することそれ自体がギャルであるという気付きも得たことだし、今後は我が妹なりのギャル道というものを目指していって──」

「……あなたがそれを言います？」

「ん？　なんだって？」

「わたしにギャルはできない。そうおっしゃるんですね」

　雲行きがあやしい。

　眉間にしわを寄せ、肩を怒らせて。

　トーコはわかりやすく『わたし不機嫌です』の態度を取っている。

「いや。そういうことじゃなくて。そもそも君はもうギャルなんだ、という話をだな」

「そもそもあなたさえ現れなければ、わたしはこんなに苦労することはなかったのに……本当はわたしなりの準備はできてたんです。新しい自分に生まれ変わるための。それが、あなたと初めて会った時に、全力でペースを乱されて、そのまま立て直せずにここまで来て……言い訳がましいのは認めますけど、そのせいで今日までずっと振り回され続けて、ボタンを掛け違え続けて、それを修正できないままでいるんじゃないですか。それなのに、それなのに──」

「うーん……」

　俺は考えた。

　どうやら行き違いがあったらしい。

　理由はわからないが、地雷を踏んでしまったのは事実。

　かくなる上は現在も身内であり、将来は妻になるべき相手に対して、最善のアドバイスをするしかない。

　俺はなおも考えた。

　そして言った。

「なあ妹よ」

「なんですか」

「俺の目には、まるで君が『できないことはできないと頭ごなしに言われてへそを曲げている』ように見える。そういう態度はなるべく少なくすることが、この先の人生をうまくやっていくコツだと思うぞ？」

「…………」

　むむ？

　気のせいか？

　我が妹の様子が、あたかも宣戦布告をする直前の危険水域に見えるんだが。

「お願いがあります」

　予感的中。

　ギャル三人衆に向き直り、トーコが憤然たる語調で言う。

「山やま崎ざきさん、宮みや城ぎさん、明あか石しさん。わたしにぎゃるを教えてください」

「……えええー？」

　三人衆が『なんぞそれ？』的なリアクションをする。

　俺も『なぜそうなる？』と目を見開く。

　トーコはさらに畳みかける。

「わたし、ぎゃるやりますから。誰から見ても間違えようのない、どこへ出しても恥ずかしくないぎゃるになってみせますから。なのでぜひ、お三方の知恵をお貸し頂ければと思います。わたしをみなさんの弟子にしてください」

「弟子て」

「なんかトーコちんが言うと、ウチらが三百年ぐらい伝統のある何かの家元にでもなったみたいな気分っていうか？」

「真面目だわ」

「真面目よね」

「まーでも、トーコちんと仲良くできるなら別にいい的なー？」

「それな」

「わかりみ」

「じゃあさっそく今日から？」

「学校終わったらカラオケ千本ノック的な？」

「千本ノックって何それマジ草」

「てかホントにいーのトーコちん？」

「ギャルの修行はガチ厳しいっていう」

「大丈夫です、ありがとうございます！　厳しい修行には慣れていますので！　今日からご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願い致します！」

　トーコは頭を下げた。

　そして俺をにらんだ。

「そういうわけですから。わたし、ぎゃるやりますから。これまでいろいろと迷走してしまいましたが、当初の予定どおりですので」

「……おすすめはしないぞ？」

「わたしの生き方で、わたしの人生なんですよね？　だったらわたしが決めます」

　ふむ。

　であれば是非もなし。

　ある意味では結果オーライか。

　我が妹は俺への怒りのあまり、コミュ障ぎみなことも忘れて、ギャル三人衆とコミュニケーションを取っている。それも主体的かつ積極的に。

「わかった。がんばってみるといい」

「言われなくても！」

　俺に歯を剥むいてから、かなり冷え切ってしまった白身魚フライに、親の敵を刺す勢いでかじりつくトーコなのだった。








interlude







「カイチョーってさー。あれわざとやってるー？」




　後日談です。

　私立継つぐ宮みや高校の食堂で、兄から言われた言葉に憤慨したあの日の放課後。

　わたしと山やま崎ざきさん、宮みや城ぎさん、明あか石しさんの四人で、本当にカラオケに行きました。

　人生で初めての経験でしたし、その他にも目が回るくらい色んな初体験をしたんですが、そのあたりはいずれ語らせていただくとして。

　松まつ原ばらタクローについて、みなさんが話していたことがあります。




「トーコちんへの態度だけど。あれっておかしーよね？」

「わかりみ」

「マジそれなー」

「え？　それはどういう意味ですか？」

「んー……」

　コの字の形のソファーに座り、ドリンクのストローに口を付けながら。師匠筋のみなさんは顔を見合わせます。

「カイチョーってさー、ウチらのボスなわけよ」

　三人を代表して山やま崎ざきさんが説明してくれました。

「自分らで言うのもなんだけどさ、わりと名門な学校の生徒会長的な？　生徒による自治が基本だから、けっこういろんな権限もあるし。たまにぶっとんだコトやるカイチョーではあるんだけどさ、それでもスペックは高いっていう。ヒフミちんとツバサちんも下についてるしさ。……そこまではおけ？」

「あ、はい。なんとなくは」

「で、そのカイチョーがさ。トーコちんにだけやらかしてるよーに見えるんだよね、ウチらには」

「それは……はい。心当たりがあります」

　様々な記憶が脳裏をよぎります。

　松まつ原ばらと近この衛えの両家が初顔合わせした場での言動。

　すってんころりんしてわたしを押し倒していろいろ触った狼ろう藉ぜき。

　ふたりで料理を作った時の顛てん末まつ。

　それらを手短に語って聞かせました。自分の名誉にも関わるので、本当に端折はしよって。

「めっちゃ把握」

　山崎さんは納得した顔をしました。

「そっかそっか、やっぱそっかー」

「……？　何がですか？」

「つまりカイチョーってさー。トーコちんに恋してる、ってことっしょ？」

「……？」
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　その言葉を聞いた時。最初は何の話をしているのかわかりませんでした。

　師匠たちは頷うなずきながら話し合います。

「あるある。ぶっちゃけそう思ってた」

「態度に出すぎみたいな」

「構い過ぎ、てゆーか過保護すぎ？」

「それもちょっと斜め上の？」

「あと墓穴掘るやつ」

「それな」

「そりゃそーなる、って話だけどさ。逆にトーコちん、へそ曲げて絶対ギャルやるみたいな話になってるし」

「余計な一言で完全に逆効果」

「それも愛のなせる業？」

「やばいマジうける」

　盛り上がっています。

　そしてわたしは衝撃を受けています。

　恋。恋ですか。

　そんな意識はまったくなかったんですが……松まつ原ばらタクローの言動があまりにも突拍子なさすぎて……でも、なるほど。現象だけみるならば、その表面だけをなぞるなら。




『カイチョーってさー。トーコちんに恋してる、ってことっしょ？』




　ということに。なるのかもしれません。

　というかわたし、プロポーズされてるんですよね、一応。

　まったくそんな認識はないのですが、現象だけをなぞると確かに、そういうことになるのでした。愚兄の言動があまりにもアレな上に、短い期間でいろんなことが起こりすぎて、ちっとも意識はしていなかったのですが……。

　んんん？

　あれれ？

　意識し始めたら、なんだか急に、心の奥の方が熱くなってきたような、何だかよくわからない汗がどっと出てきたような──

「おやおや??　トーコちーん？」

「えっ？　ななな何ですか？」

「顔赤くなってね？」

「そそそそんなことは！　決して！」

「そのごまかしは無理あるっしょ」

「じゃあカイチョーにも脈はある的なー？」

「なにそれ激アツ。ここへきてトーコちんが横からかっさらっていくみたいなー？」

「てゆーかさー。ぶっちゃけどんなんなん？」

「一緒に暮らしてるんしょ？　ハプニングもめっちゃ起きてるんしょ？」

「ハプニングのその先がワンチャンあるっていう？」

「もしかしてトーコちん……もうえっちなこと、してたりする？」

「っっっ!?　そんなわけ──」

「あ。もっと赤くなった」

「マジ真っ赤。うける」

「つーかさー。トーコちんもカイチョーを意識してるってコト？」

「ていうか明らか意識してるっしょ」

「トーコちん、カイチョーに対してだけめっちゃ態度ちがうし」

「じゃあ脈あり？」

「脈ありってゆーか、ほぼ付き合ってね？」

「付き合ってるってゆーか、ひとつ屋根の下に同どう棲せいってことじゃね？」

「同棲ってゆーか、それってもう新婚生活じゃね？」

　師匠たちはとても盛り上がっています。

　わたしは頭の中がぐるぐるになってしまいました。

「あ、あのっ！」

　これ以上この話題を続けてはいけない。その一心でわたしは口を開きます。

「近この衛えトーコ、一曲歌わせていただきます！」

「わお。やる気やば」

「トーコちんの曲、鬼アガる」

「トーコちん、何歌う？　ウチ入力するるよー」

「ええと、ええと……それじゃあ『リンゴの唄』で！」

「ナニソレ？」

「ガチで初耳。いつの誰の曲？」

「まあ入れてみよー。ウチらどんな曲でも盛り上がる自信あるしー」




　……そこから先はあまり覚えていません。

　無我夢中に熱唱して、師匠たちはお腹なかを抱えて笑っていた気がします。

　そして幸いなことに、その場は愚兄とわたしの関係について、それ以上は追求されなかったのですが。

　もはや言うまでもないことですし、何度も念を押していることではありますが。

　わたしが松まつ原ばらタクローと結婚するなんて、あり得ませんから。

　未み来らい永えい劫ごう、その可能性はゼロですから。何ならマイナスですから。

　そのことだけは、肝に銘じておいてもらいたいと思います。

　本当ですからね？　信じてくださいますよね？　わたしが愚兄を意識し始めたなんてこと、絶対の絶対にありませんからね？





好感度：５２／１００
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四月二十五日







　そして運命の日がやってくる。

　長らくお待たせしました。

　近この衛えトーコと初めてベッドを共にした日のことを、語ろう。





　　　　　　　†






　その日は朝から曇り空。

　トーコがギャル三人衆とお弁当を食べた昼休みも、いつものようにトーコがいじられた生徒会の放課後も、空模様はずっしり重く、あやしい風まで吹き始めていた。

「こりゃダメくせーな」

　校舎を出て天を仰いだ親友殿が、開口一番に言った。

「風の暴れっぷりがよくねー。鳥の数も少ねー。一波乱あるよな」

「予報では〝春の嵐〟とのことでしてよ」

　副会長も文字どおり表情を曇らせる。

「これではお洗濯ものを乾かすのも難儀しそうですわね。乾燥機はＮＧなお洋服がたくさんありますのに……」

「タクローどうする？　オレ、オマエん家ちいこーか？」

「わたくしも力添えいたしますわよ？」

「いや。気持ちだけ受け取っておく」

　俺は首を横に振った。

「そっか。まあ無理すんなよ」

「ＬＩＮＥの通話はいつでも受けられるようにしておきますわ」

　親友殿と副会長とは、帰り道の途中で別れた。

「嵐、ですか」

　早足に空を駆けていく雲を見上げながら、トーコも声のトーンを落とす。

「いい気はしないですね。台風みたいな被害はないと思いますけど……」

「大丈夫だ。俺がついている」

「……ちょっと大げさじゃないですか？　まるでこれから戦争でも始まるみたいな顔してますけど」

「備えあれば憂いなしだ。被害を小さく見積もってあとで泣きを見るよりも、多少大げさでも準備はしておいた方がいい。うちのお父さんもマリアさんも、たぶん今日は帰ってこない。何が起きたとしても俺たち二人で対処することになる」

「繰り返しますけど、台風じゃありませんから。この時期にはよくある、荒れ気味の天気の、ちょっと規模が大きいぐらいのものですよ？」

「今夜は長い夜になる。あくまでも俺の個人的な予想ではあるが」

　強まってきた風。

　なびく髪を片手で押さえながら、俺は遠い目をする。

「覚悟は、しておかなきゃならんな」

「…………」

　俺が漏らした言葉にトーコは「そ、そんなに？」とでも言いたげな顔で、ゴクリとのどを鳴らした。

「そこまであなたが言うのなら……ええ、そうですね。心構えはしておいた方がいいんでしょうね、きっと。よくわかりませんが」

「ああ。そうしてくれ」




　……残念ながら、俺の予感は的中することになる。

　そして今回の災厄は俺だけでなく──いや、むしろ我が妹の方にこそ、予期せぬ大事件となって襲いかかることになってしまうのだ。





　　　　　　　†






　夕方から夜半までは良かった。

　いつも通りばたばたと食事の用意をし、ふたりで夕食を堪能し、テレビをつけて天候関連のニュースを流しながら食器の片付けをして、風呂に入り、不安なあまり集中力をなくした俺が全裸のままトーコの前に出て一ひと悶もん着ちやくなどの定番トラブルをクリアし、宿題をしたりマンガを読んだり翌日の準備をしつつ、消灯時間を迎えた。

　暗い自室で、俺は天井をじっと見つめている。

　近ごろの天気予報は正確だ。

　ニュースで見たとおり、この時間になっていよいよ荒れ模様になりつつある。

　ざばざばびしゃびしゃと振り続ける大雨。

　びゅうんびゅうんびゅうんと吹き付ける突風。

　そして遠くで響く、この世の終わりのごとき雷鳴の気配。

　俺は心配になってきた。

　居ても立ってもいられず、ベッドを抜け出し、となりの部屋のドアをノックした。

「……はい？」

　不審げな声が返ってくる。

　心なしか、声音が強こわばっているように聞こえる。

「俺だ」

「……それはそうでしょう。あなた以外の誰かだったら、さすがに通報しています」

「ちょっとドアを開けてもらえないだろうか」

「……それは『通報されてもいい』という覚悟のある発言と解釈しても？」

「君は何かを誤解している。もしも俺が不ふ埒らちなことを企たくらんでいるのなら、もっと別のやり方を採用する。いや、そもそもとっくに行動を起こしている。信用してもらっていい」

「口では何とでも言えます」

「俺は最初に約束しているよ、君には絶対に手を出さないと。俺が約束を守る男だということは、ここしばらく一緒に暮らして理解してくれていると思っているんだが」

「というか何の用なんです？　こんな夜更けに」

「君の顔が見たいだけだよ」

「……その理由、自分で言っててあやしすぎると思いません？」

「事実なんだから仕方ないだろう」

　そうこうしている間にも、さらに雨足が強くなった気がする。

　びゅおう！　と吹き付ける風が窓ガラスを揺らしている。

「……まあ、いいでしょう。警戒しておけば問題はないでしょうから」

「そうしてもらえると助かる」

「念のため確認しておきますが。万一のことがあったら、容赦はしませんので」

「問題ない」

「過剰防衛をしてしまう可能性もあります。今のわたしはあまり余裕がないので──いえ、今のは聞き流してください。とにかく、何が起きても責任は取りませんから。むしろあなたに責任を取らせますから」

「それも承知した」

「……わかりました。事前の通告はちゃんとしましたからね？」

　ドアが開いた。
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　部屋の電気がついて、カーディガンを肩にかけたトーコが姿を現す。

「すまんな。こんな時間に」

「この状況になったからには今さらの話です。立ち話もなんですから、座ってください」

　学習机の椅子に座るよう俺にうながし、トーコはベッドの端に腰掛けた。

　寝間着姿ももちろん可愛かわいい我が妹だが、さすがにその可愛さを堪能している余裕はない。

　そしてよく見るとトーコの表情が固い。こわばっている、と言ってもいいだろう。何なら青ざめてさえいるかもしれない。

「それで？　何の用ですか？」

「さっきも言った。君の顔が見たかった」

「……なんですか、それ」

「こんな天気だからな」

　俺は窓の外を見る。

　カーテン越しでもわかる、痛烈な荒れ模様。

　びゅうんびゅうんと、まるで風車でも回しているかのような騒音。

　加えてこれだ。何キロも先から届いてくる遠雷。

　ごごごごご……

　地鳴りがきた。

　トーコの肩がびくんと震えた。

「…………」

　俺は彼女をじっと見る。

「…………」

　彼女は気まずそうにこちらを見返す。

「君の姿を目に入れていれば安心できる。しばらくこうしていてもいいか？」

「……言っておきますけど」

「なんだ？」

「別にわたし、雷はそこまで怖くないですから」

「……。ん？　ああ、そうなのか？」

「わざとらしい。言っておきますけど、ほんのちょっとですから。わたしが雷を怖いのは、ほんのちょっとの話ですから」

「そうか。それはすごいな」

「どうせ心の中では笑ってるんでしょう？」

「なぜだ？　雷は怖いものじゃないか」

　俺は首をかしげた。

　トーコは「わざとらしい……」と苦々しげだ。

　それから少し間があいた。

　外は相変わらずのびゅうんびゅうん、ざざざざざ。

　そしてこちらも相変わらず。トーコの表情は固い。

「妹よ」

「な、なんですか」

「緊張しているな」

「べ、べつに、そんな」

「雷は怖いものなんだから気にするな」

「いやですからさっきも言いましたけど！　ちょっとだけです！　本当にちょっと──」

　ごごごごごごごご……

　地鳴りがきた。さっきよりもデカいやつ。

　ぴかぁっ、と。一瞬だけ、カーテンの向こうが閃せん光こうに包まれたように見える。

　トーコの肩がびくんと震えた。これまたさっきよりも大きく。

「…………」

「…………」

　気まずそうな様子のトーコと視線が合う。

　観念した様子で彼女が口を開く。

「……気を利かせて、来てくれたんですか」

「何の話だ？」

「わかってるくせに……そういう気遣いが、いよいよ腹立たしいです。でも、ありがとうございます。今は素直に感謝しておきます」

「そうか。まあ感謝される分には損をしない。謹んで受け取っておく」

「……そういう態度がまた腹立たし──」




　ぴかあぁっ！

　ごごごごごごごおおおおん！




　世界が光った。カーテン越しにもハッキリわかるほどに。

　そしてほとんど耳元で鳴り響いた、この世の終わりのような大音響。




「きゃーっ！」




　空気を切り裂く悲鳴。

　その瞬間に部屋の電気が落ちた。暗闇。

　そして気づいた時には。

「…………」

「…………」

　俺とトーコはふたり、ベッドの上でもつれ合うように抱き合っていた。

　……みなさん、おわかり頂けただろうか？

　この部屋に入った時の状況だ。

　トーコに招き入れられて、俺は学習机の椅子に座った。

　一方のトーコは、ベッドの端に腰掛けた。

　そして家のすぐ近くに落雷があった後、ふたりはベッドで抱き合っていた。

　ベッドから学習机の椅子に、トーコが移動したわけじゃない。

　学習机の椅子からベッドに、俺が移動したってことだ。

　……まだわかりにくい？　申し訳ない。

　もっとハッキリ言おう。

　雷にビビって思わずトーコに抱き付いたのは、俺です。

〝空気を引き裂く悲鳴〟も、俺の口から発されたものです。




「……そっち────!?」




　トーコがツッコんだ。

「そっちなんですか!?　逆ですよね普通!?」

「すまん」

「わたしが雷を怖がって、あなたに抱き付くパターン、じゃないんですかここって!?」

「すまん。雷、めちゃくちゃ苦手なんだ俺」

「というか男の人の悲鳴って初めて聞いたんですけど！」

「それは仕方ない。怖いものは怖い、女子みたいな声が出るのも自分じゃ止められない」

　と、こうしてる間も俺はトーコに抱き付いている。

　しかもトーコのベッドで、彼女を押し倒す形で、である。

　不本意なのだ。

　まったくもってこれは、俺の本意ではない。

「はあ……まったくもう……」

　押し倒されたまま、トーコはため息をつく。

「あなたって人は本当に……何をするかわからない人ですね」

「すいません」

「お芝居じゃないですよね？」

「まったく。これっぽちも」

「まあ、そうでしょうね」

　はあ、とまたため息。

　ちなみに俺は、トーコの胸元に思いっきり顔を埋うずめる形で抱き付いている。

　とくとくとくとく。心臓の拍動が寝間着越しにしっかり伝わってくる。

　ため息をつく時に緩む、横隔膜の動きさえも伝わる。

「ものすごく震えてますし……それも心から、本心から、なのがよくわかります。あなたって身体からだが小さいわけじゃないのに、でも今はまるで子供みたいに縮こまってます。心の持ちようは姿にも現れるって、師匠にもよく言われました」

　ごごごごごご……

　ふたたびの遠雷。

　俺は反射的に身体を固くする。

「……そんなに怖いんですか？」

「怖い。めちゃくちゃ怖い」

「わたしも雷はものすごく苦手で、我ながら子供っぽいと思ってるんですけど。あなたほどじゃないです、さすがに」

「こればっかりは止められないんだ。文字どおりの反射だからな」

　震えながら俺は説明する。

「本能なんだよ、俺にとってこれはもう。あれこれ対策はしてみたけど、今のところ効果はない。雷の恐怖が閾いき値ちに達すると、我を忘れてそばにいる人に飛びついてしまう体質も、防げなかった。今日はひとりで何とか耐えてみようとチャレンジしてみたんだが、どうやら無理があったようだ」

「本当に怖いんですよね？」

「ああ。心の底から」

「そのわりには、声とか表情がぜんぜん変わってないですけど」

「そこは何とかなるんだ。訓練の賜たま物ものかな」

「変な人。本当に」

　ため息。

「言っておきますけど」

「はい」

「貸しひとつ、ですからね」

「もちろん」

「これは本当の特別で、例外ですから。本当なら骨をこう、ポキッといくやつですから」

「温情に感謝します」

　嵐はまだ止やまない。

　びゅうんびゅうんと風は逆巻き、雨はざあざあと屋根を叩たたく。

　残念ながら雷も。今はまだ、遠ざかる気配がない。

「…………」

「…………」

　トーコが黙り、俺も黙る。

　停電が続いている。部屋は暗闇のままだろう、きっと。

　トーコの胸に顔を埋うずめている俺には、残念ながら何も見えていないが。

　そして彼女のぬくもりに浸っている余裕も、もちろんないが。

「昔は」

　不意にトーコが言う。

「昔はお母さんにしてもらったんですか？　雷が鳴ってる時に、こういうこと。あなたのお母さんに」

「なぜそう思う」

「なんとなくそうかな、って。今のあなたって、まるで子供に戻ってるみたいですから。さっきも言いましたけど」

「……君の言う通りだ。不本意だけどな」

　俺という男は、思考と行動を切り離せるタイプだ。

　トーコの問いかけに冷静な返答ができる一方で、怯おびえきった身体からだは彼女から絶対に離れまいとしがみついている。

　今の状況を不本意に思う心と、至って正直な反応しかできない身体。

　メンタル的に弱っているのは否定できないところだ。

　それはたぶん、雷のせいだけ、ではない。

「難しい人でな、俺の実の母親は」

　目を閉じたまま続ける。

「自分で言うのもなんだが、俺の母だから。教育方針が独特だったよ。俺の自主性に完全に任せるところもあれば、足りないと判断したところは徹底的に教え込むような」

「……それって、バランスが取れてる教育方針に聞こえますけど」

「表向きを言葉だけでなぞれば、まあそういう印象になるか。教育を受けている俺の印象を語らせてもらうなら、それはそれはスパルタな教育だったよ。放置する時は徹底的で、関わる時も徹底的だった。極端なんだよ俺に似て。中間ってもんがない、良い塩あん梅ばいってやつもない。全力のブレーキと全力のアクセルしか使えない、そういうタイプ」

「そっくりじゃないですかあなたと」

「まあな。親子だからな」

　そして我がお父さんは、つくづく剛ごう毅きだなとも思う。

　あのお母さんを娶めとって、曲がりなりにも家庭生活を運営してたんだからな……まさしく俺が言うな、ってやつだが。

　離婚もケンカ別れじゃない。

　どちらかというとお母さんの方から身を引いた、という流れだったようだ。俺はまだ幼稚園児だったから、ちゃんとしたことはわからないけど。良くも悪くも俺への干渉と影響が強くなりすぎる──と判断した形跡がある。

「そんな母親だったけどな。雷に怯おびえている時の俺には、ずいぶんと優しかったもんだ。無条件で俺を抱っこして慰めてくれたな。その時の記憶が身体からだに染みついている、ってのもあると思う。こうやって身体が勝手に反応して抱き付いてしまうのは」

「なるほど。それが被告人の自己弁護、というわけですね」

「そういうわけではないんですが、そう受け取られても仕方ないところではあります」

「マザコンなんですか？」

「ファザコンでもあるぞ。俺はお父さん大好きっ子だからな」

　俺は正直に言った。

　妹は呆あきれている様子だった。

　ごごごごごご……

　遠雷はまだ止やまない。

　だけど俺には頼りになる妹がついている。

　みっともなく抱き付いている状態ではあるが、これなら取り乱すこともない。

「なあ妹よ」

「なんですか」

「こうしていると意外に落ち着く、ってことはないか。君の方も」

「なぜそう思うんです？」

「君も雷は怖かったんだろう？」

「……なぜそう思うんです」

「俺も雷が怖いからだ。雷が怖い者同士は、お互いが引き寄せられるようにできている」

「……バトルマンガみたいな理屈ですけど」

「でも事実だ。いちおう自分で自分をフォローしておきたいんだが、君のことを心配していたのも本当なんだぞ？」

「口の減らない人ですね。今はあなたが全力でわたしを頼っている状態なのに。それもわたしの温情で」

「こういう時はしゃべっていた方がいい。男と女が暗闇の中で抱き合っていると、妙な空気になるからな」

「なっ、なんですか妙な空気って！　言っておきますけど、変なこと考えたらただではおきませんから──」

「君の話も聞かせてくれないか」

「えっ？」

「いい機会だから聞いておこうと思ってな。たとえば君と君のお父さんとの関係がどうなってるのか、みたいな話とか」

「…………」

　黙った。

　トーコがどんな顔をしてるかわからないが。空気は明らかに重い。

「もちろん無理に話さなくていい」

　俺はフォローする。

「目的は君の素性を聞き出すことじゃないからな。変な空気を避けられるならそれで十分だ。もちろん聞けるに越したことはないが」

「……あなたってけっこうズルいですよね。この流れで聞くなんて」

「政治家ムーブは副会長の直伝だ。『政治を志す者はズルくなくてはいけない、だけど恨まれてもいけない』って言ってたな」

　ちなみに相手の懐に入り込む呼吸を見計らうのは、親友殿から学んだムーブ。

「聞いても面白い話じゃありませんよ」

　トーコはため息をついた。

「それに全部は言えません。ニュアンスまで語ろうとしたら本が一冊書けてしまいます」

「じゃあ三行で頼む」

「……さすがにそれは短すぎません？」

「ミームなんだよそういう。メリットもあるしな、話を簡略化することには。思い悩んでいることが実は案外難しくない話だった、と気付けることもある」

「三行……三行ですか……うーん……」

　思い悩んでいる。

　思い悩まなくて済むように配慮した提案だったのに、逆効果だったのかも。

　その生真面目さこそ、彼女が愛されるゆえんだと思う。

「ええと、うまく伝わるかわからないんですが」

「問題ない。拝聴しよう」

「『わたしは父のことを尊敬していますし、血の繋つながった相手として大事だとも思っています』」

「うん」

「『でも父はとても厳格な性格で、わたしは父のことを恐れてもいて、わたしはこれまで父の言うことをきちんと聞いて、父の理想どおりの娘であろうとして生きてきました』」

「うん」

「『わたしは愛人の子供だったので、本家の人たちからも嫌われていましたから、離婚のことは仕方なかったと思いますけど、まあそれ以外にもいろいろあって、父には複雑な気持ちを持っています』」

「うん」

「やっぱり上う手まく伝えられないですね……三行って無理がありませんか？」

「うん」

　ざあ、ざあ、ざあ。

　雨足は相変わらず強い。

　だが少し、雷は遠ざかってくれているようだ。この瞬間。

　俺は考えた。

　妹が伝えてくれた〝三行〟のこと。

「え、ちょっと。黙らないでくださいよ」

　困惑の声が降ってくる。

「黙られると反応に困ります。そんなに重い話でしたか？　いえまあ、軽い話ではないと思いますが。聞いてきたのはそちらですし」

「ああいや。すまん」

　謝りつつ、

「重いとか軽いとかよりも、単純におどろいてる。本当に打ち明けてくれたんだと思って。複雑な身の上だと思うし、デリケートな話だとも思うんだが」

「だって、どうせいつかはわかることですし。うちの母なんか、そのうちよろこんで話してしまいそうですし」

「それはありそうだな。うん。マリアさん、そういうところありそう」

「まあはい、そうです。そういう感じです」

　気のせいか、トーコは少し早口になっているようだ。

　しゃべったことを後悔しているのか。

　だがその後悔のニュアンスに、自己嫌悪や怒りは含まれていないように感じられる。

　照れ、か。

　彼女の身体からだに顔を埋うずめている状態だから、確認はできないが。場の空気に押し出される形で話すことではなかったかも──と思っているのかもしれない。

「と、というかっ！」

　さらなる照れ隠し。

　早口がもっと早くなる。

「いつまで抱き付いてるつもりですか!?　一応わたし、ベッドに押し倒されてる状態なんですけど!?　普通だったら腕の骨ぽっきりコースなんですけど!?」

「その点については、真まことに申し開きのしようもございません」

「それにこれも一応言っておきますけど、わたしだって雷は怖いんですからね!?　あなたほどじゃないですから、仕方なくわたしの方があなたを守る立場みたいな形になってますが！」

「その点も重々、承知しております」

「そしてそうこうしてる間に、雷のピークが過ぎてきた雰囲気があります！」

「止やまない雷はないからな。いずれは収まるだろう、もちろん」

「いつまでくっついてるつもりですか!?」

「申し訳ないが、雷を伴う嵐が完全に通り過ぎるまで。一旦スイッチが入ってしまうと、どうにもならなくてな。もうしばらくこのままでいさせてくれ」

「〝ラニスターは借りを返す〟でしたよね？」

「覚えているとはさすが我が妹。恩に着ます」

　ここで告白しておく。

　本当に最悪の状況は、この時点でもう脱していた。

　恐怖に身体からだが支配されて、脳の指令をまったく受け付けてくれない──という状況ではなかったんだ、この時はもう。

　言い訳はすまい。

　この時の俺の何割かは、意識的にトーコに頼っていた。

　とはいえ気力を振り絞って身体を引きはがしたとしても、状況が好転しそうになかったのも事実。そのへんの空気は察してもらえると幸いです。

　というか、だ。

　この時に俺は気づいていた。大変に遅まきながら。

　順序が逆になることなんて、世の中にはたくさんある。

　まして俺は松まつ原ばらタクローだ。それはもう、たくさんたくさんそういうことはある。

　そして、気づいたからには口にしてしまうのが松原タクローなのだ。

　真に恐縮ながら、やっぱりこの時の俺も、いつもの俺だった。

　たぶん俺が俺であることは、この先何があっても変えようがないんだろう。

　まあ付き合っていくさ。

　人は誰しも、自分でしかいられない。

　その自分を、ひとりでも肯定してくれる人がいるなら。それだけで人生は儲もうけもの、ってもんじゃないかな。

「なあトーコさん。そういえば言い忘れていたんだが」

「なんですか。というか、さっきからあなた、割と余裕ありますよね？　頭と身体が別の行動を取る、みたいなこと言ってましたけど、それにしたってこれだけ余裕があるならそろそろ抱き付くのをやめてくれても──」




「好きだ。君のことが」




　ぴかあっ。

　ごろごろごろ。

　わりと控えめな、たぶん嵐が通り過ぎる直前の、残り香みたいな雷が。カーテン越しの窓の外で光り、轟とどろき、そしてすぐに消えていった。

「母親として見てるわけじゃないぞ。言うまでもないとは思うが」

　我ながら言葉が足りないと自覚している。

　さすがに早口になっていただろう、俺もまた。

　それでも伝えない選択肢はなかった。

「こうして君に抱き付いて頼り切ってるから言ってるわけでもない。もっと言うと、君を妹として見てるわけでもない。……いや、妹なのは事実だし、妹として扱わないという意味でもないんだが。でもまあ、ニュアンスは通じるものと信じてもう一度伝えさせてください。俺は君のことが好きです」

「……はあ。そうですか。なぜいまさら？」

「伝え忘れていたのを思い出した。こちらの意思と君へ向けての気持ちは、初対面の時に伝えきったつもりでいたが。よくよく考えたら足りてないことに気づいた。それとここしばらく一緒に暮らしてみて気持ちを新たにした、という事情もあるか。なんにせよ最初の印象は完全に正しかったことを、改めて伝えさせていただく。俺は君のことが好きだよ。ひとりの女性として」

「はいはい、そうですね」

「なんか反応が軽いな？」

「あなたの言うことをいちいち真に受けていたら、キリがないでしょう？」

　それはまあそうかもしれん。

　本気も冗談と受け取られがちなのは、俺の大きな弱点のひとつだ。真顔で冗談を口にすることが多いからな。冗談みたいなことを本気で言う場合もあるし。

「それに今日はありがとう。何だかんだで俺を受け入れてくれて助かった」

「受け入れるも何も、状況があまりにも強制的にスタートしたので。そもそも受け入れてない、という前提を忘れないでください」

「肝に銘じます」

「ちなみに今日だけですからね？　こんなのを許すのは」

「雷が怖い者同士、助け合った方が前向きだと思うんだが」

「それにしたってやり方というものがあるでしょう？　一方的に抱き付かれるこっちの見にもなってください」

　それはその通り。

　ジロー深く反省である。

　外では強い雨がまだ降り続いている。

　それでも俺を苛さいなむ雷は、着実に遠ざかっているようだ。

　ホッと一安心して気が緩んだ。

　生理現象。危機が去って気が緩まない人間なんて存在しない。

「ちなみにトーコさん」

「なんですか口数が多いですね」

「もういっこ伝え忘れていたことがあるので。聞いてもらえますか」

「はいはいどうぞ、お好きなように。ここまで来たらもう、何を言われたところで──」




「実は俺、極度の緊張にさらされ続けると電池が切れたみたいに気を失ってしまう性質を持ってるんだ」




　沈黙。

　雨の音。

　ややあって、




「……また──────っ!?」




　トーコが叫んだ。

　ほぼ悲鳴だった。雷に負けないくらい大きな声の。




「またですか!?　またなんですか!?」

「すいません」

「あなた、苦いコーヒーを飲むと気を失ってしまう体質でしたよね!?」

「はい」

「気絶する原因多すぎ！　というか特殊体質多すぎ！　どれだけ繊細な生き物なんですかあなたって！　こんなに図ずう々ずうしい性格してるのに！」

「真に申し訳ない」

「いちおう確認しておきますけど、冗談じゃないんですよね!?　いえまあ、あなたの存在そのものが冗談みたいなので、冗談ではないんでしょうけど！」

「…………」

「……え？　ちょっと？　聞いてます話？」

「…………」

「え？　本当に気を失って？　え、待ってください、じゃあこの体勢のまま？　一晩過ごすことになるんですか？　いやいや、え。嘘うそでしょ──」





　　　　　　　†






　かろうじて耳に届いていたのはここまで。

　宣言したとおりである。

　俺は、妹の部屋の、妹のベッドで、妹にしがみついたまま、意識を手放してしまったのだった。

　断っておくが、役得とは思ってないぞ？

　俺、本気で雷が怖いんだから。

　でもこの先、長い付き合いになるだろう相手には、正しく知っておいてもらいたかったんだ。隠しておくと結局は余計に迷惑が掛かる、との判断もちゃんとあった。

　……いや失礼。

　これは半分嘘うそになるな。白状しておこう。




『バレないで済むならそれに越したことはないかも』




　という下心はあったさ。ありましたともよ。

　将来結婚を考えている相手には見み栄えを張りたくなる。

　古今東西、あらゆる男性にとっての真理だと強く主張しつつ、このエピソードを締めさせていただく。

　それと、雷が存在しない国がこの地球上に存在するなら、ぜひ紹介してほしい。

　いずれ本気で引っ越すことになるかもしれないので。








interlude







　……と、いうわけで。

　わたしこと近この衛えトーコと、松まつ原ばらタクローは。

　一夜をベッドで共にすることになったのでした。




　いえ最初に言っておきますけど！

　何もありませんでしたからね!?　本当に！

　あの男に抱き付かれたまま眠ってしまったという！　それだけのことですから！

　そして彼はそのまま朝まで眠ってたはずですから！　本当の本当に、何もなかったんですよ、神に誓って！

　といってもあの人の自己申告なので！　無実を証明する手立てはないんですけど！

　でもまあ、さすがにそのあたりは信用していいんじゃないか、と思うわけです！

　騙だまそうとしたり、嘘うそをついたり──そういうことをわたしにしたことは、確かに一度もありませんから！

　というか、短い付き合いでも、さすがにそのくらいはわかりますから！




　……ええ、はい。

　すぐに突っ込まれてしまうと思うので、先にわたしから言いますね。




　なぜ『彼はそのまま朝まで眠ってたはず』という言い回しをしたのか。

　なぜ松原タクローの無実を、わたしが証明できないのか。

　その点について。告白しなければならないでしょう。




　簡単な話です。

　わたしも眠ってしまったからです。

　彼の新たな特殊体質が判明して、彼がそのまま本気で眠ってしまって、わたしは叩たたき起おこそうとしたものの、仏心が湧いて少しこのままにしておこう、なんてちょっとだけ思ってしまって。

　そうこうしてる間にわたしも気絶してしまったらしく、目が覚めたら朝だった、という顛てん末まつなんです。

　寝オチといわれる現象だと思います。

　同じベッドで、同じお布団をかぶった状態で。あの男とそれをやってしまったわけです。




　でも聞いてください。

　仕方のないことだったんです。

　あの日のわたしは、精神的なアップダウンが激しすぎて、疲れ果ててしまっていて。気づいたら意識を失っていたんです。

　考えてもみてもらえませんか？

　わたし、雷が苦手なんですよ？

　本当の本当に苦手なんですよ？

　あの男の前だから、かなりやせ我慢していましたけど。雷が鳴っている日は、耳栓をして布団を頭からかぶって、なおかつ目をギュッとつむってやり過ごすのが基本なんですよ、本来なら。

　それを、あの男がわたしの部屋にやってきて。

　雷に怯おびえているわたしを心配しに来たのかと思ったら、当人の方がわたしに何倍も輪を掛けて雷が苦手という信じがたい話で──

　しかもわたしに抱き付いたまま気を失ってしまうという──

　同情されてもよくないですか？　むしろ。

　このやり場のない気持ち。

　怒り、羞恥、後悔。

　でも、それだけじゃない、とにかくいろんな感情に、わたしは支配されました。

　ああもう疲れました。本当に。

　新しい生活が始まって以来、毎日こんなことばかり起きてる気がします。身が保もたないですね、まったくもって……




　それと一応、言っておきますけど。

　あの人の身体からだのあたたかさが、わたしの気持ちを落ち着けてくれたから。だから思わず安心してわたしまで眠ってしまった、なんてことはありませんので。その点は誤解なきようお願い致します。




　ああそういえば。

　うっかり身の上話もしてしまいました。

　話すつもりなんてなかったんですが。シチュエーションって怖いですよね。

　あの状況と流れでは、話す方が自然に思えたんですよね。

　でも、まあ。

　仕方ないことかもしれません。

　母はもう再婚して、今から離婚するなんて現実的な話じゃないですし。

　ひとつ屋根の下に暮らすことは、状況的に避けられないですし。

　であれば、松まつ原ばらタクローはどうあっても、もう家族の一員なわけです。

　身の上話ぐらいは、しますよね？

　生徒会では、ヒフミさんやツバサさん共々、学校の先達としてお世話になってますし。そういう意味でもまあ、仕方ないかと。




　……うん、よし。

　この話はこれでお終しまいにしましょう。

　一緒に住んでるんですから、事故はよくあること。

　今回の件も、数ある事故のひとつとして、処理することにしました。わたしの中で。

　いわゆる〝スルーする〟ことはとても大事なんです。

　わたしは最近、それを学びました。

　気にしない力。今後のわたしに必要なスキル。

　これまで足りなかったそのスキルを磨く、いい機会です。

　はい、この話はこれでお終い。

　次にいきましょう、次に。

　人生は前向きに。

　後ろを振り返ってばかりじゃ、前に進む足元がおぼつかなくなりますからね。





　　　　　　　†






　……ええ、ですから。

　わたしは全力でスルーするんです。

　だって、あんな状況で言われても、いわゆるノーカウントじゃないですか。

　正しい判断もできないし、正しい受け取り方もできないじゃないですか。




『好きだ。君のことが』




　……いえいえダメです。

　ダメですってば。

　わたしは思い出しません。スルーするって決めたんです。

　思い出すと顔が真っ赤になってしまうのは、処理能力が追いついていないから。

　決して意識してるわけじゃないし、告白だと認めているわけでもないですから。

　というかバレてないですよね？

　あの瞬間のわたしって、実はものすごく混乱してたんですけど。そのことを表に出さないように、何事もなかったかのように振る舞ったつもりでいます。

　たぶん成功してたはずです。

　あらためて好意を向けられて──言葉にして『好き』と伝えられて、動揺してしまったことは、彼には伝わってないはずなんです、ええ。たぶんですが。




　だからはい、この話はこれでお終しまい。

　次にいきます、次に。

　この話を蒸し返そうとしても無駄です。たった今、記憶を消去しましたので。




　さあ次の話へ進みましょう！

　先に進めば未来は明るいですよ、きっと！





好感度：？？？／１００










四月二十六日







「ゴールデンウィークだー！」




　親友殿の叫び声が生徒会室に響いた。

　なるほど、ゴールデンウィーク直前である。四月二十六日。

「なんつーか腕が鳴るよなー」

　リッターサイズのハーゲンダッツ（ショコラデュオ味）を抱えながら、親友・諸もろ星ぼしヒフミはさらに続けて、

「どーやって遊んでやろーか、ってプランがさ、もー頭ん中をぐるぐる回ってて仕方ねーの。正直そんなに長い休みじゃねーんだけど、だからこそ逆に気合が入るっていうか」

「一理ありますわねえ」

　お弁当（アスパラのベーコン巻き）をつつきながら、副会長・花はな見み沢ざわツバサが頷うなずく。

「ちょっとでも油断するとあっという間に終わってしまう、それがゴールデンウィーク。ざっと一週間ぐらいは休日があるはずなのに、うかうかしてると昼寝してボーッとしているだけで終わってしまう……そんな悲劇をわたくし、あちこちで見てきましたわ」

「ま、オレらはそんなことになんねーけどな！　なあタクロー!?」

「そうありたいものだ」

　生徒会長の俺・松まつ原ばらタクローも、弁当のタケノコご飯に箸を入れながら同意する。

「寝正月という言葉もある通り、貴重な休みの日を心身の静養に充てるのも王道だとは思うが。俺たちはまだ高校二年生、老け込むには早すぎる年ごろだろう。時間の許す限り全力で休日を謳おう歌かできるなら、それに越したことはない。光陰矢のごとしという言葉もまた、重要な事実を示唆しているだろうからな。なあ親友殿？」

「あはは！　真面目か！」

　親友殿がウケた。

「真面目だとも」

　俺は応じた。

「たかがゴールデンウィーク、されどゴールデンウィーク。遊んでばかりもいられない立場だが、同時に遊ぶ権利も享受していい立場だろう、俺たちは。だからしっかり考えよう、遊ぶ計画を。とことん付き合うぞ親友殿、状況の許す範囲でだが」

「オレ、お前のそーゆーとこ好き！」

「どういたしまして。……まあもっとも、本気の本当に何も計画を立ててないわけだが。何かするならそろそろ本腰を入れる必要があるな」

「妹ちゃんもいることだし、なんか楽しーことやりてーよなー。なっ、妹ちゃん？」

　親友殿が話を振った。

　我が妹・近この衛えトーコは、心ここにあらずで弁当を食べる箸を止めていた。

「おーい。妹ちゃん？」

「えっ？　あ、はい！　なんでしょうヒフミさん？」

「その雰囲気はアレだなー。話を聞いてなかったやつだなー」

「す、すいません」

「せっかくオレがゴールデンウィークに向けて盛り上げてんだからさー。もっと妹ちゃんも乗ってくれよなー。オレ、寂しくなっちゃう」

「す、すいません」

「まあヒフミさんはテンション上がりすぎですけど」

　副会長が割って入る。

「トーコさんは逆に心ここにあらず、ですわね。ずっとぼんやりしているようですけど、何かありまして？」

「あ、いえ。別に。そんなことは」

「お弁当のおかずが気に入らなかったとか？」

「いえそんなことは。美お味いしいですよ、この春巻き」

「冷凍食品ですわよね、それ」

「あ、はい。ええ」

「昨日の夜、もしくは今日の朝は、手の込んだ料理を作る余裕がなかったということですわよね」

「そ、そうですね、ええ。はい」

「わたくしほどではないにせよ、生徒会長は料理上手ですわ」

　ニコリと微笑ほほえむ副会長。

　纏まとう雰囲気は、相変わらずどこへ出しても恥ずかしくないご令嬢である。

「しかも春巻きは彼にとって得意料理であることが、わたくしのデータベースに記録されております。政敵にあたる相手を知ることは、政治的勝利を得る上で必須ですからね」

「は、はあ」

「お弁当の献立は得意料理、なのに手料理ではなく冷凍食品。明らかなミスマッチ」

　副会長の話しぶりは穏やかだが、議会で与党を追及するかのようなニュアンスがある。

　妹はたじたじの様子。

　親友殿は「その話、ゴールデンウィークと関係なくねー？」とアイスを頬ほお張ばっている。

「時にトーコさん。昨日の夜はすごかったですわね」

「へっ!?　な、なにがですか!?」

「春の嵐がです。文字どおりの嵐でしたわよね、昨晩は」

「えっ、あ、はい、そうですね。ええそうでした、本当に」

「雨といい、風といい──雷といい。本当に大変でしたわよねえ。うちの家なんて古いものですから、あの嵐で屋根ごと吹き飛ばないか心配でしたわ」

「そ、それは──大変でしたね」

「トーコさんは、何か困ったことはありませんでしたか？」

「わたしですか？　ええと、はい。怖かったですね、嵐ですから。雷があちこちで鳴って、近くにも落雷がたくさんあったみたいで。停電もありましたし、はい」

「まあ。それは本当に大変でしたわ」

　副会長は相変わらずニコニコ。

　花はな見み沢ざわツバサが言いたいことを、俺はまあ察しているのだが。下手に話に関わるとややこしくなりそうなので静観。

　親友殿は「んなことよりゴールデンウィークの話はー？」と不満げだが、副会長はそれを制して、

「ところでトーコさん」

「は、はい」

「わたくしたちに何か報告することはございませんの？」

「な、なにをでしょう？」

「さあどうかしら。何かあるとしたら、それを知っているのはわたくしではなくトーコさんの方でしょうから。わたくしがどうこう言うことではないのでしょうねえ、ええ」

「……あはは。ツバサさんの仰おつしやることは難しくて、わたしにはちょっと……あ、この春巻き美お味いしいですよ。もぐもぐ……ツバサさんも味見してみます？」

「妹ちゃんさー、【タクローと一晩中抱き合ってた】んじゃね？」

　ぶほっ！

　トーコが吹いた。

「まあ図星だよな。……つーかさー」

　ジト目で副会長を見ながら、

「よくねーぞツバサ、そーゆーの。わかってることを根掘り葉掘りいじくるんじゃねーっつーの。武士の情けってやつを知らねーのかオメーはよ」

「あらごめんあそばせ。うふふ」

「……な、なんで!?」

　口元を拭いながら、トーコが顔を真っ赤にして、

「なんで知ってるんですかヒフミさん!?」

「知ってるっつーか、わかるんだって」

　椅子の上にあぐらをかいて座り直し、アイスクリームを抱えるヒフミ。

「付き合い長なげーんだからタクローとは。だって親友だぜ？」

「──ええとつまり、うちの兄が雷が苦手なことを知っていたと？」

「とーぜん。普通レベルの苦手じゃねーってことも、雷の日にどーゆーことになるかも知ってる。だからいちおう声は掛けてたじゃん、昨日の帰り道に。『マズそうなら家行こうか？』みたいにさ」

「い、言われてみればそうだったような……」

「ちなみにそこにいる性格の悪い副会長も、オレの次ぐらいにはタクローに詳しいから。まあどういうことになるか察しは付いてただろーな」

「情報収集は政治の基本でしてよ」

　涼しい顔で麦茶を飲む副会長。

「それに妹ちゃん、顔に出すぎ」

　親友殿がさらにツッコむ。

「明らかに挙動不審だったっしょ？　そりゃなんかあっただろーし、何があったかもだいたい想像できるって話。ツバサってその手の話が大好物だからさー、食いつくのよ、ネチネチと」

「だって可愛かわいらしいんですもの！」

　目をキラキラさせる副会長。

「バレバレなのに何とかして事実を知られまいとするトーコさんの姿が、ハートにズッキュンとくるんですわ！　あまりにも可愛いから弄いじりたくなってしまうのは仕方のないことでしてよ！」

「まあ妹ちゃんが可愛いのはオレも同意だけどな！」

　親友殿と副会長はトーコの頭を撫なでた。

　左右からもみくちゃにされる、いつもの光景。

　平和の象徴。

「ちなみに昔は、オレがタクローを一晩中抱っこしてやったこともあったなー」

「えっ!?」

「なに妹ちゃんその顔は。びっくりするよーなことか？」

「え。むしろそれって、びっくりしない方が普通なんでしょうか……？」

「そりゃそーだろ。オレとタクローは付き合い長なげーんだから」

　親友殿は胸を張った。

　俺は「その節はいつもお世話になっております」と頭を下げた。

「いえでも、ヒフミさんは歴れつきとした女の人ですし……いくら性格は男の人みたいだと言っても……ああそっか、なるほど！　子供の頃の話ですか！　ええそうですよね、うちの兄とヒフミさんは、十年来の付き合いでしたもんね。小学校の低学年ぐらいでしたら、そのくらいは自然かも──」

「いや？　割と最近の話だけど？　去年とかの」

「えっ」

「ちなみにわたくしが〝当番〟だったこともありますわ」

「えっ」

　親友殿から副会長へ。

　立て続けの情報公開に、我が妹の表情が固まる。

「……ええとすいません。理解が追いつかないんですけど。聞いていいですか？」

「おうよ。何でも聞いてくれ妹ちゃん」

「うちの兄は雷がものすごく苦手で、それをケアするために、ヒフミさんが兄を抱っこする役割を担ったと。そういう理解で合ってます？」

「合ってるぜー」

「一晩中？」

「おう。タクローって緊張マックスになると気絶すっからさ。基本は一晩中の付き合いになるよな」

「……ヒフミさんは百歩譲ってそれでいいとして。ツバサさんも？」

「松まつ原ばらタクローはわたくしの政敵であり、好敵手でもありますわ」

　涼しげに頷うなずく副会長。

「昨日の敵は今日の友、という言葉もあります。彼が危機に陥ったなら、手を差し伸べるのは当然はなくて？」

「それで一晩中？　うちの兄と？」

「ええ。抱っこしてよしよし、なでなで、ですわね」

「ちなみにツバサさんって男の人なんですよね？」

「あら。性別なんてこの際は関係のないことでしてよ。この際じゃなくてもあまり関係ありませんけれど」

「まあ原則的には確かにそうですけど……昨今の潮流からしてもまあ……」

「ま、でもそんだけのことだろ？」

　結論は出てる、とばかりに親友殿。

「オレとタクローとツバサ。全員生徒会だし、そうじゃなくても仲いーんだからさ。何かあったら助け合う。マジでそんだけのことだよな」

「まあ……はい、ええ。話を大ざっぱにまとめると、そうですね、確かにそれだけのことかもしれないですけど。……いやでも、ええ？　やっぱり普通ではないですよね？　わたしの感覚って間違ってます……？」

「ま、考え過ぎかなー、妹ちゃんはさー。そこがカワイイんだけど」

「そう……なんでしょうか？　そう……なんですかねえ……」

　納得しようとしている様子の我が妹。

　俺からどうこう言うと話がややこしくなるから言わないでおくが。

　ぜんぜん普通じゃないぞ？　生徒会三人の関係って。

　世間一般の感覚からしたら、むしろぜったいにおかしいはずだ。

　まあ関係ないけどな、世間一般の感覚なんてのは。法律に触れてるわけでもない限り、狭いコミュニティ内での人間関係なんて人それぞれだ。

　松まつ原ばらタクロー、諸もろ星ぼしヒフミ、花はな見み沢ざわツバサ。この三人の間ではバランスが取れている。

　それ以上でもそれ以下でもない。

　そして近この衛えトーコが納得するか否かは、あくまでも彼女の問題だ。

　受け入れてくれれば嬉うれしいが、無理強いはできないだろう。

　言わないけどな。ややこしくなるから。

　しかも今回の話、俺の失態が発端だからな。

　雄弁は銀、沈黙は金。

　副会長ではないが、そのくらいの腹芸は俺だって使うのである。こうみえても生徒会長やってるんだから。

「つーかゴールデンウィークの話だけどさー！」

　そんなことよりも、と言わんばかりに。

　親友殿が話題を変える。

「海いこーぜ、海！」

「海か。いいな」

「わたくしも異存ございません」

　俺と副会長は即答した。

　トーコは「え、でも」と戸惑いがちに、

「まだ早くないですか、海って。今って四月とか五月なんですけど」

「そりゃまあ、この辺の海に行ったらまだ早はえーよな」

「あ。海で泳ぐわけじゃない、ってことですか？　海岸沿いをお散歩するとか」

「海岸沿いをお散歩て。妹ちゃんは発想がカワイイよなあ。なでなでしてもいい？」

「え、じゃあ泳ぐんですか？」

「泳ぐよ。つーか海行くなら水着はデフォだろ。オレが海行くつったら、そりゃもー水着で美少女で青い空で渚なぎさでキャッキャだろ。常識だよ常識」

　そこまではトーコはわからんよなあ。

　と心の中だけでツッコんでおく。沈黙は金。

「え、でも」

　トーコはまだ戸惑っている。

「じゃあ行くとしたら沖縄とかですか？」

「おう。いいねそれも」

「沖縄じゃなければ海外？　ハワイとか？」

「おう。そいつも悪くねー」

「え、でもすごく遠いですよね、どちらにしても。遠いですし、遠いってことはお値段もお高くなるでしょうし……そもそも今から予約するのは無理なのでは？　ゴールデンウィーク直前ですし」

「んなことねーぞー」

　スマホを取り出して何やらいじりながら、

「沖縄は問題ねーな。ハワイも行ける。あとはモルジブとかタヒチあたりもＯＫ」

「え。ＯＫって、予約がですか？」

「いやインビテーション。招待券」

　さらっと言う親友殿。

「え、さらっと言ってますけど……それって無料で旅行に行けるって意味ですよね？」

「そーだよ」

「お金を払わずに？」

「オレ、わりと顔広いからさー」

　これまたさらっと親友殿。

「こーゆーの、けっこー色んなところから送られてくるんだよ。普段は行ってるヒマねーけどさ、まあたまには使わねーとな。ほら、この沖縄のホテルなんか悪くなさそーだぜ？　新築だし、パスポートいらねーし」

「ええ……何者なんですかヒフミさんって……」

「ヒフミさんほどではありませんが」

　副会長が口を挟む。

「わたくしも心当たりありましてよ、ゴールデンウィーク直前でも問題なく宿泊できる行き先に。まあヒフミさんが持ち札にしている沖縄で問題なさそうですが、万一の際はわたくしの方からも何かしら提供いたします」

「つ、ツバサさんもですか……？」

　目を丸くするトーコ。

「え、でもツバサさんって、確か一般庶民だったはずでは？」

「ええわたくし、正真正銘の一般庶民でしてよ」

「なのになぜ？」

「わたくしを支持してくださるスポンサーは、決して少なくありませんのよ」

　ふふり、と笑って副会長。

「もちろんスポンサーに頼れば借りができることになりますが。貸しを作るだけではなく、あえて借りを作るのも政治の極意。人間関係構築に必要なスパイスでしてよ。必要であればそういったコネクションを提供する用意がある、ということですわ」

「……なんか『一般庶民とは？』という感じの発言なんですが……」

「いえいえ逆ですわトーコさん。たまの贅ぜい沢たくにこそ、普段の蓄えを奮発する。それが庶民というものでしてよ」

「つーか、妹ちゃんもお嬢さまだろ！」

　親友殿がツッコんだ。

　トーコは恐縮しながら、

「いえその、生まれはちょっとそうかもですけど。でも基本的に、質素倹約を旨としている家だったと言いますか……」

「オレだって質素倹約だぞ！　アイスしか食ってねーんだから！」

「た、確かに……」

「つーか妹ちゃんってアンバランスだよなー。見た目と中身のギャップもそーだけど、元は生粋のお嬢さまだったはずなのに、意外にお嬢っぽくないところもあるしさ。たぶんあれか？　育ち方が変わってるんだろーな、オレが思ってるよりも」

「ともあれだ」

　俺は口を出した。

　トーコにとってあまり深入りされたくない領域に話題が及びそうだ。それに話の流れは概おおむね決した。

「間近に迫ったゴールデンウィークの予定は決まったな。沖縄行き、とてもいいアイデアだと俺は思う。おんぶに抱っこで恐縮だが、親友殿に頼ってもいいだろうか？」

「もち！　オレが言い出しっぺだしな！」

　快諾の親友殿。

「では、現地でのコーディネートはわたくしが」

　副会長が手を挙げる。

「沖縄に詳しい方に心当たりがありますの。あいさつがてら、オススメのプランなど色々聞いてみますわ。ついでにチケットの手配なども請け負いましてよ。もちろん、ヒフミさんと連携を取りながら」

「何から何まで助かる。そのあたりは副会長の得意分野だろうしな、変に手を出すよりも任せてしまった方がいいかと思う」

「そのつもりでしてよ。わたくしが自分から言い出したことですもの」

「貸しを作ってしまうことになるかな」

「まさか。こんなのを貸しにしたら、わたくしの沽こ券けんに関わります」

　一笑に付しつつ、

「それにわたくしだって、今回はヒフミさんにおんぶに抱っこですもの。少しは働いておかないと据わりが悪いというものですわ。でないと気兼ねなく沖縄を楽しめませんもの」

「あう……」

　それを聞いたトーコが肩をすぼめた。

　すぐに俺はフォロー。

「心配するな我が妹。今回の計画に関しては、俺もまったく役に立ってない」

「……それってフォローになります？　兄妹きようだいそろって何もしてない、ってことになるんですけど」

「さっきも言ったが、人には得意分野というものがある。副会長が貸し借りの話についても語ってくれたな。むしろここは全力で厚意に甘えるのが得策だ。『わーいやったぜ沖縄だー！　たーのしみだなー！』ぐらいに喜んでおくと、親友殿も副会長もやる気を出してくれると思うんだが」

「さすが！　わかってんなータクローは」

「泰然と構えて驕おごらず。まさに人の上に立つ者の資質ですわね。政敵を褒めるのはシャクですけれど」

　親友殿と副会長が肯定してくれる。

　一方でトーコは複雑そうな顔。

「というかわたし、ご一緒しない方がいいのでは？　もともと関係の深いみなさんのお邪魔をしてしまう形になるかもですし、そもそもわたしって生徒会役員でもないのにここにいるわけですし……それに沖縄に行くって、泊まりがけですよね？　いろいろハードルが高い気がするので……」

「妹ちゃんわかってねーなー！」

「ですわね、わかってませんわね」

「タクローも言ってんじゃん！　人には得意分野ってもんがあるし、役割ってもんがあんの！」

「そしてこれも生徒会長が言いましたわよね。『わーいやったぜ沖縄だー！　たーのしみだなー！』みたいに喜んでおくのが、トーコさんの得意分野にして役割でしてよ」

「妹ちゃんが喜んでくれたらオレ、がんばっちゃうなー」

「わたくしも。トーコさんが喜んでくれたら、がんばってしまいますわ」

　じっ、と。

　そろってトーコを見つめるふたり。

　もちろんここで助け船は出さない。野や暮ぼになる。

「あ。う」

　自分にターンが回ってきたことを、我が妹も理解しているようだ。

　顔を真っ赤にしたり、青くしたり。

　口を開けては閉めて、また開けて。

　やがて意を決したように、眉をきりりとつり上げて。

　両手をバンザイする形で、まるで応援団みたいな大声をがなり立てて。

　彼女は言った。




「わ、わーい！　やったー！　沖縄だー！　た、たーのしみだなーっ！」




　生徒会室が一瞬、静まり返った。

　昼休みの昼食時である。

　早々に食事を終えた生徒たちのガヤガヤ声が、こうしてみるとよく聞こえる。

「な」

　トーコの顔が真っ赤になった。耳の先まで。

「なんか言ってくださいよ！　反応なしはひどくないですか!?」

「あ、いや。ごめんごめん」

　親友殿が謝った。

「なんかカワイくてさー、マジで。オレ、ほっこりしちゃった」

「天才だと思いましてよ、わたくし」

　副会長も追随する。

「トーコさんの人を和ませる才能ですわ。持って生まれたもの、まさしくギフト。政治的にも重要な能力値ですけど、わたくしには真ま似ねようとしても真似られません。とってもうらやましくってよ」

「な、なんか反応に困る反応なんですが!?　わたしどうやって返したらいいんですか！」

「大人しく頭を差し出しときゃいーんだよ。そーれ、なでなで～」

「わたくしも、なでなで～」

　トーコは頭を撫なでられた。
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「やーめーてー」

　抵抗しつつも、トーコも完全に嫌がってる、というわけではなさそうだ。

　うん。

　打ち解けるって、こういうことだよな。

　仲良きことは美しきかな。

「あ、ところで全然関係ないんだけどさー」

　親友殿が急に話を変える。

「あの話覚えてる？」

「あの話とは？」

　と俺。

「オレと副会長の勝負の話！」

「ふむ。どんな話だったかな」

「オレと副会長のどっちが取説としてふさわしいか、って話！　妹ちゃんと最初に会った時に、そーゆー話になっただろ！」

「言われてみればそんな気が。副会長は覚えてるか？」

「ええもちろん。生徒会長は取り扱いが難しいので、わたくしとヒフミさんが取扱説明書がわりとなって、トーコさんをガイドする──そんな流れでしたわよね」

「そうそう、それなんだけどさー！」

　トーコをわしゃわしゃしながら（トーコは抵抗するのに疲れたのか、なすがままだ）、親友殿が白い歯を見せる。

「決着を付けるのは夏休み前、ってことにしてたけど。ゴールデンウィークが終わった時点で中間発表、ってのはどーよ？」

「よろしくってよ」

　副会長がすぐに乗っかる。

「沖縄旅行も決まったことですし、トーコさんの生徒会長に対する理解はいやが上にも高まるでしょうし。わたくしとヒフミさんが腕を振るう絶好のチャンスでもありますわ」

「ジャッジは妹ちゃんにしてもらう、ってことでＯＫ？」

「異存ありませんわ」

「勝った方はごほうびにタクローからちゅーしてもらう、ってのも？」

「同じく異存ありません」

「よっしゃ！　じゃあ決まりで！」

　親友殿は破顔した。

　美少女顔に少年みたいな笑顔は、相変わらず破壊力抜群である。

「沖縄旅行のいい余興になりそうですわね」

　副会長も不敵に微笑ほほえむ。

　男女の性別関係なしに、これまた惚ほれ惚ぼれする笑顔だ。

「つーかマジ旅行楽しみ！　盛り上がってきたー！」

「落ち着きなさいなヒフミさん。まだ始まってもいませんし、準備はこれからが本番ですことよ」

「沖縄つったら海だよな！」

「海といえば水着ですわよね」

「妹ちゃん、胸でっけーから楽しみ！　オレだと似合わねー水着とかも似合いそう！　なあ妹ちゃん、今日学校終わったら水着買いにいこうぜー!?」

「えっ？　ええ、まあ……確かに必要になりそう、ですよね」

「オレ、妹ちゃんに色んな水着着せて楽しむ！　めっちゃ布面積少ないやつ選ぶ！」

「そ、それはセクハラではっ？」

「オレだって着るんだからおあいこだろー!?　副会長はどーすんの？」

「もちろんわたくしも水着を新調いたしますわ」

「え、ツバサさんが水着を？　え、〝どっち〟で？」

「ふふ、それは見てのお楽しみですわ！　というかトーコさん、今の発言こそセクハラなのではなくて？」

「はわっ!?　すすすすいません！」

「ふふ、冗談ですわよ！　相変わらずカワイイ反応ですわねえ！」





　　　　　　　†






　そんなこんなで。

　ゴールデンウィークの予定はあれよという間に決まったのだった。

　親友殿と副会長に感謝。

　ふたりが居てくれて、何かとアクションを起こしてくれるおかげで、俺の人生はプラスの方向に傾いていく。

　無論、トーコにとっても良い機会だろう。

　是非とも親友殿と副会長との仲を深めてもらいたい。あのふたりは色んな意味で特別だからな。完全に慣れるまでは時間が掛かるかもしれないが、刎ふん頸けいの交わりにまで至れば、必ずやトーコの人間関係にポジティブな効果をもたらすだろう。

　まあ仲良くなってくれるだけでも十分だが。

　刎ふん頸けいの交わりって、現代じゃあまり通用しない概念だろうし。




　いずれにせよだ。

　俺は諸もろ星ぼしヒフミの親友として。

　花はな見み沢ざわツバサの政敵として。

　近この衛えトーコの兄として。

　自分の役割を、引き続き全うしていく所存である。

　その結末として──あの初対面の料亭で俺の脳裏にひらめいた未来として、我が妹との結婚が実現するなら。それに勝る幸福はない。




　そして俺は〝実現力〟というジャンルに限ってだけは、少しばかりの自負がある。

　至らぬ身ながら、今後も微力を尽くしていこう。

　あらためてよろしく頼むぞ、我が妹よ。








interlude







　気づいたらそういうことになっていました。




　沖縄旅行。

　それ自体は何の問題もありません。

　むしろ楽しみですらあります。沖縄行ったことないですし。

　水着もまあ……着ることにはなるんでしょう。きわどいデザインの水着を選ぶかどうかは別問題ですが……でもぎゃるといえば、やっぱりきわどい水着かな、というイメージはあります。ものすごく恥ずかしいですが、ええ、そういうことであれば。チャレンジするいいタイミングかもしれません。




　いやでも。

　でもですよ？

　何かやっぱり、おかしかったですよね？　話の流れが。

　沖縄旅行が提案されて、決まるまでの流れ──ええ、そこまでは問題なかったはずです。

　些さ細さいな問題はあったかもしれませんが。ええ、そんなのはそれこそ流してしまえるような小さなことで。




　でも、聞き間違いじゃないですよね？

　確かに言ってましたよね？

〝勝った方はごほうびにタクローからちゅーしてもらう〟って。




　え？　どういうことなんですか？

　わたしが世間知らずなだけで、普通の高校生な人たちは、そういう感じ、いつもやってるんでしょうか？

　いわゆる罰ゲームとか？

　いえでも、むしろご褒美みたいなニュアンスでしたよね？

　ヒフミさんって、うちの兄の親友なんですよね？

　ツバサさんって、うちの兄が政敵なんですよね？

　ええ、ええ。問題です。問題ですとも。

　だって意味がわかりませんから。

　生徒会メンバー三人の関係が、ある種特別であることは、さすがのわたしにもわかりますけど。そしてその三人が、かなり風変わりなのもわかりますけど。

　でも、それにしたって。おかしくありませんか？

　普通じゃないのはわかってますけど、でもそれにしたって。やっぱりおかしいですよね？　わたしの感覚って間違ってますか？　『ちゅー』って何かの隠語ですか？　そうでなければ、いわゆる『ちゅー』ですよね？

　え、それってどの程度の？

　え、どういうことなんですか？

　わたし、ぜんぜんついていけてないんですが。




　そして、ええ。そしてですよ。

　何が問題かって、もやっとしてしまったんです。

　うちの兄が、あのふたりとちゅーをすると聞いて。なんだか納得できない気持ちが、湧いてしまったんです。




　これは良くない傾向です。

　まだたったの一ヶ月ですよ？

　最初に会った時は、あんなに第一印象最悪だったのに。




　いえ。

　やめましょうこれ以上は。

　これ以上深入りして考えると、何かとんでもないことになってしまいそう。

　強くイメージできることは実現する、といいますからね。逆に言えば、妙なことは考えないようにした方が、実現する可能性は低くなるわけです。

　ええ考えるのはやめましょう。立て続けに色んなことが起きて、わたしの処理能力が追いついてないですから。

　いったん気持ちをリセットして、まずはそれから。

　色んなことを整理していくことにします。ええその方がいいでしょう。その方が賢い選択のはずですよね？




　ですが！

　これだけは改めて言っておきます！

　わたしは松まつ原ばらタクローと結婚しません！

　強くイメージできることは実現するわけですから！　絶対に結婚しないという強い意志さえ持っていれば、そんな未来は来ないはず！

　なのでわたしは何度でも声を大にして言います！　松原タクローとは結婚しないと！




　……。

　…………。

　………………。




　あれ？

　でもそれってむしろ、逆に意識しすぎ、ってことですか？

　意識してるってことは、かえって実現する可能性が高くなってしまう……？




　……。

　…………。

　………………。




　混乱してきました。

　なのでこれ以上はもう、何も語らないことにします。

　沈黙は金なり。
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あとがき







　三十七冊ではなく三十六冊なのである。




　もちろん『HUNTER×HUNTER』の話だ。この作品を手にしてくれる読者の多くは、かの名作をご承知の方も多いだろうから、あとがきにて言及させていただく。




　勿体ぶる話でもないからさっさとネタバレしてしまうが、この原稿を書いている時点では三十六冊だったのだ。『HUNTER×HUNTER』本編シリーズの刊行点数は。

〝四年の長きにわたって〟連載が中止していた、ファンにとってはお馴な染じみの暗黒期間に、作者は当該のページを執筆していたわけである。

　より正確に述べると、その歴史的な瞬間を私は、当該のページをとっくに執筆し終え、もっと遙はるか先の展開まで書いている状態で迎えることになった。

　いや驚いた。

　まさか出るとは。三十七巻が。

　もちろんいつかは出るものと理解していた。原稿のストックが溜まっていることはわかっていたし。でもまさか、あのタイミングで。

　そして当然ながら悩んだ。この原稿が世に出るのは軽く半年以上先になる。『HUNTER×HUNTER』の三十七巻が無事に発売された世界を、作中でも描くべきではないのか。

　が、悩む時間は短かった。なぜなら当該のシーンを読み直したら、ものすごく面白かったので（また明記はされていないが、本作の作中時間は２０２２年春を想定している。作中人物たちが『HUNTER×HUNTER』の三十七巻を知っているのは、時間軸的に不自然でもあった）。




　多くの方がご承知の通り、我々ファンは再び暗黒の時代を迎えた。

　トーコを初めとする本作の登場人物たちは、またしても煩悶の日々を送ることになろう。

　さてしかし、三十七巻まで読んでいる我々と、三十六巻までしか読んでいない彼らと、果たしてどちらが幸福で、どちらが不幸なのか。

　まあ『知らぬが花』という言葉もある。

　さしあたり本作の登場人物たちには、新たな苦労を味わわずに済むよう計らった。親心と解釈していただければ幸いである。




（念のため付記するが、『HUNTER×HUNTER』は作者体調不良によってやむを得ず休載中。今後は掲載形態を変えて作品が発表される可能性があるとのこと。また単行本未収録のエピソードのストックもあり、いずれ続刊の三十八巻は出版される見込み。ファンのひとりとして、その時が来るのを首を長くして待っております）





某月某日　鈴すず木き大だい輔すけ
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